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[image: 若い姉妹と兄弟が，クリスチャンとして成長している様子。姉妹は聖書を開いて持ち，内容をじっくり考えている。兄弟は伝道をしている。若い兄弟姉妹が，エホバに喜ばれることを楽しそうに行っている。1. 姉妹がベテルの食堂でテーブルをセットしている。2. 2人の姉妹が伝道で女性に聖書の言葉を読んでいる。3. 姉妹が年配の姉妹と一緒にカートの横に立って伝道している。4. 兄弟が年配の兄弟のタブレットの操作をサポートしている。5. 兄弟がステージで聖書を朗読している。6. 兄弟が建設奉仕で電動のこぎりを操作している。]
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表紙の写真

多くの若い兄弟姉妹が聖書を学んで当てはめ，クリスチャンとして成長している。（研究記事52の21節と研究記事53の19-20節を参照。）
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研究記事50

信仰を持って行動するなら，エホバから見て正しい人になれる


「アブラハムが……持っていた信仰の足跡をしっかりとたどる」。ローマ 4:12

119番の歌 信仰を持とう

何を学ぶか*




 1. アブラハムの信仰について考えるとき，どんなふうに思うかもしれませんか。

多くの人は，アブラハムの名前を聞いたことはあっても，どんな人だったかはあまり知りません。でも，皆さんはよく知っていることでしょう。例えば，アブラハムが「信仰を持つ人全ての父祖」と呼ばれていることなどです。（ロマ 4:11）でも，「アブラハムの信仰の手本にしっかり倣うことなんてできるのだろうか」と思うかもしれません。安心してください。私たちも強い信仰を持つことができます。

 2. アブラハムの手本について学ぶとよいのはどうしてですか。（ヤコブ 2:22，23）

2 アブラハムの手本について学ぶことは，アブラハムのような信仰を育てるのに役立ちます。アブラハムは神に言われた通りに行動しました。遠く離れた土地に出掛け，何十年も天幕生活を続け，愛する息子イサクを犠牲として捧げようとしました。こうした行動は，アブラハムが強い信仰を持っていることの表れでした。アブラハムは信仰と行動によってエホバに喜ばれ，友と呼ばれるようになりました。（ヤコブ 2:22，23を読む。）エホバはあなたとも友情を築きたいと願っています。それで，パウロとヤコブに，アブラハムの手本について聖書に書かせました。ローマ 4章とヤコブ 2章からアブラハムについて学べる大切な点を考えましょう。

 3. パウロもヤコブもどの聖句から引用しましたか。

3 パウロとヤコブはどちらも創世記 15章6節の言葉を引用しています。そこにはこうあります。「[アブラハム]はエホバに信仰を持った。神はそのことを正しいと見なした」。これはつまり，エホバはアブラハムのことを良いと認め，罪がないとさえ見なしたということです。不完全で罪深い人間が神から罪がないと見てもらえるというのは，本当にすごいことです。きっとあなたもそのように見てもらいたいと思うことでしょう。では，どうしたらそうなれるかについて知るために，アブラハムがどうして正しい人と呼ばれたのか調べてみましょう。






正しい人と見てもらうには信仰が欠かせない


 4. 正しい人になるのが難しく思えるのはどうしてですか。

4 「ローマのクリスチャンへの手紙」の中でパウロは，全ての人は罪人だと言いました。（ロマ 3:23）ではどうすれば，エホバから正しくて非難されるところがない人と見てもらい，喜んでいただけるでしょうか。パウロはこの点について仲間のクリスチャンが理解できるように，アブラハムの例を使って説明しました。

 5. エホバがアブラハムを正しいと認めたのはどうしてですか。（ローマ 4:2-4）

5 アブラハムはカナン地方に住んでいた時，エホバから正しい人と見なされました。それはアブラハムがモーセの律法を完璧に守っていたからでしょうか。いいえ，そうではありません。（ロマ 4:13）アブラハムが正しいと認められたのは，モーセの律法がイスラエル国民に与えられた400年以上前のことでした。では，どうしてエホバから正しい人と見なされたのでしょうか。アブラハムは信仰を示したので，エホバの惜しみない親切によって正しいと認められました。（ローマ 4:2-4を読む。）

 6. 罪人がエホバから正しいと見てもらえるのはどうしてですか。

6 パウロはさらにこう言っています。「神に信仰を持つ人は……信仰のゆえに正しいと見なされます。行いによらずに神から正しいと見なされる人の幸せについて，ダビデも次のように語っています。『不法な行いを許され，罪を覆われた人は幸せだ。罪があるとエホバから見なされない人は幸せだ』」。（ロマ 4:5-8。詩 32:1，2）エホバは，ご自分に信仰を持つ人たちの罪を完全に許し，それを後で持ち出したりはしません。そうした人たちの信仰に注目して，罪がない正しい人と見なしてくださるのです。

 7. 古代の忠実な人たちが正しいと認められたのはどうしてですか。

7 エホバから正しいと認められたアブラハムやダビデなどの忠実な人たちも，不完全な罪人でした。でも，エホバはそれらの人たちの信仰に注目して，非難されるところがない人と見なしました。周囲の人たちに比べると，それらの人たちの信仰は確かに際立ったものでした。（エフェ 2:12）パウロは「ローマのクリスチャンへの手紙」の中で，神の友になるためには信仰が欠かせないということを説明しました。私たちも信仰があるなら，アブラハムやダビデと同じようにエホバと友になることができます。






信仰と行動にはどんな関係があるか


8-9. パウロとヤコブの言葉をどのように考える人がいますか。どうしてですか。

8 何世紀にもわたり，キリスト教の指導者たちの間で，信仰と行動の関係性が激しく議論されてきました。聖職者の中には，主イエス･キリストを信じるだけで救われると教える人もいます。あなたも，「信じる者は救われる」という言葉を聞いたことがあるかもしれません。聖職者は，「行いによらずに神から正しいと見なされる」というパウロの言葉を引用することさえあります。（ロマ 4:6）一方，聖地巡礼や教会が定める儀式を行うことで救われると教える人もいます。そういう人たちは，ヤコブ 2章24節にある次の言葉を持ち出すかもしれません。「人は行動によって，正しいと認められるのです。信仰だけで認められるのではありません」。

9 それで，信仰と行動に関するパウロとヤコブの意見は食い違っていると考える聖書学者もいます。ある聖職者たちは，パウロは行いによらずに信仰によって正しいと見なされると言っているのに対し，ヤコブは神に喜ばれるには行動が欠かせないと教えている，と考えています。ある神学教授はこう言っています。「ヤコブは，パウロが行いによらずに信仰によって[正しいと認められる]と言った理由をよく理解していなかったようだ」。でも，パウロもヤコブも聖書を書いた時，エホバの聖なる力に導かれていたので，内容に矛盾はないはずです。（テモ二 3:16）では，どんなふうに理解したらいいのでしょうか。それぞれの文脈を考えてみましょう。



[image: パウロと，モーセの「律法に従った行い」。1. 服の裾に青ひもを付けている。2. 過ぎ越しの食事。焼いた子羊，無酵母パン，苦菜。3. 男性が，隣にいる人に水を注いでもらいながら手を洗っている。]

パウロはローマにいるユダヤ人のクリスチャンに，大切なのはモーセの律法に従うことではなく信仰であると教えた。（10節を参照。）*





10. パウロはどんな「行い」について話していましたか。（ローマ 3:21，28）（挿絵も参照。）

10 パウロはローマ 3章と4章でどんな「行い」について話していたのでしょうか。主に，シナイ山で与えられたモーセの「律法に従った行い」のことを話していました。（ローマ 3:21，28を読む。）当時，ユダヤ人のクリスチャンの中には，モーセの律法に従う必要がなくなったことを受け入れにくく感じている人たちがいました。それでパウロは，アブラハムの例に注目させ，神から見て正しい人と見なされるために必要なのは「律法に従った行い」ではなく，信仰であると教えました。このことは私たちにとって励みになります。エホバとイエスに信仰を持つならエホバに喜ばれる人になれる，ということを確信できるからです。





[image: ヤコブと，親切な行動の例。1世紀のクリスチャンの夫婦が，年配の貧しい女性に食べ物と服を渡している。一方，後ろでは，いい服を着た人たちが会話をしている。]

ヤコブは，信仰を持っていることを，分け隔てなく親切にするといった「行動」によって表すように教えた。（11-12節を参照。）*





11. ヤコブは何について説明していましたか。

11 一方，ヤコブ 2章で説明されているのは，「律法に従った行い」のことではありません。クリスチャンが毎日の生活の中で取る行動のことです。そこに，神を本当に信じているかどうかが表れます。どんなものがあるか，ヤコブが挙げた2つの例を考えましょう。

12. ヤコブは信仰と行動の関係についてどのように説明していますか。（挿絵も参照。）

12 ヤコブは1つ目に，全ての人に分け隔てなく接することの大切さを教えています。ヤコブの例えに出てくる人は，裕福な人には親切にしますが，貧しい人のことは見下しています。この人は信仰を持っていると言うかもしれませんが，その行動からすると，神を信じているとはとても思えません。（ヤコ 2:1-5，9）2つ目に，兄弟や姉妹が着る物や食べ物に困っていることに気付いても，必要な物を与えない人について語っています。この人も信仰を持っていると言うかもしれませんが，その信仰に価値はありません。ヤコブが言っている通り，「信仰[は]，行動が伴っていないなら，死んでいるのです」。（ヤコ 2:14-17）

13. ヤコブは信仰に基づいて行動することの大切さをどのように教えていますか。（ヤコブ 2:25，26）

13 ヤコブは，信仰を持って行動したラハブの手本について取り上げました。（ヤコブ 2:25，26を読む。）ラハブはエホバについて聞き，エホバがイスラエル人を支えていることを理解しました。（ヨシュ 2:9-11）それで，信仰に基づいて行動し，偵察に来た2人のイスラエル人をかくまい，命を助けました。ラハブはイスラエル人ではありませんでしたし，完璧な人でもありませんでしたが，アブラハムと同じようにエホバから正しい人と認められました。このことから，信仰を持って行動することの大切さを学べます。

14. パウロとヤコブの説明が矛盾していないといえるのはどうしてですか。

14 こうして考えてみると，パウロとヤコブは信仰と行いの関係についてそれぞれ別の角度で説明していたことが分かります。パウロはユダヤ人のクリスチャンに，モーセの律法に従うだけではエホバに良いと認めてもらえないということを教えました。一方ヤコブは，全てのクリスチャンに，人に親切にして信仰を示すことの大切さを強調しました。



[image: 兄弟姉妹が信仰に基づいて行動している。1. 兄弟が，集会に来た車椅子に乗っている男性とお世話をしている人にあいさつしている。2. 姉妹がカードにメッセージを書いている。3. 夫婦がカートの横に立って伝道している。]

信仰に基づいて，エホバに喜ばれることを行っているだろうか。（15節を参照。）





15. エホバに信仰を持っていることをどんな方法で示せますか。（写真も参照。）

15 エホバから正しい人と認めてもらうために，アブラハムと全く同じことをしなければいけないわけではありません。エホバに信仰を持っていることを表す方法はいろいろあります。引っ越してきた兄弟姉妹や集会に出席するようになった人を温かく歓迎したり，困っている仲間を助けたりできます。家族に親切にすることもエホバに喜ばれます。（ロマ 15:7。テモ一 5:4，8。ヨハ一 3:18）さらに，良い知らせを熱心に伝えることはとても大切です。（テモ一 4:16）私たちは皆，エホバの約束が必ず実現することや，エホバの方法が一番良いものであることを信じています。その信仰に基づいて行動しましょう。そうするならエホバに正しい人と認めてもらい，エホバの友になることができます。






希望は信仰を強める


16. アブラハムの例から，希望と信仰についてどんなことが分かりますか。

16 ローマ 4章では，アブラハムの例から，希望に目を向け続けることの大切さについても学べます。エホバは，アブラハムを通して「多くの国の人々」が祝福を受けると約束しました。これがアブラハムにとってどれほど素晴らしい希望だったか考えてみてください。（創 12:3; 15:5; 17:4。ロマ 4:17）でも，アブラハムが100歳でサラが90歳になっても，2人には子供がいませんでした。人間の観点からすると，子供を持つのは不可能にも思えたので，この約束はアブラハムにとって信じがたいものだったかもしれません。それでも，「アブラハムは希望に基づいて信仰を持ちました。……多くの国の人々の父祖となることを信じたのです」。（ロマ 4:18，19）そして，ついにこの希望は実現します。待望の息子イサクが生まれたのです。（ロマ 4:20-22）

17. 私たちはエホバから正しい人と認めてもらい，神の友となることができます。どうしてそういえますか。

17 アブラハムのように，私たちもエホバから正しい人と認められ，神の友になることができます。パウロもこう書いています。「『そのことは正しいと見なされた』という言葉が書かれたのは，アブラハムのためだけではなく，私たちのためでもあります。私たちも正しいと見なされます。主イエスを生き返らせた神を信じているからです」。（ロマ 4:23，24）私たちはアブラハムのように，エホバに信仰を持ち，良いことを行い，希望を持ち続ける必要があります。パウロはローマ 5章で私たちの希望についてさらに説明しています。その点については次の記事で考えます。







どのように答えますか


	  パウロはどんな意味で「人は律法に従った行いによらず，信仰によって正しいと認められる」と書きましたか。



	  ヤコブの言葉から，信仰と行動の関係についてどんなことが分かりますか。



	  どうすれば信仰を持っていることを行動に表せますか。









28番の歌 エホバの友となる

^  私たちはエホバに正しい人と見てもらいたいと思っています。この記事では，パウロとヤコブの言葉を調べます。どうすればエホバから正しい人と見てもらえるか，エホバに喜んでもらうために信仰と行動の両方が必要なのはどうしてかを考えます。




^  写真や挿絵: パウロはユダヤ人のクリスチャンに，大切なのは「律法に従った行い」ではなく信仰であると教えた。「律法に従った行い」には，服の裾に青ひもを付けること，過ぎ越しを祝うこと，手を洗う儀式などが含まれていた。


^  写真や挿絵: ヤコブは，信仰を持っていることを，貧しい人を助けるなど親切な行動によって表すように教えた。






^ （ロマ 4:12） また，割礼を受けた子孫の父祖ともなるためでした。割礼を固く守る人たちだけでなく，アブラハムが割礼を受けていない時に持っていた信仰の足跡をしっかりとたどる人たちの父祖となるのです。



^  （ロマ 4:11） そしてアブラハムは，割礼というしるしを付けられました。割礼を受けていない時に信仰によって正しいと見なされたことの証印としてです。それは，割礼を受けていなくても信仰を持つ人全ての父祖となり，その人たちが正しいと見なされるためでした。



^ （ヤコ 2:22， 23） アブラハムの信仰は行動が伴う生きたものだった，ということが分かります。その信仰は行動によって完全にされました。 23 「アブラハムはエホバ*に信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」という聖句の通りになり，アブラハムはエホバ*の友と呼ばれるようになったのです。

付録A5参照。
付録A5参照。


^  （ヤコ 2:22， 23） アブラハムの信仰は行動が伴う生きたものだった，ということが分かります。その信仰は行動によって完全にされました。 23 「アブラハムはエホバ*に信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」という聖句の通りになり，アブラハムはエホバ*の友と呼ばれるようになったのです。

付録A5参照。
付録A5参照。


^  （ロマ 4:1-25） こうしたことからすると，私たちの父祖アブラハムは何を得たといえるでしょうか。 2 例えば，もし行いのゆえに正しいと認められたのなら，アブラハムには誇る理由があったことでしょう。といっても，神の前では誇れませんが。 3 聖句には何と述べられているでしょうか。「アブラハムはエホバに信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」とあります。 4 さて，働く人に与えられる給料は，その人への惜しみない親切ではなく，その人の行いに対する当然の報酬といえます。 5 他方，罪人を正しいと認める神に信仰を持つ人は，行いがなくても，信仰のゆえに正しいと見なされます。 6 行いによらずに神から正しいと見なされる人の幸せについて，ダビデも次のように語っています。 7 「不法な行いを許され，罪を覆われた人は幸せだ。 8 罪があるとエホバから見なされない人は幸せだ」。 9 では，この幸せは割礼を受けている人だけのものですか。それとも，割礼を受けていない人のものでもありますか。私たちは，「アブラハムは信仰のゆえに正しいと見なされた」と言います。 10 正しいと見なされたのはいつのことでしょうか。割礼を受けた後ですか，それとも受ける前ですか。割礼を受けた後ではなく，受ける前です。 11 そしてアブラハムは，割礼というしるしを付けられました。割礼を受けていない時に信仰によって正しいと見なされたことの証印としてです。それは，割礼を受けていなくても信仰を持つ人全ての父祖となり，その人たちが正しいと見なされるためでした。 12 また，割礼を受けた子孫の父祖ともなるためでした。割礼を固く守る人たちだけでなく，アブラハムが割礼を受けていない時に持っていた信仰の足跡をしっかりとたどる人たちの父祖となるのです。 13 アブラハムとその子孫が，世界を授けられることになると約束されたのは，律法に従ったからではなく，信仰によって正しいと見なされたからでした。 14 律法を固く守る人たちが世界を授けられるのなら，信仰は無用となり，約束は無効にされたことになります。 15 実のところ，律法は憤りを生じさせるものであり，律法がなければ，違反もありません。 16 ですから，約束は信仰のゆえに与えられました。神の惜しみない親切によって与えられたのです。そのため，その約束はアブラハムの子孫全てにとって，つまり，律法を固く守る人たちだけでなく，アブラハムの信仰に倣う人たちにとっても，確かなものとなりました。アブラハムは私たち皆の父祖です。 17 （「私はあなたを多くの国の人々の父祖とする」と書かれている通りです。）アブラハムが信じていた神から見て*そうなりました。神は，死んだ人を生かし，ないものをあるかのように呼ぶ*方です。 18 かないそうにない希望でしたが，それでもアブラハムは希望に基づいて信仰を持ちました。「あなたの子孫も星のように多くなる」と言われた通り，多くの国の人々の父祖となることを信じたのです。 19 自分の体がすでに死んだも同然である（およそ100歳だった）ことや，サラが子供を産めなくなっていることを考えましたが，信仰は弱くなりませんでした。 20 神の約束があったので，信仰が欠けてふらつくということはなく，かえって信仰によって強くなりました。そして，神をたたえ， 21 神が約束を必ず果たされるということを確信していました。 22 それで，「そのことは正しいと見なされた」のです。 23 しかし，「そのことは正しいと見なされた」という言葉が書かれたのは，アブラハムのためだけではなく， 24 私たちのためでもあります。私たちも正しいと見なされます。主イエスを生き返らせた神を信じているからです。 25 イエスは私たちの過ちのために処刑され，私たちが正しいと認められるために生き返らされました。

または，「神の前で」。
または，「呼び出す」。もしかすると，「語る」。


^  （ヤコ 2:1-26） 私の兄弟たち，皆さんは栄光に輝く主イエス･キリストに信仰を持っているはずなのに，えこひいきをしているのですか。 2 例えば，上等な服を着て金の指輪を幾つもはめた人と，汚れた服を着た貧しい人が，皆さんの集まりに来たとします。 3 皆さんは，上等な服を着ている人には親切にして，「この良い席にお座りください」と言い，貧しい人には，「立っていてください」とか「私の足元*に座ってください」と言いますか。 4 もしそうなら，差別をしていることになりませんか。ひどい判決を下す裁判官のようになっていないでしょうか。 5 私の愛する兄弟たち，よく聞いてください。神は，世間から見て貧しい人たちを選んで，豊かな信仰を抱かせ，王国を授けることにしたのではありませんか。その王国は，神を愛する人たちに約束されています。 6 それなのに，皆さんは貧しい人たちを侮辱しています。皆さんを苦しめ，法廷に引き出すのは，裕福な人たちではないでしょうか。 7 彼らは皆さんに与えられた立派な名を冒瀆するのではありませんか。 8 もし皆さんが，「隣人を自分自身のように愛さなければならない」という聖句の通りに，卓越した*律法を実践しているのであれば，それはとても良いことです。 9 しかし，えこひいきをし続けるなら，罪を犯していることになり，その律法によって違反者と宣告され*ます。 10 律法全体を守っていても，1つの点で踏み外すなら，その人は律法全てに違反したことになります。 11 「姦淫をしてはならない」と命じた方は，「殺人をしてはならない」とも命じました。それで，姦淫をしなくても殺人をするなら，律法の違反者となります。 12 自由の民の律法*によって裁かれる人にふさわしい話し方や振る舞い方を心掛けましょう。 13 憐れみを示さない人は，憐れみを示されることなく裁かれます。憐れみは裁きに打ち勝つのです。 14 私の兄弟たち，誰かが自分には信仰があると言っても，行動が伴っていないなら，何の価値があるでしょうか。その信仰はその人を救えません。そうではありませんか。 15 兄弟や姉妹が，着る物を持っておらず，その日に食べる物も十分にないとします。 16 それなのに，皆さんのうちの誰かが，「安心して過ごしてください。温かくして，たくさん食べてください」と言うだけで，体に必要な物をその人に与えないなら，何の価値があるでしょうか。 17 同じように信仰も，行動が伴っていないなら，死んでいるのです。 18 ある人はこう言います。「あなたは信仰を持っていて，私は行動しています。行動を別にしたあなたの信仰を見せてください。そうすれば，私は行動によって自分の信仰を見せましょう」。 19 あなたは，唯一の神がいることを信じているのですね。それはとても良いことです。とはいえ，邪悪な天使たちも信じておびえています。 20 あなたは浅はかな人です。行動が伴わない信仰は無意味だということを知ろうとしないのですか。 21 私たちの父祖アブラハムは，息子イサクを祭壇の上に捧げ，行動によって，正しいと認められたのではありませんか。 22 アブラハムの信仰は行動が伴う生きたものだった，ということが分かります。その信仰は行動によって完全にされました。 23 「アブラハムはエホバ*に信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」という聖句の通りになり，アブラハムはエホバ*の友と呼ばれるようになったのです。 24 もうお分かりでしょう。人は行動によって，正しいと認められるのです。信仰だけで認められるのではありません。 25 娼婦ラハブも，使者たちを親切に迎えて別の道へ送り出し，行動によって，正しいと認められたのではありませんか。 26 生命力*のない体が死んでいるのと同じように，行動が伴わない信仰も死んでいるのです。

または，「足台のそば」。
または，「王である」。
または，「として戒められ」。
直訳，「自由の律法」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「息」。


^  （創 15:6） そこでアブラムはエホバに信仰を持った。神はそのことを正しいと見なした。



^  （ロマ 3:23） 全ての人は罪人になったので，神の栄光に達することができません。



^ （ロマ 4:2-4） 例えば，もし行いのゆえに正しいと認められたのなら，アブラハムには誇る理由があったことでしょう。といっても，神の前では誇れませんが。 3 聖句には何と述べられているでしょうか。「アブラハムはエホバに信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」とあります。 4 さて，働く人に与えられる給料は，その人への惜しみない親切ではなく，その人の行いに対する当然の報酬といえます。



^  （ロマ 4:13） アブラハムとその子孫が，世界を授けられることになると約束されたのは，律法に従ったからではなく，信仰によって正しいと見なされたからでした。



^  （ロマ 4:2-4） 例えば，もし行いのゆえに正しいと認められたのなら，アブラハムには誇る理由があったことでしょう。といっても，神の前では誇れませんが。 3 聖句には何と述べられているでしょうか。「アブラハムはエホバに信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」とあります。 4 さて，働く人に与えられる給料は，その人への惜しみない親切ではなく，その人の行いに対する当然の報酬といえます。



^  （ロマ 4:5-8） 他方，罪人を正しいと認める神に信仰を持つ人は，行いがなくても，信仰のゆえに正しいと見なされます。 6 行いによらずに神から正しいと見なされる人の幸せについて，ダビデも次のように語っています。 7 「不法な行いを許され，罪を覆われた人は幸せだ。 8 罪があるとエホバから見なされない人は幸せだ」。



^  （詩 32:1， 2） 違反を許され，罪を覆われる*人は幸せだ。  2 エホバから罪があると見なされない人， 誰かを欺こうとしない人は幸せだ。

または，「許される」。


^  （エフェ 2:12） その頃，皆さんはキリストを知らず，イスラエル国民とは無縁で，約束に関わる契約とは無関係でした。希望もなく，神を知らずに世の中で生活していました。



^  （ロマ 4:6） 行いによらずに神から正しいと見なされる人の幸せについて，ダビデも次のように語っています。



^  （ヤコ 2:24） もうお分かりでしょう。人は行動によって，正しいと認められるのです。信仰だけで認められるのではありません。



^  （テモ二 3:16） 聖書全体は神の聖なる力*の導きによって書かれたもので，教え，戒め，矯正し，正しいことに基づいて指導するのに役立ちます。

用語集参照。


^ （ロマ 3:21） 今や，律法によらずに神から正しいと認められる，ということが明らかにされています。律法と預言者の書が示している通り，



^ （ロマ 3:28） 人は律法に従った行いによらず，信仰によって正しいと認められる，と私たちは考えるからです。



^  （ロマ 3:1-31） では，ユダヤ人はどんな点で有利ですか。割礼にはどんな利点がありますか。 2 あらゆる面でたくさんあります。第一に，神の神聖な宣言を託されたことです。 3 では，どうですか。信仰が欠けたユダヤ人がいるので，神は信頼できないということになるのでしょうか。 4 決してそのようなことはありません！ 全ての人がうそつきだとしても，神は真実な方です。「あなたの言葉によってあなたの正しさが示され，あなたは裁きを受ける時に勝利します」と書かれている通りです。 5 しかし，私たちの正しくない行いが神の正しさを際立たせるのであれば，何と言えばいいのでしょう。神が憤りを表すのは不当なことなのでしょうか。（私は一般的な意見を述べて*います。） 6 もちろん違います！ そうでなければ，神は人類を裁けないのではないでしょうか。 7 では，もし私の偽りによって神の真実さが引き立ち，神がたたえられているのであれば，なぜ私は罪人とされているのでしょうか。 8 「良いことが起きるように，悪いことをしよう」と言えばいいのではありませんか。ある人たちは，私たちがそう言っているという偽りを語っています。そうした人たちが断罪されるのは正当なことです。 9 そうすると，どうでしょうか。私たちは勝った立場にいるのですか。そうではありません！ すでにはっきり述べたように，ユダヤ人もギリシャ人も皆，罪の支配下にあるのです。 10 次のように書かれている通りです。「正しい人はいない。一人もいない。 11 洞察力のある人はいない。神を探し求める人もいない。 12 全ての人がそれていき，皆が価値のない人となった。親切にする人はいない。一人もいない」。 13 「彼らの喉は開いた墓。彼らは舌で欺いた」。「毒蛇の毒が唇の裏にある」。 14 「彼らの口は不幸を願う言葉と悪意であふれている」。 15 「彼ら*は人を殺そうと急ぐ」。 16 「彼らの道には破滅と不幸があり， 17 彼らは平和の道を知らない」。 18 「彼らの目に神への畏れはない」。 19 さて，私たちが知っているように，律法が述べている事柄は全て，律法の下にいる人たちに対して述べられています。その人たちが皆沈黙させられて，全人類が神からの処罰に値することが明らかになるためです。 20 ですから誰も，律法に従った行いによって，神から正しいと認められることはありません。律法によって得られるのは，罪についての正確な知識です。 21 今や，律法によらずに神から正しいと認められる，ということが明らかにされています。律法と預言者の書が示している通り， 22 イエス･キリストへの信仰によって，神から正しいと認められます。信仰を持つ人全てが認められるのであり，差別はありません。 23 全ての人は罪人になったので，神の栄光に達することができません。 24 キリスト･イエスが払った贖いによって解放され，神の惜しみない親切によって正しいと認められることは，無償の贈り物なのです。 25 神はキリストを，償いのための捧げ物として差し出してくださいました。キリストの血への信仰によって神と和解できるようにしてくださったのです。神がキリストを差し出したのは，ご自分が正しかったということを示すためでした。かつて辛抱しつつ，過去に犯された罪を許していたことは，正しかったのです。 26 また，神がキリストを差し出したのは，ご自分が今この時にも正しいということを示すためでもありました。今イエスに信仰を持つ人を正しいと認めることも，正しいのです。 27 では，誇るべき理由があるでしょうか。全くありません。どんな律法によってそう言えますか。行いの律法ですか。そうではなく，信仰の律法によってです。 28 人は律法に従った行いによらず，信仰によって正しいと認められる，と私たちは考えるからです。 29 それとも，神はユダヤ人だけの神なのですか。異国の人々の神なのでもありませんか。そうです，異国の人々の神でもあります。 30 神はただひとりなので，割礼を受けている人たちを信仰のゆえに正しいと認め，割礼を受けていない人たちをも信仰によって正しいと認めます。 31 では，私たちは信仰によって律法を無効にするのでしょうか。そうではありません！ かえって，律法を擁護するのです。

または，「人間的な言い方をして」。
直訳，「彼らの足」。


^  （ロマ 4:1-25） こうしたことからすると，私たちの父祖アブラハムは何を得たといえるでしょうか。 2 例えば，もし行いのゆえに正しいと認められたのなら，アブラハムには誇る理由があったことでしょう。といっても，神の前では誇れませんが。 3 聖句には何と述べられているでしょうか。「アブラハムはエホバに信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」とあります。 4 さて，働く人に与えられる給料は，その人への惜しみない親切ではなく，その人の行いに対する当然の報酬といえます。 5 他方，罪人を正しいと認める神に信仰を持つ人は，行いがなくても，信仰のゆえに正しいと見なされます。 6 行いによらずに神から正しいと見なされる人の幸せについて，ダビデも次のように語っています。 7 「不法な行いを許され，罪を覆われた人は幸せだ。 8 罪があるとエホバから見なされない人は幸せだ」。 9 では，この幸せは割礼を受けている人だけのものですか。それとも，割礼を受けていない人のものでもありますか。私たちは，「アブラハムは信仰のゆえに正しいと見なされた」と言います。 10 正しいと見なされたのはいつのことでしょうか。割礼を受けた後ですか，それとも受ける前ですか。割礼を受けた後ではなく，受ける前です。 11 そしてアブラハムは，割礼というしるしを付けられました。割礼を受けていない時に信仰によって正しいと見なされたことの証印としてです。それは，割礼を受けていなくても信仰を持つ人全ての父祖となり，その人たちが正しいと見なされるためでした。 12 また，割礼を受けた子孫の父祖ともなるためでした。割礼を固く守る人たちだけでなく，アブラハムが割礼を受けていない時に持っていた信仰の足跡をしっかりとたどる人たちの父祖となるのです。 13 アブラハムとその子孫が，世界を授けられることになると約束されたのは，律法に従ったからではなく，信仰によって正しいと見なされたからでした。 14 律法を固く守る人たちが世界を授けられるのなら，信仰は無用となり，約束は無効にされたことになります。 15 実のところ，律法は憤りを生じさせるものであり，律法がなければ，違反もありません。 16 ですから，約束は信仰のゆえに与えられました。神の惜しみない親切によって与えられたのです。そのため，その約束はアブラハムの子孫全てにとって，つまり，律法を固く守る人たちだけでなく，アブラハムの信仰に倣う人たちにとっても，確かなものとなりました。アブラハムは私たち皆の父祖です。 17 （「私はあなたを多くの国の人々の父祖とする」と書かれている通りです。）アブラハムが信じていた神から見て*そうなりました。神は，死んだ人を生かし，ないものをあるかのように呼ぶ*方です。 18 かないそうにない希望でしたが，それでもアブラハムは希望に基づいて信仰を持ちました。「あなたの子孫も星のように多くなる」と言われた通り，多くの国の人々の父祖となることを信じたのです。 19 自分の体がすでに死んだも同然である（およそ100歳だった）ことや，サラが子供を産めなくなっていることを考えましたが，信仰は弱くなりませんでした。 20 神の約束があったので，信仰が欠けてふらつくということはなく，かえって信仰によって強くなりました。そして，神をたたえ， 21 神が約束を必ず果たされるということを確信していました。 22 それで，「そのことは正しいと見なされた」のです。 23 しかし，「そのことは正しいと見なされた」という言葉が書かれたのは，アブラハムのためだけではなく， 24 私たちのためでもあります。私たちも正しいと見なされます。主イエスを生き返らせた神を信じているからです。 25 イエスは私たちの過ちのために処刑され，私たちが正しいと認められるために生き返らされました。

または，「神の前で」。
または，「呼び出す」。もしかすると，「語る」。


^  （ロマ 3:21） 今や，律法によらずに神から正しいと認められる，ということが明らかにされています。律法と預言者の書が示している通り，



^  （ロマ 3:28） 人は律法に従った行いによらず，信仰によって正しいと認められる，と私たちは考えるからです。



^  （ヤコ 2:1-26） 私の兄弟たち，皆さんは栄光に輝く主イエス･キリストに信仰を持っているはずなのに，えこひいきをしているのですか。 2 例えば，上等な服を着て金の指輪を幾つもはめた人と，汚れた服を着た貧しい人が，皆さんの集まりに来たとします。 3 皆さんは，上等な服を着ている人には親切にして，「この良い席にお座りください」と言い，貧しい人には，「立っていてください」とか「私の足元*に座ってください」と言いますか。 4 もしそうなら，差別をしていることになりませんか。ひどい判決を下す裁判官のようになっていないでしょうか。 5 私の愛する兄弟たち，よく聞いてください。神は，世間から見て貧しい人たちを選んで，豊かな信仰を抱かせ，王国を授けることにしたのではありませんか。その王国は，神を愛する人たちに約束されています。 6 それなのに，皆さんは貧しい人たちを侮辱しています。皆さんを苦しめ，法廷に引き出すのは，裕福な人たちではないでしょうか。 7 彼らは皆さんに与えられた立派な名を冒瀆するのではありませんか。 8 もし皆さんが，「隣人を自分自身のように愛さなければならない」という聖句の通りに，卓越した*律法を実践しているのであれば，それはとても良いことです。 9 しかし，えこひいきをし続けるなら，罪を犯していることになり，その律法によって違反者と宣告され*ます。 10 律法全体を守っていても，1つの点で踏み外すなら，その人は律法全てに違反したことになります。 11 「姦淫をしてはならない」と命じた方は，「殺人をしてはならない」とも命じました。それで，姦淫をしなくても殺人をするなら，律法の違反者となります。 12 自由の民の律法*によって裁かれる人にふさわしい話し方や振る舞い方を心掛けましょう。 13 憐れみを示さない人は，憐れみを示されることなく裁かれます。憐れみは裁きに打ち勝つのです。 14 私の兄弟たち，誰かが自分には信仰があると言っても，行動が伴っていないなら，何の価値があるでしょうか。その信仰はその人を救えません。そうではありませんか。 15 兄弟や姉妹が，着る物を持っておらず，その日に食べる物も十分にないとします。 16 それなのに，皆さんのうちの誰かが，「安心して過ごしてください。温かくして，たくさん食べてください」と言うだけで，体に必要な物をその人に与えないなら，何の価値があるでしょうか。 17 同じように信仰も，行動が伴っていないなら，死んでいるのです。 18 ある人はこう言います。「あなたは信仰を持っていて，私は行動しています。行動を別にしたあなたの信仰を見せてください。そうすれば，私は行動によって自分の信仰を見せましょう」。 19 あなたは，唯一の神がいることを信じているのですね。それはとても良いことです。とはいえ，邪悪な天使たちも信じておびえています。 20 あなたは浅はかな人です。行動が伴わない信仰は無意味だということを知ろうとしないのですか。 21 私たちの父祖アブラハムは，息子イサクを祭壇の上に捧げ，行動によって，正しいと認められたのではありませんか。 22 アブラハムの信仰は行動が伴う生きたものだった，ということが分かります。その信仰は行動によって完全にされました。 23 「アブラハムはエホバ*に信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」という聖句の通りになり，アブラハムはエホバ*の友と呼ばれるようになったのです。 24 もうお分かりでしょう。人は行動によって，正しいと認められるのです。信仰だけで認められるのではありません。 25 娼婦ラハブも，使者たちを親切に迎えて別の道へ送り出し，行動によって，正しいと認められたのではありませんか。 26 生命力*のない体が死んでいるのと同じように，行動が伴わない信仰も死んでいるのです。

または，「足台のそば」。
または，「王である」。
または，「として戒められ」。
直訳，「自由の律法」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「息」。


^  （ヤコ 2:1-5） 私の兄弟たち，皆さんは栄光に輝く主イエス･キリストに信仰を持っているはずなのに，えこひいきをしているのですか。 2 例えば，上等な服を着て金の指輪を幾つもはめた人と，汚れた服を着た貧しい人が，皆さんの集まりに来たとします。 3 皆さんは，上等な服を着ている人には親切にして，「この良い席にお座りください」と言い，貧しい人には，「立っていてください」とか「私の足元*に座ってください」と言いますか。 4 もしそうなら，差別をしていることになりませんか。ひどい判決を下す裁判官のようになっていないでしょうか。 5 私の愛する兄弟たち，よく聞いてください。神は，世間から見て貧しい人たちを選んで，豊かな信仰を抱かせ，王国を授けることにしたのではありませんか。その王国は，神を愛する人たちに約束されています。

または，「足台のそば」。


^  （ヤコ 2:9） しかし，えこひいきをし続けるなら，罪を犯していることになり，その律法によって違反者と宣告され*ます。

または，「として戒められ」。


^  （ヤコ 2:14-17） 私の兄弟たち，誰かが自分には信仰があると言っても，行動が伴っていないなら，何の価値があるでしょうか。その信仰はその人を救えません。そうではありませんか。 15 兄弟や姉妹が，着る物を持っておらず，その日に食べる物も十分にないとします。 16 それなのに，皆さんのうちの誰かが，「安心して過ごしてください。温かくして，たくさん食べてください」と言うだけで，体に必要な物をその人に与えないなら，何の価値があるでしょうか。 17 同じように信仰も，行動が伴っていないなら，死んでいるのです。



^ （ヤコ 2:25， 26） 娼婦ラハブも，使者たちを親切に迎えて別の道へ送り出し，行動によって，正しいと認められたのではありませんか。 26 生命力*のない体が死んでいるのと同じように，行動が伴わない信仰も死んでいるのです。

または，「息」。


^  （ヤコ 2:25， 26） 娼婦ラハブも，使者たちを親切に迎えて別の道へ送り出し，行動によって，正しいと認められたのではありませんか。 26 生命力*のない体が死んでいるのと同じように，行動が伴わない信仰も死んでいるのです。

または，「息」。


^  （ヨシュ 2:9-11） こう言った。「私にははっきり分かります。エホバはこの土地をあなた方に与えます。私たちの間にはあなた方への恐れが生じていて，この土地の住民は皆あなた方のためにおじけづいています。 10 エジプトを出た時エホバがあなた方の前で紅海の水を干上がらせたことや，あなた方がヨルダン川の向こう側*でアモリ人の2人の王シホンとオグに行ったこと，2人を殺し*たことを聞いたからです。 11 私たちはそれを聞いて心がくじけ，皆あなた方のために勇気を失っています。あなた方の神エホバは天でも地でも神なのです。

東側のこと。
または，「滅ぼし尽くし」。


^  （ロマ 15:7） それで，神がたたえられるようにするため，キリストが皆さんを迎え入れてくださったように，互いを迎え入れてください。



^  （テモ一 5:4） しかし，やもめに子供や孫がいるなら，彼らに次のことを学ばせてください。まず自分の家族を世話することによって神への専心を示し，親や祖父母から受けた恩に報いるべきである，ということです。これは神に喜ばれることです。



^  （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^  （ヨハ一 3:18） 子供たち，口先だけの愛になってしまわないよう，行いによって誠実に愛を表しましょう。



^  （テモ一 4:16） 自分自身と自分の教えに絶えず注意を払いなさい。これらのことを粘り強く行いなさい。そうするなら，あなたは自分自身と，あなたの言葉に耳を傾ける人たちを救うことになります。



^  （ロマ 4:1-25） こうしたことからすると，私たちの父祖アブラハムは何を得たといえるでしょうか。 2 例えば，もし行いのゆえに正しいと認められたのなら，アブラハムには誇る理由があったことでしょう。といっても，神の前では誇れませんが。 3 聖句には何と述べられているでしょうか。「アブラハムはエホバに信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」とあります。 4 さて，働く人に与えられる給料は，その人への惜しみない親切ではなく，その人の行いに対する当然の報酬といえます。 5 他方，罪人を正しいと認める神に信仰を持つ人は，行いがなくても，信仰のゆえに正しいと見なされます。 6 行いによらずに神から正しいと見なされる人の幸せについて，ダビデも次のように語っています。 7 「不法な行いを許され，罪を覆われた人は幸せだ。 8 罪があるとエホバから見なされない人は幸せだ」。 9 では，この幸せは割礼を受けている人だけのものですか。それとも，割礼を受けていない人のものでもありますか。私たちは，「アブラハムは信仰のゆえに正しいと見なされた」と言います。 10 正しいと見なされたのはいつのことでしょうか。割礼を受けた後ですか，それとも受ける前ですか。割礼を受けた後ではなく，受ける前です。 11 そしてアブラハムは，割礼というしるしを付けられました。割礼を受けていない時に信仰によって正しいと見なされたことの証印としてです。それは，割礼を受けていなくても信仰を持つ人全ての父祖となり，その人たちが正しいと見なされるためでした。 12 また，割礼を受けた子孫の父祖ともなるためでした。割礼を固く守る人たちだけでなく，アブラハムが割礼を受けていない時に持っていた信仰の足跡をしっかりとたどる人たちの父祖となるのです。 13 アブラハムとその子孫が，世界を授けられることになると約束されたのは，律法に従ったからではなく，信仰によって正しいと見なされたからでした。 14 律法を固く守る人たちが世界を授けられるのなら，信仰は無用となり，約束は無効にされたことになります。 15 実のところ，律法は憤りを生じさせるものであり，律法がなければ，違反もありません。 16 ですから，約束は信仰のゆえに与えられました。神の惜しみない親切によって与えられたのです。そのため，その約束はアブラハムの子孫全てにとって，つまり，律法を固く守る人たちだけでなく，アブラハムの信仰に倣う人たちにとっても，確かなものとなりました。アブラハムは私たち皆の父祖です。 17 （「私はあなたを多くの国の人々の父祖とする」と書かれている通りです。）アブラハムが信じていた神から見て*そうなりました。神は，死んだ人を生かし，ないものをあるかのように呼ぶ*方です。 18 かないそうにない希望でしたが，それでもアブラハムは希望に基づいて信仰を持ちました。「あなたの子孫も星のように多くなる」と言われた通り，多くの国の人々の父祖となることを信じたのです。 19 自分の体がすでに死んだも同然である（およそ100歳だった）ことや，サラが子供を産めなくなっていることを考えましたが，信仰は弱くなりませんでした。 20 神の約束があったので，信仰が欠けてふらつくということはなく，かえって信仰によって強くなりました。そして，神をたたえ， 21 神が約束を必ず果たされるということを確信していました。 22 それで，「そのことは正しいと見なされた」のです。 23 しかし，「そのことは正しいと見なされた」という言葉が書かれたのは，アブラハムのためだけではなく， 24 私たちのためでもあります。私たちも正しいと見なされます。主イエスを生き返らせた神を信じているからです。 25 イエスは私たちの過ちのために処刑され，私たちが正しいと認められるために生き返らされました。

または，「神の前で」。
または，「呼び出す」。もしかすると，「語る」。


^  （創 12:3） 私は，あなたに祝福があることを願い求める人たちを祝福し，あなたに不幸があることを願い求める人に災いをもたらす。あなたによって地上の家族全てが必ず祝福を受ける*」。

または，「獲得する」。


^  （創 15:5） 神はアブラムを外に連れていき，こう言った。「天を見上げ，星を数えてごらんなさい。もしも数えることができるのなら」。そして言った。「あなたの子孫*も星のように多くなる」。

直訳，「種」。


^  （創 17:4） 「私の契約はあなたとのものであり，あなたは必ず，多くの国の人々の父祖となる。



^  （ロマ 4:17） （「私はあなたを多くの国の人々の父祖とする」と書かれている通りです。）アブラハムが信じていた神から見て*そうなりました。神は，死んだ人を生かし，ないものをあるかのように呼ぶ*方です。

または，「神の前で」。
または，「呼び出す」。もしかすると，「語る」。


^  （ロマ 4:18， 19） かないそうにない希望でしたが，それでもアブラハムは希望に基づいて信仰を持ちました。「あなたの子孫も星のように多くなる」と言われた通り，多くの国の人々の父祖となることを信じたのです。 19 自分の体がすでに死んだも同然である（およそ100歳だった）ことや，サラが子供を産めなくなっていることを考えましたが，信仰は弱くなりませんでした。



^  （ロマ 4:20-22） 神の約束があったので，信仰が欠けてふらつくということはなく，かえって信仰によって強くなりました。そして，神をたたえ， 21 神が約束を必ず果たされるということを確信していました。 22 それで，「そのことは正しいと見なされた」のです。



^  （ロマ 4:23， 24） しかし，「そのことは正しいと見なされた」という言葉が書かれたのは，アブラハムのためだけではなく， 24 私たちのためでもあります。私たちも正しいと見なされます。主イエスを生き返らせた神を信じているからです。



^  （ロマ 5:1-21） 従って，私たちは信仰のゆえに正しいと認められたのですから，主イエス･キリストを通して神との平和を楽しみましょう。 2 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。 3 それだけでなく，苦難に遭っても喜びましょう。私たちが知っている通り，苦難によって忍耐力が身に付くからです。 4 そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。 5 その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです。 6 私たちがまだ弱かった間，キリストは定められた時に，神を敬わない人たちのために死んでくださいました。 7 正しい人のために死ぬ人はまずいません。もしかすると，善い人のためなら，死のうとする人がいるかもしれません。 8 しかしキリストは，私たちがまだ罪人だった間に，私たちのために死んでくださいました。そのことにより，神はご自分の愛を私たちに示してくださっています。 9 それで，今や私たちは，キリストの血によって正しいと認められたのですから，ましてこの方を通して憤りから救われるはずです。 10 敵だった時に神の子の死によって神と和解したのですから，まして和解した今，神の子の命によって救われるはずなのです。 11 それだけでなく，私たちは，主イエス･キリストのおかげで，神との関係を喜んでいます。キリストを通して神と和解したからです。 12 このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。 13 律法以前にも人類は罪を抱えていました。もちろん，律法がなければ誰も罪に問われません。 14 それでも死は，アダムからモーセに至るまで，王として支配しました。アダムの違反と同様の罪を犯さなかった人に対してもです。アダムには，来ることになっていた方との類似点がありました。 15 しかし，神の贈り物の場合は，アダムの過ちの場合とは異なっています。1人の人の過ちによって多くの人が死にましたが，神の惜しみない親切と，1人の人イエス･キリストの惜しみない親切による神の無償の贈り物とは，多くの人にあふれるほど豊かに与えられたからです。 16 また，無償の贈り物がもたらした結果は，1人の人が罪を犯した結果とは違います。1つの過ちの後に下された判決は有罪でしたが，多くの過ちの後に与えられた贈り物は，正しいと認めることだったからです。 17 1人の人の過ちにより，その人を通して死が王として支配したのですから，まして，惜しみない親切を豊かに示され，無償の豊かな贈り物として正しいと認められる人たちは，1人の人イエス･キリストを通して命を得，王として治めるのです。 18 こうして，1つの過ちによってあらゆる人が有罪宣告を受けたように，1つの正しい行いによってあらゆる人が正しいと認められ，命を得られるようになりました。 19 1人の人の不従順によって多くの人が罪人になったように，1人の人の従順によって多くの人が正しい人になるのです。 20 律法が登場したことにより，多くの過ちが明らかになりました。しかし，罪が増すと，惜しみない親切がいっそう豊かに示されました。 21 何のためでしょうか。罪が死と共に王として支配したように，惜しみない親切も正しさを通して王として治め，主イエス･キリストによって永遠の命に導くためです。








研究記事51

私たちの希望が失望に終わることはない


「その希望が失望に至ることはありません」。ローマ 5:5

142番の歌 希望をしっかり持ち続ける

何を学ぶか*




 1. アブラハムはどんな約束に基づいて希望を持つことができましたか。

エホバはご自分の友アブラハムに，「あなたの子孫によって地上の全ての国民が祝福を受ける」と約束しました。（創 15:5; 22:18）アブラハムはエホバへの強い信仰を持っていたので，その約束が実現することを確信していました。とはいえ，アブラハムが100歳，妻のサラが90歳になっても，2人にはまだ子供がいませんでした。（創 21:1-7）でも聖書にはこうあります。「アブラハムは希望に基づいて信仰を持ちました。……多くの国の人々の父祖となることを信じたのです」。（ロマ 4:18）私たちがよく知っている通り，アブラハムの希望は現実のものになり，待望の息子イサクが生まれました。アブラハムはどうしてエホバの約束が実現することを確信できたのでしょうか。

 2. エホバの約束が実現するとアブラハムが確信できたのはどうしてですか。

2 アブラハムはエホバとの強い絆があったので，「神が約束を必ず果たされるということを確信していました」。（ロマ 4:21）エホバは信仰を持っていたアブラハムのことを正しい人と認めました。（ヤコ 2:23）ローマ 4章18節によると，アブラハムの信仰は希望に基づいていました。では，ローマ 5章で使徒パウロが希望について何と書いているか考えてみましょう。

 3. パウロは希望についてどんなことを説明していますか。

3 パウロは，私たちの「希望が失望に至ることは[ない]」と確信できる理由について説明しています。（ロマ 5:5）また，希望に対する確信をどのように強められるかについても書きました。これからローマ 5章1-5節を考えます。自分の経験と照らし合わせて考えるなら，希望が時間と共により確かなものになっていることが分かるでしょう。そして，どうすれば希望に対する確信を強められるかについても考えます。ではまず，決して失望に至ることはないとパウロが語った素晴らしい希望について考えましょう。






素晴らしい希望


 4. ローマ 5章1，2節から何が分かりますか。

4 ローマ 5:1，2を読む。パウロはこの言葉をローマにいるクリスチャンに書き送っています。ローマの兄弟姉妹はエホバとイエスについて学び，信仰を行動に表してクリスチャンになりました。エホバは，それらの人たちを「信仰のゆえに正しいと認め」，聖なる力によって選びました。そのようにして選ばれたクリスチャンは，必ず実現する素晴らしい希望を持つようになりました。

 5. 聖なる力によって選ばれたクリスチャンにはどんな希望がありますか。

5 後にパウロは，エフェソスのクリスチャンに宛てた手紙の中で，聖なる力によって選ばれたクリスチャンにどんな希望が与えられているかについて書きました。それら「聖なる人たち」には「素晴らしい財産」が与えられることになっていました。（エフェ 1:18）また，コロサイのクリスチャンに宛てた手紙の中で，この希望は「天で実現する」と言っています。（コロ 1:4，5）それで，選ばれたクリスチャンには，復活後に天での永遠の命を与えられ，そこでキリストと一緒に統治するという希望があることが分かります。（テサ一 4:13-17。啓 20:6）



[image: フレデリック･フランズ兄弟。隣には，「私たちの希望は確かなものであり，……待つだけの価値があるのです」という兄弟の言葉が書かれている。]

F･W･フランズ兄弟は，天に行くクリスチャンが持っていた希望に対する確信を言い表した。（6節を参照。）





 6. 天に行くよう選ばれたある兄弟は，自分が持っている希望について何と言いましたか。

6 天に行くよう選ばれたクリスチャンは，この希望を大切にしています。その1人であるフレデリック･フランズ兄弟は1991年にこう言いました。「私たちの希望は確かなものであり，私たちが想像さえしなかったほどに，小さな群れの14万4,000人の成員の最後の一人に至るまで完全に成就するでしょう」。この時，兄弟はすでに何十年もエホバに仕えていましたが，さらにこう言っています。「[私たちは]その希望の価値観を失ってしまったのではありません。……それを待たねばならない期間が長ければ長いほど，その希望の価値を深く認識します。その希望は，たとえ100万年かかろうとも待つだけの価値があるのです。私は自分の希望をかつてなかったほど高く評価しています」。

7-8. エホバに仕える多くの人はどんな希望を持っていますか。（ローマ 8:20，21）

7 現代，エホバに仕えるほとんどの人は別の希望を持っています。それはアブラハムが持っていたのと同じ希望で，神の王国が統治する地球で永遠に生きるというものです。（ヘブ 11:8-10，13）パウロはこの希望を持つ人たちがどんな素晴らしい経験をするかについて書きました。（ローマ 8:20，21を読む。）聖書に書かれている将来の約束について初めて知った時，一番心を引かれたのはどんなことでしたか。完全になり，罪の影響がなくなるということでしょうか。亡くなった愛する人とパラダイスになった地球でまた会えることでしょうか。こうした素晴らしい希望をエホバが与えてくださっているので，私たちは将来を楽しみにすることができます。

8 天と地上のどちらで生きる希望を持っているとしても，私たちはその希望によって喜ぶことができます。この希望への確信は強めていくことができます。パウロは，どうしてそう言えるのかについて続く節で説明しています。パウロの言葉を考えるなら，私たちの希望が必ず実現するという確信をさらに深めていくことができます。






希望に対する確信をどのように強められるか




[image: 苦難を経験している兄弟姉妹。1. 学校で昼食の前に祈ろうとしている若い姉妹を見て，2人の女の子がひそひそ話をしている。姉妹はそのことに気付いている。2. 姉妹がエホバの証人ではない夫に怒鳴られている。3. 兄弟が職場で賄賂を渡されそうになっているが，それを断っている。4. 兄弟が独房から外を見つめている。]

クリスチャンは誰もが苦難を経験する。（9-10節を参照。）





9-10. パウロの例から分かる通り，クリスチャンはどんな経験をしますか。（ローマ 5:3）（写真も参照。）

9 ローマ 5:3を読む。ここでパウロは苦難を経験することと希望への確信が強まることを関連付けています。これを不思議に思う人もいるかもしれません。実際，キリストに従う人たちはみんな苦難を経験します。パウロはテサロニケのクリスチャンにこう言いました。「皆さんと一緒にいた時，私たちはいずれ苦難に遭う，と話していましたが，……その通りになりました」。（テサ一 3:4）コリントの兄弟たちにはこう書きました。「私たちが経験した苦難について知ってほしいと思います。私たちは，……命さえ危うい状況でした」。（コリ二 1:8; 11:23-27）

10 現代のクリスチャンも何らかの苦難を経験します。（テモ二 3:12）あなたは，イエスに信仰を持ち，イエスに従っているために迫害されていますか。友達や親族からばかにされたり，厳しい接し方をされたりすることもあるかもしれません。正直に行動しているために，職場で嫌がらせを受けていますか。（ヘブ 13:18）政府から伝道活動をやめるようにと圧力をかけられているかもしれません。でもパウロは，どんな苦難に遭ったとしても喜ぶようにと言っています。どうしてでしょうか。

11. 苦難を忍耐することを心に決めておく必要があるのはどうしてですか。

11 苦難に遭うとしても，どんな良い結果になるかを考えると喜ぶことができます。ローマ 5章3節には，「苦難によって忍耐力が身に付く」とあります。全てのクリスチャンは苦難を経験することになっているので，忍耐することを心に決めておく必要があります。忍耐して初めて，将来の希望が現実のものとなるのを自分の目で見ることができます。イエスが例え話の中で話した，岩地にまかれた種のことを思い出しましょう。イエスはそこで，良い知らせを聞くと喜んですぐに受け入れるものの，「苦難や迫害が生じると」信仰を捨ててしまう人のことを言っていました。そうした人たちのようにはなりたくありません。（マタ 13:5，6，20，21）もちろん，苦難や試練を忍耐することは簡単ではありませんが，そうするなら必ず良い結果につながります。どのようにでしょうか。

12. 苦難を忍耐するならどんな良い結果になりますか。

12 ヤコブは苦難を忍耐するとどんな良いことがあるかについてこう書きました。「忍耐するのをやめないでください。忍耐がその役割を果たす時，皆さんは完全になり，全ての点で健全な，欠けたところがない人になります」。（ヤコ 1:2-4）ヤコブはここで，忍耐には役割があると言っています。どんな役割でしょうか。忍耐は，辛抱や信仰やエホバへの信頼をもっと示す助けになります。でも，忍耐することによって，さらに素晴らしい結果を経験できます。

13-14. 忍耐はどんな良い結果につながりますか。それは希望とどんな関係がありますか。（ローマ 5:4）

13 ローマ 5:4を読む。パウロは，忍耐すると「神から良いと認められる」と言っています。でも，これは私たちが試練を経験するのをエホバが喜ぶという意味ではありません。私たちが忍耐し，忠実に仕え続ける姿を見て，エホバは喜んでくださるのです。これはとてもうれしいことではないでしょうか。（詩 5:12）

14 この記事の初めで考えた通り，アブラハムは試練を経験してもエホバに忠実に仕え続けたので，エホバに喜ばれました。エホバはアブラハムを正しい人と見なし，ご自分の友と呼びました。（創 15:6。ロマ 4:13，22）私たちについても同じことがいえます。エホバは，私たちがどんな奉仕をどれぐらい行うかに注目しているのではありません。私たちが信仰を持って忍耐するなら喜んでくれます。私たちは年齢，状況，能力に関わりなく，忍耐してエホバに喜んでもらうことができます。あなたは今まさに忍耐しながらエホバに仕えていますか。もしそうなら，エホバがあなたのことを喜んでいるということを忘れないでください。エホバから良いと認められているという自覚があるなら，エホバが将来の約束を自分のために必ず果たしてくれるという確信を深めていくことができるでしょう。






希望への確信をこれからも強めていく


15. パウロはさらにどんなことを言っていますか。そのことについてどんなふうに思う人もいるかもしれませんか。

15 パウロが言っている通り，私たちは苦難を忍耐するなら，エホバから良いと認めてもらうことができます。さらにパウロはこう言っています。「神から良いと認められると希望を持てます。その希望が失望に至ることはありません」。（ロマ 5:4，5）パウロは，ローマ 5章2節でローマのクリスチャンがすでに希望を持っていると言っていました。「神によって栄光に輝くという希望」です。それで，「希望を持っているクリスチャンにパウロが改めて希望を持てると言ったのはどうしてだろう」と思う人もいるかもしれません。



[image: 先ほどの兄弟姉妹。1. 若い姉妹がクラスメートに聖書からの良い知らせを伝えている。2. 怒鳴られていた姉妹が，聖書を読んでじっくり考えている。3. 賄賂を断った兄弟が，集会でコメントしている。4. 独房に入れられている兄弟が祈っている。]

希望に対する確信や感謝はさらに強めていくことができる。（16-17節を参照。）





16. 希望に対する確信はどのように強くなっていきますか。（写真も参照。）

16 希望に対する確信は強くすることができる，という点を考えるなら，パウロの言葉の意味をよく理解できます。聖書の素晴らしい希望について初めて学んだ時のことを思い出してみてください。地球がパラダイスになり，そこでいつまでも生きられるというのは夢みたいだ，と思ったかもしれません。でも，エホバや聖書の約束についてよく知るにつれて，その希望が実現するという確信は強くなっていったことでしょう。

17. 献身してバプテスマを受けてからも，希望に対する確信はどのように強まっていきますか。

17 献身してバプテスマを受けてからも，エホバについてさらに学び，エホバをもっと愛するようになり，希望に対する確信は強くなってきたはずです。（ヘブ 5:13–6:1）ローマ 5章2-4節に書いてある通りだと実感してきたことでしょう。大変な状況を経験しても，それを忍耐し，神に喜んでいただいているということを実感してきました。エホバが自分を愛してくれているので，将来自分のためにも約束を実現してくださる，ともっと確信できるようになったでしょう。初めの頃よりも，希望はますます現実的なものになりました。家族にどのように接するか，どんな決定をするか，どのように時間を使うかなど，生活のいろいろな場面に影響があったはずです。

18. エホバはどんなことを保証していますか。

18 パウロは，神から良いと認められた後に持つことができる希望について，大切なことを教えています。その希望が必ず実現するということです。その点についてパウロは，聖なる力に導かれて次の保証の言葉を語りました。「その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです」。（ロマ 5:5）ですから，私たちはエホバが与えてくださった希望が必ず実現すると確信できます。

19. どんなことを確信できますか。

19 エホバがアブラハムにした約束や，エホバがアブラハムのことを正しい人と認め，友と呼んだことについてじっくり考えましょう。アブラハムの希望が失望に終わることはありませんでした。アブラハムの辛抱は報われたのです。聖書には，「アブラハムは辛抱した後，そのように約束されました」とあります。（ヘブ 6:15; 11:9，18。ロマ 4:20-22）私たちもエホバに忠実に仕え続けるなら，希望が実現するのを見ることができます。ですから，希望によって喜ぶことができます。（ロマ 12:12）パウロはこう書きました。「希望を与える神が，信仰を持つ皆さんをあらゆる喜びと平和で満たしてくださり，皆さんが聖なる力によって希望に満ちあふれますように」。（ロマ 15:13）







どのように答えますか


	  ローマ 5章2節でパウロはどんな希望について語っていましたか。



	  ローマ 5章3，4節によると，苦難を忍耐するとどんな良いことがありますか。



	  真理を学び始めた時と比べて，希望に対するあなたの確信はどのように強まっていますか。









139番の歌 新しい世界を見つめて

^  この記事では，クリスチャンがどんな希望を持っているか，その希望が実現すると確信できるのはどうしてかを考えます。また，ローマ 5章から，私たちが今持っている希望は真理を学び始めた時と比べてどんな意味で違っているかも学びます。






^ （ロマ 5:5） その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです。



^  （創 15:5） 神はアブラムを外に連れていき，こう言った。「天を見上げ，星を数えてごらんなさい。もしも数えることができるのなら」。そして言った。「あなたの子孫*も星のように多くなる」。

直訳，「種」。


^  （創 22:18） あなたの子孫*によって地上の全ての国民が祝福を受ける*。あなたが私の言ったことに従ったからである』」。

直訳，「種」。
または，「獲得する」。


^  （創 21:1-7） エホバは以前に語った通り，サラに注意を向けた。エホバは約束していたことをサラのために行った。 2 それでサラは妊娠し，神が約束していた時に，老齢のアブラハムの子を産んだ。 3 アブラハムは，生まれた息子，サラが産んだ子をイサクと名付けた。 4 そして神に命じられた通り，生後8日目にイサクに割礼を施した。 5 息子イサクが生まれた時，アブラハムは100歳だった。 6 その時サラは言った。「神は私に笑いを与えてくださった。このことを聞いた人は皆，きっと私と一緒に笑う*」。 7 続けてこう言った。「『サラは必ず子供を育てるようになる』なんて，誰がアブラハムに言えただろう。それでも私は，年老いたあの人の子を産んだ」。

もしかすると，「私のことを笑う」。


^  （ロマ 4:18） かないそうにない希望でしたが，それでもアブラハムは希望に基づいて信仰を持ちました。「あなたの子孫も星のように多くなる」と言われた通り，多くの国の人々の父祖となることを信じたのです。



^  （ロマ 4:21） 神が約束を必ず果たされるということを確信していました。



^  （ヤコ 2:23） 「アブラハムはエホバ*に信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」という聖句の通りになり，アブラハムはエホバ*の友と呼ばれるようになったのです。

付録A5参照。
付録A5参照。


^  （ロマ 4:18） かないそうにない希望でしたが，それでもアブラハムは希望に基づいて信仰を持ちました。「あなたの子孫も星のように多くなる」と言われた通り，多くの国の人々の父祖となることを信じたのです。



^  （ロマ 5:1-21） 従って，私たちは信仰のゆえに正しいと認められたのですから，主イエス･キリストを通して神との平和を楽しみましょう。 2 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。 3 それだけでなく，苦難に遭っても喜びましょう。私たちが知っている通り，苦難によって忍耐力が身に付くからです。 4 そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。 5 その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです。 6 私たちがまだ弱かった間，キリストは定められた時に，神を敬わない人たちのために死んでくださいました。 7 正しい人のために死ぬ人はまずいません。もしかすると，善い人のためなら，死のうとする人がいるかもしれません。 8 しかしキリストは，私たちがまだ罪人だった間に，私たちのために死んでくださいました。そのことにより，神はご自分の愛を私たちに示してくださっています。 9 それで，今や私たちは，キリストの血によって正しいと認められたのですから，ましてこの方を通して憤りから救われるはずです。 10 敵だった時に神の子の死によって神と和解したのですから，まして和解した今，神の子の命によって救われるはずなのです。 11 それだけでなく，私たちは，主イエス･キリストのおかげで，神との関係を喜んでいます。キリストを通して神と和解したからです。 12 このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。 13 律法以前にも人類は罪を抱えていました。もちろん，律法がなければ誰も罪に問われません。 14 それでも死は，アダムからモーセに至るまで，王として支配しました。アダムの違反と同様の罪を犯さなかった人に対してもです。アダムには，来ることになっていた方との類似点がありました。 15 しかし，神の贈り物の場合は，アダムの過ちの場合とは異なっています。1人の人の過ちによって多くの人が死にましたが，神の惜しみない親切と，1人の人イエス･キリストの惜しみない親切による神の無償の贈り物とは，多くの人にあふれるほど豊かに与えられたからです。 16 また，無償の贈り物がもたらした結果は，1人の人が罪を犯した結果とは違います。1つの過ちの後に下された判決は有罪でしたが，多くの過ちの後に与えられた贈り物は，正しいと認めることだったからです。 17 1人の人の過ちにより，その人を通して死が王として支配したのですから，まして，惜しみない親切を豊かに示され，無償の豊かな贈り物として正しいと認められる人たちは，1人の人イエス･キリストを通して命を得，王として治めるのです。 18 こうして，1つの過ちによってあらゆる人が有罪宣告を受けたように，1つの正しい行いによってあらゆる人が正しいと認められ，命を得られるようになりました。 19 1人の人の不従順によって多くの人が罪人になったように，1人の人の従順によって多くの人が正しい人になるのです。 20 律法が登場したことにより，多くの過ちが明らかになりました。しかし，罪が増すと，惜しみない親切がいっそう豊かに示されました。 21 何のためでしょうか。罪が死と共に王として支配したように，惜しみない親切も正しさを通して王として治め，主イエス･キリストによって永遠の命に導くためです。



^  （ロマ 5:5） その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです。



^  （ロマ 5:1-5） 従って，私たちは信仰のゆえに正しいと認められたのですから，主イエス･キリストを通して神との平和を楽しみましょう。 2 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。 3 それだけでなく，苦難に遭っても喜びましょう。私たちが知っている通り，苦難によって忍耐力が身に付くからです。 4 そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。 5 その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです。



^ （ロマ 5:1， 2） 従って，私たちは信仰のゆえに正しいと認められたのですから，主イエス･キリストを通して神との平和を楽しみましょう。 2 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。



^  （ロマ 5:1， 2） 従って，私たちは信仰のゆえに正しいと認められたのですから，主イエス･キリストを通して神との平和を楽しみましょう。 2 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。



^  （エフェ 1:18） 神は皆さんの心の目を啓発し，次のことを理解できるようにしました。神が皆さんを招いてどんな希望を差し伸べたか，聖なる人たちにどんな素晴らしい財産を与えようとしているか，



^  （コロ 1:4， 5） 皆さんがキリスト･イエスに信仰を持っており，聖なる人たち全てを愛しているということを聞いたからです。 5 皆さんがそうしているのは，天で実現する希望があるからです。その希望について知ったのは，良い知らせの真理を聞いた時です。



^  （テサ一 4:13-17） 兄弟たち，死んで眠っている人たちについて知らないでいてほしくありません。希望を持っていない人のように悲しんだりしないためです。 14 私たちは，イエスが死んで生き返ったということに信仰を持っています。ですから，イエスと結ばれて死んで眠っている人たちを神が生き返らせ，イエスと共にならせてくださる，ということも信じています。 15 エホバ*の言葉に基づいて，皆さんに次のことを伝えます。私たちのうち，主の臨在*の時に生きている者は，死んで眠っている人たちより先に天に行くことは決してありません。 16 主が天から下り，天使長の声で号令を掛け，神のラッパが鳴り響くと，キリストと結ばれて死んだ人たちがまず生き返るからです。 17 その後，私たちのうち生きている者が雲に包まれて引き上げられ，彼らと一緒になって空中で主に会い，こうして常に主と共にいることになります。

付録A5参照。
用語集参照。


^  （啓 20:6） 第一の復活で生き返る者は，幸福な者，聖なる者である。その者たちに対して，第二の死は何の力*もない。彼らは神とキリストの祭司となり，1000年の間キリストと共に王として治める。

または，「権威」。


^ （ロマ 8:20， 21） 創造物はむなしい状態に置かれましたが，自分の意志でそうなったのではなく，神によってそのようにされ，同時に希望を与えられたからです。 21 創造物も腐敗への奴隷状態から自由にされ，神の子供の輝かしい自由を得るという希望です*。

または，「得るからです」。


^  （ヘブ 11:8-10） 信仰によってアブラハムは，神に招かれた時に従い，神から与えられることになる場所へ向かいました。行き先も知らないまま出掛けたのです。 9 そして信仰によって，約束の地で外国人として暮らし，自分と同じ約束を与えられたイサクやヤコブと共に天幕に住みました。 10 アブラハムは真の土台を持つ都市を待ち望んでいたのです。その都市の設計者および建設者は神です。



^  （ヘブ 11:13） これらの人は皆，信仰を抱いて死にました。生きている間には約束されたものを受けませんでしたが，それをいわば遠くから見て喜び，自分たちがよそ者で一時的居住者であることを人々に伝えました。



^  （ロマ 8:20， 21） 創造物はむなしい状態に置かれましたが，自分の意志でそうなったのではなく，神によってそのようにされ，同時に希望を与えられたからです。 21 創造物も腐敗への奴隷状態から自由にされ，神の子供の輝かしい自由を得るという希望です*。

または，「得るからです」。


^ （ロマ 5:3） それだけでなく，苦難に遭っても喜びましょう。私たちが知っている通り，苦難によって忍耐力が身に付くからです。



^  （ロマ 5:3） それだけでなく，苦難に遭っても喜びましょう。私たちが知っている通り，苦難によって忍耐力が身に付くからです。



^  （テサ一 3:4） 皆さんと一緒にいた時，私たちはいずれ苦難に遭う，と話していましたが，ご存じのようにその通りになりました。



^  （コリ二 1:8） 兄弟たち，アジア州で私たちが経験した苦難について知ってほしいと思います。私たちは，どうすることもできないほどのひどい圧迫を受け，命さえ危うい状況でした。



^  （コリ二 11:23-27） 彼らはキリストの奉仕者ですか。私は狂人のように言いますが，私の方がはるかに優れた奉仕者です。私の方がたくさん働き，多く拘禁されました。数え切れないほど殴打され，何度も死にかけました。 24 ユダヤ人たちからむちで39回打たれたことが5度， 25 棒で打ちたたかれたことが3度，石を投げ付けられたことが1度，難船したことが3度あり，一昼夜海上を漂ったこともあります。 26 何度も旅をし，川での危険，強盗の危険，同胞からの危険，異国の人々からの危険，町での危険，荒野での危険，海での危険，偽兄弟からの危険に遭い， 27 苦労して働き，眠れない夜を何度も過ごし，飢えと渇きを覚え，食べ物が何もないことがよくあり，寒さに震え，着る物がないこともありました。



^  （テモ二 3:12） 神への専心を貫き，キリスト･イエスに従って生きようとする人は皆，同じように迫害を受けます。



^  （ヘブ 13:18） 私たちのために祈り続けてください。私たちは，鋭敏な*良心を持っていると信じており，何事においても正直に行動したいと願っています。

または，「曇りのない」，「正直な」。


^  （ロマ 5:3） それだけでなく，苦難に遭っても喜びましょう。私たちが知っている通り，苦難によって忍耐力が身に付くからです。



^  （マタ 13:5， 6） 幾らかは土が少ない岩地に落ち，土が深くないのですぐに芽を出しました。 6 しかし，太陽が昇ると日に焼けて，根がないので枯れてしまいました。



^  （マタ 13:20， 21） 岩地にまかれたもの，これは王国に関する言葉を聞き，喜んですぐに受け入れる人です。 21 けれども自分の内に根がなく，一時は続きますが，その言葉のために苦難や迫害が生じると，すぐに信仰を捨ててしまいます。



^  （ヤコ 1:2-4） 私の兄弟たち，さまざまな試練に遭う時，それを喜ばしいことと考えましょう。 3 ご存じの通り，そのようにして信仰の質が試されると，忍耐力が身に付くからです。 4 忍耐するのをやめないでください。忍耐がその役割を果たす時，皆さんは完全になり，全ての点で健全な，欠けたところがない人になります。



^ （ロマ 5:4） そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。



^  （ロマ 5:4） そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。



^  （詩 5:12） エホバ，あなたは正しい人を祝福してくださる。 大盾で囲むように，恵みで覆ってくださる。



^  （創 15:6） そこでアブラムはエホバに信仰を持った。神はそのことを正しいと見なした。



^  （ロマ 4:13） アブラハムとその子孫が，世界を授けられることになると約束されたのは，律法に従ったからではなく，信仰によって正しいと見なされたからでした。



^  （ロマ 4:22） それで，「そのことは正しいと見なされた」のです。



^  （ロマ 5:4， 5） そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。 5 その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです。



^  （ロマ 5:2） 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。



^  （ヘブ 5:13-6:1） いまだに乳を飲んでいる人は皆，幼い子供であり，神の正しい言葉をよく理解していません。 14 一方，固い食物*は，十分に成長した人*のためのものです。そのような人は，使うことによって識別力*を訓練したので，正しいことも悪いことも見分けることができます。 
6 それで，私たちはキリストに関する初歩の教理より先に進んだのですから，十分に成長するように努力しましょう。基礎的な教えに逆戻りしては*なりません。すなわち，むなしい*行いを悔い改めること，神への信仰，

または，「よくかんで食べる物」。
または，「大人」。
または，「知覚力」。
直訳，「再び土台を据えては」。
直訳，「死んでいる」。


^  （ロマ 5:2-4） 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。 3 それだけでなく，苦難に遭っても喜びましょう。私たちが知っている通り，苦難によって忍耐力が身に付くからです。 4 そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。



^  （ロマ 5:5） その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです。



^  （ヘブ 6:15） アブラハムは辛抱した後，そのように約束されました。



^  （ヘブ 11:9） そして信仰によって，約束の地で外国人として暮らし，自分と同じ約束を与えられたイサクやヤコブと共に天幕に住みました。



^  （ヘブ 11:18） 「あなたの子孫*と呼ばれる者はイサクから出る」と言われていたにもかかわらずです。

直訳，「種」。


^  （ロマ 4:20-22） 神の約束があったので，信仰が欠けてふらつくということはなく，かえって信仰によって強くなりました。そして，神をたたえ， 21 神が約束を必ず果たされるということを確信していました。 22 それで，「そのことは正しいと見なされた」のです。



^  （ロマ 12:12） 希望によって喜びましょう。苦難に遭っても忍耐しましょう。粘り強く祈りましょう。



^  （ロマ 15:13） 希望を与える神が，信仰を持つ皆さんをあらゆる喜びと平和で満たしてくださり，皆さんが聖なる力によって希望に満ちあふれますように。



^ （ロマ 5:2） 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。



^ （ロマ 5:3， 4） それだけでなく，苦難に遭っても喜びましょう。私たちが知っている通り，苦難によって忍耐力が身に付くからです。 4 そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。



^ （ロマ 5:1-21） 従って，私たちは信仰のゆえに正しいと認められたのですから，主イエス･キリストを通して神との平和を楽しみましょう。 2 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。 3 それだけでなく，苦難に遭っても喜びましょう。私たちが知っている通り，苦難によって忍耐力が身に付くからです。 4 そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。 5 その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです。 6 私たちがまだ弱かった間，キリストは定められた時に，神を敬わない人たちのために死んでくださいました。 7 正しい人のために死ぬ人はまずいません。もしかすると，善い人のためなら，死のうとする人がいるかもしれません。 8 しかしキリストは，私たちがまだ罪人だった間に，私たちのために死んでくださいました。そのことにより，神はご自分の愛を私たちに示してくださっています。 9 それで，今や私たちは，キリストの血によって正しいと認められたのですから，ましてこの方を通して憤りから救われるはずです。 10 敵だった時に神の子の死によって神と和解したのですから，まして和解した今，神の子の命によって救われるはずなのです。 11 それだけでなく，私たちは，主イエス･キリストのおかげで，神との関係を喜んでいます。キリストを通して神と和解したからです。 12 このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。 13 律法以前にも人類は罪を抱えていました。もちろん，律法がなければ誰も罪に問われません。 14 それでも死は，アダムからモーセに至るまで，王として支配しました。アダムの違反と同様の罪を犯さなかった人に対してもです。アダムには，来ることになっていた方との類似点がありました。 15 しかし，神の贈り物の場合は，アダムの過ちの場合とは異なっています。1人の人の過ちによって多くの人が死にましたが，神の惜しみない親切と，1人の人イエス･キリストの惜しみない親切による神の無償の贈り物とは，多くの人にあふれるほど豊かに与えられたからです。 16 また，無償の贈り物がもたらした結果は，1人の人が罪を犯した結果とは違います。1つの過ちの後に下された判決は有罪でしたが，多くの過ちの後に与えられた贈り物は，正しいと認めることだったからです。 17 1人の人の過ちにより，その人を通して死が王として支配したのですから，まして，惜しみない親切を豊かに示され，無償の豊かな贈り物として正しいと認められる人たちは，1人の人イエス･キリストを通して命を得，王として治めるのです。 18 こうして，1つの過ちによってあらゆる人が有罪宣告を受けたように，1つの正しい行いによってあらゆる人が正しいと認められ，命を得られるようになりました。 19 1人の人の不従順によって多くの人が罪人になったように，1人の人の従順によって多くの人が正しい人になるのです。 20 律法が登場したことにより，多くの過ちが明らかになりました。しかし，罪が増すと，惜しみない親切がいっそう豊かに示されました。 21 何のためでしょうか。罪が死と共に王として支配したように，惜しみない親切も正しさを通して王として治め，主イエス･キリストによって永遠の命に導くためです。










[image: 3人の兄弟がレストランで食事をしている。2人はお酒を飲んでいるが，1人は飲んでいない。ウエートレスが飲み物の注文を取りに来ている。お酒を飲んでいない兄弟は丁寧に断っている。お酒を飲んでいる1人の兄弟はもう1杯注文している。]



飲酒についてエホバと同じ見方をする





あなたは，エホバがいろいろな贈り物を与えてくれていることや，それをどのように楽しむかを自分で決められるようにしてくれていることに感謝していることでしょう。聖書によると，ぶどう酒もエホバからの贈り物です。こうあります。「パンは人を笑顔にし，ぶどう酒は人生を楽しいものにする」。（伝 10:19。詩 104:15）でも，お酒が原因で問題を抱える人たちもいます。さらに，お酒についての意見や基準は，国や文化によってさまざまです。では，クリスチャンはどうすれば飲酒について良い決定をすることができるでしょうか。

育った環境や住んでいる場所に関係なく，エホバの見方に合わせて考え，決定することが大切です。そうするなら，必ず私たちのためになります。

お酒をたくさん飲むことが習慣になっている人は少なくありません。気分が良くなるので飲む人もいれば，問題を忘れるために飲む人もいます。場所によっては，お酒をたくさん飲める人がかっこいいとか一人前だと見られます。

でも，創造者であるエホバは私たちのことを気に掛け，良いアドバイスを与えてくれています。例えば，飲み過ぎるとどんな良くない結果になるかを教えてくれています。格言 23章29-35節には，酒に酔った人がどうなるかが描かれています。* ヨーロッパで長老として奉仕しているダニエル兄弟は，クリスチャンになる前のことを振り返ってこう言っています。「飲み過ぎたせいで良くない決定をし，痛い目に遭いました。そのことを思い出すと，今でもつらい気持ちになります」。

私たちがお酒の飲み過ぎに関わる問題を避け，良い決定をするのに何が助けになるでしょうか。エホバの見方に自分の考え方や行動を合わせることが大切です。

これから，飲酒について聖書にどんなことが書かれているか，ある人たちがお酒を飲む理由について考えましょう。






飲酒について聖書はどんなことを教えているか


聖書は，お酒を適度に楽しむことを禁じてはいません。ぶどう酒を飲むのは楽しいひとときになると書かれています。こうあります。「喜びながら食物を食べ，上機嫌でぶどう酒を飲みなさい」。（伝 9:7）イエスも，エホバに仕えた他の人たちも，ぶどう酒を飲みました。（マタ 26:27-29。ルカ 7:34。テモ一 5:23）

でも聖書では，お酒を楽しむことと飲み過ぎることがはっきりと区別されています。「酒に酔ってはなりません」と聖書には書かれています。（エフェ 5:18）さらに，「酩酊する人……が神の王国を授けられることはありません」ともあります。（コリ一 6:10）エホバは飲み過ぎや酩酊を禁じています。周りの人が当たり前のようにしていることに流されるのではなく，私たちはエホバに喜ばれる決定をしたいと思います。

中には，自分はたくさん飲んでも酔わないと思う人もいるかもしれません。でも，その考え方はとても危険です。聖書によると，「酒に溺れ」る人は重大な間違いをし，エホバとの絆を失ってしまうかもしれません。（テト 2:3。格 20:1）イエスも，「飲み過ぎ」ることが新しい世界に入れなくなる理由になり得ると警告しました。（ルカ 21:34-36）では，お酒を飲む時にはまりやすい落とし穴を避けるために，どんなことができるでしょうか。






動機や習慣を分析する


お酒を飲む量や頻度について，周りの人に影響されて決めるのは危険です。私たちは食べることや飲むことについても，エホバに喜ばれることを行いたいと思っています。聖書には，「食べるにしても，飲むにしても，ほかのどんなことをするにしても，全てのことを神の栄光のためにしましょう」と書かれています。（コリ一 10:31）どんな聖書の言葉が役立つでしょうか。幾つかの点を自己分析してみましょう。

周りに合わせるために飲んでいるだろうか。出エジプト記 23章2節には，「群衆に従ってはならない」と書かれています。イスラエル人は，エホバに喜ばれないことを行っている人たちに従わないようにと警告されていました。これは現代の私たちにも当てはまる良いアドバイスです。お酒について周りの人と同じような考え方や決定をするようになるなら，やがてエホバの基準に従わなくなり，エホバとの絆を失ってしまうかもしれません。（ロマ 12:2）

かっこよく見せようとして飲んでいるだろうか。ある文化圏ではお酒をたくさん飲むことはよくあることで，特に問題視はされていません。（ペテ一 4:3）では，聖書はどんな見方を教えているでしょうか。コリント第一 16章13節では次のように勧められています。「目を覚ましていましょう。信仰を持ってしっかり立ちましょう。勇敢に行動し，強い人になってください」。お酒を飲むと，強い人になれるのでしょうか。いいえ。それどころか，思考力や判断力が鈍り，愚かな行動をしてしまうこともあります。それで，お酒をたくさん飲むのはかっこいいこととはいえません。イザヤ 28章7節には，お酒のせいで堕落した人がよろめいたり，間違った判断をしたりするとあります。

正しいことを行うために必要な強さは，エホバが与えてくださるものです。本当に強い人は目を覚まし，信仰を持ってしっかり立つことができます。（詩 18:32）そのためには，危険に注意し，エホバとの友情を壊すようなことをきっぱり避ける必要があります。イエスは，地球で人間として生活していた時，勇気を持っていつでも正しいことを行ったので，多くの人から尊敬されました。

現実逃避のために飲んでいるだろうか。詩編作者はこう書きました。「心配事で圧倒されそうな時，あなた[エホバ]は私を安心させ，落ち着かせてくださった」。（詩 94:19）問題に押しつぶされそうになっているなら，お酒にではなくエホバに頼るようにしましょう。たくさん祈るなら，不安を和らげることができます。信頼できる兄弟姉妹にアドバイスを求めることも助けになります。お酒に頼って問題を解決しようとしても，うまくいくことはありません。正しいことをしようという決意が弱まってしまうからです。（ホセ 4:11）先ほど出てきたダニエル兄弟はこう言っています。「不安や罪悪感から解放されたくてお酒を飲みました。でも，問題はなくなるどころかどんどん増えていき，友達も失いました。自尊心はぼろぼろでした」。その後，兄弟はどうなったでしょうか。こう言っています。「自分に必要だったのはお酒ではなくエホバの助けだ，ということに気付きました。エホバのおかげで問題を乗り越えることができました」。希望がないように思える状況でも，エホバは私たちを必ず助けてくださいます。（フィリ 4:6，7。ペテ一 5:7）



[image: 姉妹が家で，近くにあるお酒のボトルに目をやりながら考えている。]



時々お酒を飲んでいるなら，次の点を考えてみましょう。「家族や友達から，お酒の飲み方について心配されているだろうか」。もしそうなら，自分では気付いていなくても，飲み過ぎている可能性があります。「前より飲む量が増えているだろうか」。そうであれば，お酒に依存し始めているのかもしれません。「お酒を飲めない日が数日間でも続くと耐えられないだろうか」。もしそうなら，すでにお酒から抜け出せなくなっている可能性があります。その場合，克服するために専門家に相談する必要があるかもしれません。

飲酒によってこうした問題が起きる可能性を考えて，お酒を一切飲まないことにしているクリスチャンもいます。また，そもそも味が好きではないので飲まない人もいます。それで，一緒にいる誰かがお酒を飲まないことにするとしても，あれこれ言うのではなく，その人の決定を尊重するようにしましょう。

お酒をどれぐらい飲むかを決めておくのが助けになると感じている人もいます。また，お酒を飲む頻度を決めておくことも役立つかもしれません。例えば，1週間に1度とか，食事の時に適度に飲むといった具合です。飲むお酒の種類を決めている人もいます。ワインやビールは飲んでも，アルコール度数の高いものはほかの飲み物と割ったものであったとしても，飲まないかもしれません。はっきりと限度を決めておくなら，飲み過ぎないように守られます。クリスチャンとして成長した人は，他人の目を気にせず，自分の決めたルールを守り抜くことができるでしょう。

ほかの人の気持ちを考えることも大切です。ローマ 14章21節には，「肉を食べることやぶどう酒を飲むことなど，兄弟に過ちを犯させるような事柄は何も行わないのがよいでしょう」とあります。この言葉に沿って愛を示しましょう。例えば，お酒を飲むと嫌な気持ちになる人がいるかもしれないと思うなら，その時はお酒を飲まないことにできるかもしれません。そのようにして，ほかの人の気持ちを尊重し，自分ではなく人のためになることを優先できます。（コリ一 10:24）

さらに，クリスチャンはお酒に関して政府が定めている法律に従います。政府によっては年齢制限を定めていたり，お酒を飲んだ状態で運転したり機械を操作したりすることを禁じている場合があります。（ロマ 13:1-5）

エホバは私たちにたくさんの贈り物を与え，それを自由に楽しめるようにしてくださっています。私たちは，何を食べ，何を飲むかを自分で自由に決めることができます。では，この自由を天のお父さんエホバに喜んでもらえるような仕方で使い，エホバからの贈り物を大切にしていることを示していきましょう。







^  米国疾病対策予防センターの報告によると，お酒を飲み過ぎることは，殺人，自殺，性的暴行，家庭内暴力，流産，望まない妊娠，性感染症などの問題を引き起こすことが少なくないようです。




ほかの人の決定を尊重しましょう


クリスチャンであっても，人によって決定は異なります。状況をよく考えた上でお酒を適量飲む人もいれば，一切飲まないことにしている人もいます。お酒を飲む量や頻度を決めている人もいます。自分の決定についてほかの人に説明する義務はありません。一方，自分の決定をほかの人に押し付けるべきでもありませんし，ほかの人の決定についても，聖書の原則に反していない限りあれこれ言うべきでもありません。（ロマ 14:1-6）クリスチャンは平和と一致を大切にするということを忘れないようにしましょう。（ロマ 14:19）







^ （伝 10:19） パン*は人を笑顔にし，ぶどう酒は人生を楽しいものにする。一方，お金は何をするにも役に立つ。

または，「食物」。


^ （詩 104:15） 心を喜びで満たすぶどう酒を， 顔を輝かせる油を， 死にゆく人間を元気づけるパンを。



^ （格 23:29-35） 災いに遭うのは誰か。不安を抱くのは誰か。 言い争うのは誰か。不平を言うのは誰か。 訳もなく傷を負うのは誰か。目がうつろなのは誰か。 30 ぶどう酒をだらだらと飲む人， 香料を混ぜたぶどう酒を探し出す*人だ。 31 ぶどう酒の赤色を見てはならない。 それは杯の中できらめき，滑らかに流れる。 32 それは最後には蛇のようにかみ， 毒蛇のように毒を分泌する。 33 目は異様なものを見， 心はゆがんだことを話す。 34 そして，海の真ん中に横たわっている人のように， 帆柱のてっぺんに横たわっている人のようになる。 35 「たたかれたが，気付か*なかった。 殴られたが，分からなかった。 私はいつ目覚めるだろうか。 もう1杯飲もう*」。

または，「集めて味見する」。
または，「痛みを感じ」。
または，「私はまたそれを求める」。


^ （伝 9:7） さあ，喜びながら食物を食べ，上機嫌でぶどう酒を飲みなさい。真の神はあなたの行いをすでに喜んでくださった。



^ （マタ 26:27-29） また，杯を取り，感謝の祈りをしてから，それを渡して言った。「皆，杯から飲みなさい。 28 これは私の『契約の血』を表しており，それは罪の許しのため，多くの人のために注ぎ出されることになっています。 29 しかしあなたたちに言いますが，私は今後，天の父の王国であなたたちと共に新しいものを飲むその日まで，ブドウからできたものを決して飲みません」。



^ （ルカ 7:34） 人の子が来て食べたり飲んだりすると，『見ろ，大食いで，大酒飲みの男，徴税人や罪人たちの仲間だ！』と言います。



^ （テモ一 5:23） もう水を*飲むのをやめて，胃のため，また度々かかる病気のために，ぶどう酒を少し飲むとよいでしょう。

または，「水だけを」。


^ （エフェ 5:18） また，酒に酔ってはなりません。堕落*につながるからです。いつも聖なる力に満たされていましょう。

または，「放蕩」。


^ （コリ一 6:10） 盗む人，貪欲な人，酩酊する人，ののしる人，脅し取る人が神の王国を授けられることはありません。



^ （テト 2:3） 同じように年長の女性も，神を畏れる人にふさわしい振る舞いをし，中傷せず，酒に溺れず，善いことを教えるべきです。



^ （格 20:1） 人はぶどう酒によってばかげたことをし，酒によって手に負えなくなる。 これで道を踏み外す人は知恵がない。



^ （ルカ 21:34-36） とはいえ，食べ過ぎや飲み過ぎや生活上の心配事*で心が圧迫されないよう注意していなさい。そうでないと，その日が全く突然に訪れます。 35 わなのようにです。その日は地上の全ての人に訪れます。 36 それで，必ず起きるこの全てのことを逃れて人の子の前に立つことができるよう，常に祈願をしつつ，ずっと目を覚ましていなさい」。

または，「暮らしのための心配事」，「日常生活の心配」。


^ （コリ一 10:31） それで，食べるにしても，飲むにしても，ほかのどんなことをするにしても，全てのことを神の栄光のためにしましょう。



^ （出 23:2） 悪を行う群衆に従ってはならない。群衆に受けが良い*証言をして公正さをゆがめてはならない。

または，「群衆とうまくやっていくための」。


^ （ロマ 12:2） そして，今の体制によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。



^ （ペテ一 4:3） かつて皆さんは，恥知らずな行い*，激しい欲情，飲み過ぎ，ばか騒ぎ，飲み比べ，忌まわしい偶像崇拝にふけっていましたが，世の人々の好むことを行うのはもう十分です。

ギリシャ語アセルゲイアの複数形。用語集参照。


^ （コリ一 16:13） 目を覚ましていましょう。信仰を持ってしっかり立ちましょう。勇敢に行動し*，強い人になってください。

直訳，「男らしくあり」。


^ （イザ 28:7） 祭司や預言者もぶどう酒のせいで堕落し， 酒を飲んでよろめく。 彼らは酒のせいで堕落し， ぶどう酒によって混乱し， 酒を飲んでよろめく。 幻を見て堕落し， 間違った判断をする。



^ （詩 18:32） 真の神が私に力をまとわせ， 私の道を完全にする。



^ （詩 94:19） 心配事で圧倒されそうな*時， あなたは私を安心させ*，落ち着かせてくださった。

または，「不安な気持ちでいっぱいになった」。
または，「慰め」。


^ （ホセ 4:11） ふしだらな関係*とぶどう酒と新しいぶどう酒は， 正しいことをしようという気持ちを失わせる。

または，「不道徳な行い」。


^ （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^ （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^ （ロマ 14:21） 肉を食べることやぶどう酒を飲むことなど，兄弟に過ちを犯させる*ような事柄は何も行わないのがよいでしょう。

または，「兄弟の信仰を妨げる」。


^ （コリ一 10:24） 各自，自分のためになることではなく，人のためになることをいつも優先しましょう。



^ （ロマ 13:1-5） 全ての人は上位の権威に従わなければなりません。神によらない権威はないからです。存在する権威は神によって相対的な地位に据えられています。 2 ですから，権威に反抗する人は，神の取り決めに逆らっていることになります。逆らう人は断罪されます。 3 支配者を恐れるのは，善いことを行う人ではなく，悪いことを行う人です。あなたは，権威を恐れずにいたいと思いますか。善いことを行い続けてください。そうすれば，権威者から称賛されます。 4 権威者は神の奉仕者であり，あなたのために働きます。しかし，もしあなたが悪いことを行っているのであれば，恐れるべきです。権威者は目的もなく剣を帯びているわけではないからです。神の奉仕者なのであり，悪いことを行い続ける人に憤りを表明する復讐者なのです。 5 それで皆さんは，憤りを招かないためだけでなく，自分の良心のために，ぜひとも従わなければなりません。



^ （ロマ 14:1-6） 信仰に弱いところがある人を迎え入れてください。異なる意見の善しあしを決め付けてはなりません。 2 ある人は何でも食べてよいという信仰を持っていますが，弱い人は野菜しか食べません。 3 食べる人は食べない人を見下してはならず，食べない人は食べる人を批判してはなりません。神がその人を迎え入れたのです。 4 他人の召し使いを批判するとは，あなたは何者なのですか。その人が立つのも倒れるのも，その人と主人との間でのことなのです。実際，その人は立つようにされます。エホバはその人を立たせることができるからです。 5 ある人は，ある日がほかの日に勝ると判断し，別の人は，ある日がほかのどの日とも同じだと判断します。いずれにしても，各自が考えて確信しているべきです。 6 ある日を大事にする人は，エホバを敬うゆえにそうします。食べる人も，エホバを敬うゆえに食べ，神に感謝します。また，食べない人も，エホバを敬うゆえに食べませんが，やはり神に感謝します。



^ （ロマ 14:19） ですから，平和に役立つことや，励まし合う助けになることを何でも行いましょう。








研究記事52

若い姉妹たち，クリスチャンとして成長していきましょう


「女性たちも，……節度をわきまえ，あらゆる点で忠実であるべきです」。テモテ第一 3:11

133番の歌 若い時にエホバを崇拝する

何を学ぶか*




 1. クリスチャンとして成長するためにどんなことをする必要がありますか。

子供はあっという間に大きくなります。でも，体の成長とは違い，クリスチャンとしての成長には努力が欠かせません。* （コリ一 13:11。ヘブ 6:1）私たちはエホバとの絆を強めていく必要があります。また，聖なる力の助けによって内面を磨き，生活に役立つスキルを身に付け，将来に向けて備えることも大切です。（格 1:5）

 2. 創世記 1章27節から何が分かりますか。この記事では何を学びますか。

2 エホバは男性と女性を創造しました。（創世記 1:27を読む。）男性と女性には体の造りだけでなく，ほかにも違いがあります。それぞれエホバから異なる役割を与えられています。その役割を果たすためには，内面を磨き，役立つスキルを身に付ける必要があります。（創 2:18）この記事では，若い姉妹たちがクリスチャンとして成長するために何ができるかを考えます。次の記事では，若い兄弟たちができることを考えます。






内面を磨いてエホバに喜ばれる人になる




[image: 若い姉妹が鏡に映った自分の姿を見ながら，出版物の内容をじっくり考えている。1. リベカがラクダのために水を水槽に注いでいる。2. エステルがモルデカイに食事を出している。3. アビガイルがひざまずき，自分と家の人たちの命を救ってくれるようにとお願いしている。]

リベカやエステルやアビガイルなど，エホバに忠実に仕えた女性たちを手本にするなら，クリスチャンとして成長することができる。（3-4節を参照。）





3-4. 若い姉妹たちはどんな人をお手本にできますか。（写真と挿絵も参照。）

3 聖書の中には，エホバを愛し，エホバに忠実に仕えた女性たちの素晴らしい記録がたくさんあります。（jw.orgの「聖書に出てくる女性たちから何を学べますか」の記事を参照。）そうした女性たちは，この記事の主題聖句にある通り，「節度をわきまえ，あらゆる点で忠実」でした。あなたの会衆でも，エホバを心から愛している姉妹たちのお手本を見つけられるでしょう。

4 若い姉妹の皆さん，お手本にしたいと思うどんな姉妹がいますか。その姉妹の魅力的な性格に注目してください。どんなふうに見習えるか考えてみましょう。これから，姉妹として成長していくために必要な3つの点について考えます。

 5. 姉妹たちにとって謙虚であることが大切なのはどうしてですか。

5 クリスチャンとして成長するには，謙虚であることが必要です。謙虚であれば，エホバや他の人と良い関係を築くことができます。（ヤコ 4:6）エホバを愛する謙虚な女性は，会衆や家族の中でエホバから権威を与えられている人たちに心から従いたいと思うことでしょう。* （コリ一 11:3）

 6. リベカの手本から謙虚であることについて何が学べますか。

6 リベカの手本に注目できます。リベカは賢くて決断力があり，必要な時には勇気を持って進んで行動する女性でした。（創 24:58; 27:5-17）それでも指示に喜んで従い，他の人に敬意を払いました。（創 24:17，18，65）リベカのように，エホバから権威を与えられている人たちに謙虚に従うなら，家族や会衆の良い雰囲気に貢献できるでしょう。

 7. 若い姉妹たちはエステルの慎み深さにどのように倣えますか。

7 慎みもクリスチャンとして成長する上で欠かせません。聖書には，「知恵は，慎みのある人たちと共にある」とあります。（格 11:2）エステルは慎み深く忠実にエホバに仕えました。王妃になってからも出過ぎたことをしたりせず，年上のいとこであるモルデカイのアドバイスをよく聞いて従いました。（エス 2:10，20，22）あなたも，アドバイスを求めてそれに従うなら，エステルのように慎み深い人になれます。（テト 2:3-5）

 8. テモテ第一 2章9，10節によると，慎み深さは服装を選ぶ上でどのように助けになりますか。

8 エステルの慎み深さは別の面にも表れていました。エステルは「容姿が美し」い人でしたが，目立とうとはしませんでした。（エス 2:7，15）姉妹たちは，どうすればエステルの手本に倣うことができるでしょうか。一つの方法がテモテ第一 2章9，10節に書かれています。（読む。）パウロはクリスチャンの女性に，慎みと健全な考え方が表れた服装をするようにと教えました。ここで使われているギリシャ語は，他の人の見方や感情に配慮した上品な服装を指しています。この聖句のアドバイスに従って，素晴らしいお手本となっている姉妹たちがたくさんいます。

 9. アビガイルの例からどんなことを学べますか。

9 良い判断力も大切です。判断力があるなら，正しいことと間違っていることを見分けて賢い決定をすることができます。アビガイルの例を考えてみましょう。アビガイルの夫は，家の人みんなに深刻な影響を与える悪い決定をしました。でも，アビガイルが良い判断力を働かせてすぐに行動した結果，たくさんの人の命が救われました。（サム一 25:14-23，32-35）判断力があるなら，いつ話し，いつ黙っているべきかを見極めることもできます。相手の気持ちを考えて行動し，むやみに個人的なことを聞き出したりはしません。（テサ一 4:11）






生活に役立つスキルを身に付ける




[image: 若い姉妹が机に向かって，「若い人が知りたい10の質問 役立つ答え」の冊子を読んでいる。机の上には，聖書が開いて置いてあり，ノートとペンもある。]

上手に読み書きできることはどのようにプラスになりますか。（11節を参照。）





10-11. 上手に読み書きできることは，どのように自分や他の人のためになりますか。（写真も参照。）

10 姉妹たちは生活に役立つスキルを身に付ける必要があります。子供の頃に身に付けたスキルがその後の人生でずっと役立つこともあります。どんなことに取り組むとよいでしょうか。

11 上手に読み書きできるようになる。ある文化圏では，女性は読み書きできなくてもいいと考えられています。でも，これは全てのクリスチャンにとってとても大切なスキルです。* （テモ一 4:13）それで，大変だとしても学び続けましょう。そうするなら，仕事を探したり続けたりする上で役立つかもしれません。また，聖書を深く学んだり，他の人に上手に教えたりできるようにもなるでしょう。そして何よりも，聖書を読んでじっくり考えることによって，エホバとの絆を強めることができます。（ヨシュ 1:8。テモ一 4:15）

12. 格言 31章26節から，コミュニケーションについてどんなことを学べますか。

12 コミュニケーションのスキルを磨く。クリスチャンは上手にコミュニケーションを取る必要があります。この点でヤコブはこのようなアドバイスを与えています。「皆が，人の言うことに進んで耳を傾けるべきです。すぐに話し……てはなりません」。（ヤコ 1:19）相手の話をよく聞くなら，感情移入し，「仲間をいたわる」ことができます。（ペテ一 3:8）相手の言いたいことや気持ちがよく分からない場合には，上手に質問してください。思い付きで話すのではなく，ちょっと考えるようにしましょう。（格 15:28，脚注）例えば，「私が今話そうとしていることは正確で，相手を元気づけるものだろうか。敬意がこもっていて親切なものだろうか」と考えることができます。上手にコミュニケーションを取っている姉妹たちのお手本からも学べます。（格言 31:26を読む。）そのような姉妹たちがどのように話しているかに注目してみましょう。コミュニケーションを取るのが上手になればなるほど，ほかの人との関係もより良くなっていきます。



[image: 若い姉妹が母親と一緒に市場に行き，お店の人と交渉している。]

家事を上手に行えるなら，家族や会衆にとって大きな助けになる。（13節を参照。）





13. 家事を上手に行う方法をどのように学べますか。（写真も参照。）

13 家事を上手に行えるようになる。家事の多くは女性が行っている場合が少なくありません。それで，お母さんや会衆の姉妹から家事を上手に行う方法を学べるでしょう。シンディーという姉妹はこう言っています。「母は，一生懸命に働くなら喜びを味わえるということを教えてくれました。本当に感謝しています。料理や掃除，裁縫，買い物といった家事のコツを教わったので，生活の知恵が身に付きましたし，エホバにもっと奉仕できるようになりました。母は人をもてなす方法も教えてくれました。おかげで，お手本にしたいと思う兄弟姉妹とたくさん時間を過ごすことができました」。（格 31:15，21，22）家事を上手に行う方法を身に付けている姉妹たちは，よく働き，進んで人をもてなしています。そうした姉妹たちは，家族や会衆にとって大きな助けになっています。（格 31:13，17，27。使徒 16:15）

14. クリスタル姉妹の経験からどんなことが学べますか。何に思いを向け続ける必要がありますか。

14 自活できるようになる。クリスチャンは皆，満足するということを学ぶ必要があります。（フィリ 4:11）クリスタルという姉妹はこう言っています。「両親は，私が高校で実用的なスキルを身に付けられる授業を選ぶように助けてくれました。父は会計の授業を取るようにアドバイスしてくれました。実際，本当に役立ちました」。仕事に役立つスキルを身に付けるだけでなく，予算を立ててそれを守る方法も学ぶ必要があります。（格 31:16，18）シンプルな生活で満足し，不必要な負債を背負わないようにするなら，クリスチャンとしての目標に思いを向け続けることができます。（テモ一 6:8）






将来に備える


15-16. 独身の姉妹たちは，どんな良い働きをしていますか。（マルコ 10:29，30）

15 エホバに喜ばれる性格を磨き，役立つスキルを身に付けるなら，将来に向けて良い準備をしていることになります。これからどんな決定をすることになるかもしれないか考えてみましょう。

16 しばらく独身でいる。独身でいることがあまり良いと見なされない文化圏でも，イエスの言葉に従って結婚しないことにする姉妹たちもいます。（マタ 19:10-12）また，ほかの理由で独身でいる姉妹たちもいます。エホバとイエスは独身の兄弟姉妹を決して見下げたりされません。独身の姉妹たちは，世界中の会衆で良いお手本になっています。愛や深い気遣いを示して，仲間にとって本当の母親や姉妹のようになっています。（マルコ 10:29，30を読む。テモ一 5:2）

17. 若い姉妹たちは全時間奉仕を始めるためにどんな準備ができますか。

17 全時間奉仕をする。姉妹たちは，世界中で行われている伝道活動に大きく貢献しています。（詩 68:11）あなたも全時間奉仕を始めることを計画できそうですか。開拓者や建設ボランティア，ベテル奉仕者として奉仕できるかもしれません。目標についてエホバに祈りましょう。また，そうした奉仕をしている兄弟姉妹と話して，自分に何が必要かを教えてもらうこともできます。そして，目標を達成するための計画を立てます。全時間奉仕をすると，いろんな奉仕の機会が開かれます。



[image: 若い姉妹が何人かの姉妹たちとおしゃべりしている。姉妹は，独身の兄弟が王国会館の掃除をしている様子を見ている。]

結婚を考えているなら，相手を注意深く選ぶことはとても大切。（18節を参照。）





18. どんな人と結婚するかを注意深く選ぶ必要があるのはどうしてですか。（写真も参照。）

18 結婚する。内面を磨いてエホバに喜ばれる人となり，いろんなスキルを身に付けるなら，良い妻になるための準備をしていることにもなります。結婚は人生の中でも重要な決定なので，相手を注意深く選ぶ必要があります。結婚すると，夫に従う立場になります。（ロマ 7:2。エフェ 5:23，33）それで次の点を考えてみましょう。「この兄弟はクリスチャンとして成長するように努力しているだろうか。生活の中でエホバに喜ばれることを第一にしているだろうか。賢い決定をしているだろうか。自分の間違いを認められる人だろうか。敬意を持って女性に接しているだろうか。エホバとの絆を強められるように助けてくれるだろうか。家族をきちんと養い，感情面でも支えになってくれる人だろうか。責任をしっかり果たせる人だろうか。例えば，会衆ではどんな仕事を任され，どのように果たしているだろうか」。（ルカ 16:10。テモ一 5:8）良い結婚相手を見つけたいと思うなら，あなた自身も良い妻になれるように努力する必要があります。

19. 妻には素晴らしい役割があるといえるのはどうしてですか。

19 聖書によると，妻には夫を「補って助ける」という役割があります。（創 2:18）これは女性が劣っているということでしょうか。そうではありません。女性の助け手としての役割は大切なものです。聖書には，エホバについて「助ける方」と書かれています。（詩 54:4。ヘブ 13:6）妻が夫の決定に協力するなら，夫は心強く感じるでしょう。エホバを愛する妻は，夫の評判を落とすような言動をするのではなく，良い点について話すようにします。（格 31:11，12。テモ一 3:11）今エホバへの愛を深め，家でも会衆でもほかの人を助けることは，良い妻になるための準備となります。

20. 母親は家族のためにどんな良いことができますか。

20 母親になる。結婚したら子供を持つことになるかもしれません。（詩 127:3）それで，良い母親になるためにどんなことが必要かを考えておくことは大切です。良い妻また母親になるために，内面を磨いてエホバに喜ばれる人となり，いろんなスキルを身に付けておくことができます。愛情深く，親切で，辛抱強い人になるなら，子供たちが安心してのびのびと成長できる温かい家庭をつくることができるでしょう。（格 24:3）



[image: ここまでの写真に出てきた若い姉妹たちが，エホバに喜ばれることを楽しそうに行っている。1. 出版物の内容をじっくり考えていた姉妹が，聖書を開いて持ち，自信に満ちた笑顔をしている。2. お店の人と交渉していた姉妹が，ベテルの食堂でテーブルをセットしている。3. 冊子を読んでいた姉妹が，伝道で女性に聖書の言葉を読んでいる。4. 王国会館で独身の兄弟を見ていた姉妹が，年配の姉妹と一緒にカートの横に立って伝道している。]

多くの若い姉妹たちが聖書を学んで当てはめ，クリスチャンとして成長している。（21節を参照。）





21. 若い姉妹たちのことをどう感じていますか。どうしてですか。（表紙の写真を参照。）

21 若い姉妹たち，私たちは皆さんのことを愛しています。皆さんがエホバと仲間のためにたくさんのことをしてくれていることにも感謝しています。（ヘブ 6:10）内面を磨き，自分の生活や周りの人を助けるのに役立つスキルを身に付け，将来のために良い準備ができるように頑張っています。皆さんはエホバの組織の中の大切な宝です。







以下の聖句からどんなことを学びましたか


	  テモテ第一 2:9，10



	  格言 31:26



	  マルコ 10:29，30









137番の歌 忠実な女性たち

^  エホバを愛する若い姉妹たちはとても貴重な存在です。クリスチャンとして成長するためには，内面を磨き，生活に役立つスキルを身に付け，将来に向けて備えることが大切です。そうすれば，エホバへの奉仕を楽しみ，幸せになれます。


^  語句の説明: クリスチャンとして成長した人は，人間の知恵ではなく神の聖なる力の導きに従って行動します。イエスの手本に倣い，エホバとの絆を持ち続けられるように努力し，他の人のために進んで自分を犠牲にして愛を示します。


^  「ものみの塔」2021年2月号14-19ページを参照。


^  読むことの大切さについてはjw.orgの「本を読むことはとても大切 パート1: 本と動画，あなたのお子さんはどっちが好き？」という記事をご覧ください。






^ （テモ一 3:11） 女性たちも，真面目で，中傷したりせず，節度をわきまえ，あらゆる点で忠実であるべきです。



^  （コリ一 13:11） 私は子供だった時，子供の話し方をし，子供の考え方をし，子供の捉え方*をしていました。しかし，大人になった今，子供の特徴を捨て去りました。

または，「推論の仕方」。


^  （ヘブ 6:1） それで，私たちはキリストに関する初歩の教理より先に進んだのですから，十分に成長するように努力しましょう。基礎的な教えに逆戻りしては*なりません。すなわち，むなしい*行いを悔い改めること，神への信仰，

直訳，「再び土台を据えては」。
直訳，「死んでいる」。


^  （格 1:5） 賢い人は聞いてさらに教えを受け， 理解力のある人は的確な導き*を得る。

または，「巧みな指揮」。


^ （創 1:27） それから神は人を自分に似た者，神に似た者として創造した。男性と女性を創造した。



^  （創 1:27） それから神は人を自分に似た者，神に似た者として創造した。男性と女性を創造した。



^  （創 2:18） その後，エホバ神は言った。「人が独りのままでいるのは良くない。彼を補って助ける人を造ろう」。



^  （ヤコ 4:6） しかし，神が示してくださる惜しみない*親切は，そのような精神に勝ります。それで，こう述べられています。「神は傲慢な人に敵対し，謙遜な人に惜しみない親切を示してくださる」。

または，「過分の」。


^  （コリ一 11:3） しかし，次のことを知ってほしいと思います。全ての男性の頭はキリストであり，女性の頭は男性であり，キリストの頭は神です。



^  （創 24:58） 彼らはリベカを呼び，「この方と一緒に行きますか」と聞いた。リベカは，「はい。行きます」と答えた。



^  （創 27:5-17） イサクが息子エサウに話しているのを，リベカが聞いていた。そしてエサウは，獲物を捕ってくるため，野原に出掛けた。 6 それでリベカは息子ヤコブに言った。「さっきお父さんが，兄さんのエサウにこう言っていました。 7 『獲物を捕ってきて，おいしい料理を作ってほしい。そうしたら，それを食べて，死ぬ前に，あなたのために祝福をエホバに願い求めよう』。 8 それでヤコブ，よく聞いて，私の言う通りにしてください。 9 家畜の群れから最上の子ヤギを2匹連れてきてください。そうしたら，私がお父さん好みのおいしい料理を作ります。 10 あなたはそれを持っていってお父さんに食べてもらうのです。そうすれば，亡くなる前にあなたへの祝福を願ってくれるでしょう」。 11 ヤコブは母リベカに言った。「でも，エサウ兄さんは毛深いのに私はそうではありません。 12 お父さんが私に触ったらどうなるでしょう。私は，お父さんをからかったと思われてしまい，祝福どころか災いを受けることになります」。 13 母はヤコブに言った。「その災いは私が代わりに受けましょう。私の言う通りにして，子ヤギを連れてきなさい」。 14 そこでヤコブは子ヤギを母の所に連れてきて，母は父好みのおいしい料理を作った。 15 その後リベカは，家にあったエサウの一番良い服を選び，ヤコブに着せた。 16 また，子ヤギの毛皮をヤコブの両手と首筋の毛のない所とに当てた。 17 そして，作ったおいしい料理とパンを息子ヤコブに渡した。



^  （創 24:17， 18） 従者はすぐに走り寄って，彼女に言った。「かめの水を一口飲ませてくれませんか」。 18 リベカは，「どうぞお飲みください」と言い，すぐにかめを下ろして手で持ち，水をあげた。



^  （創 24:65） そして従者に尋ねた。「野原を歩いてこちらに来る方はどなたですか」。従者は，「私の主人イサクです」と言った。それでリベカはベールを深くかぶった。



^  （格 11:2） 出過ぎたことをすると，恥をかく。 知恵は，慎みのある人たちと共にある。



^  （エス 2:10） エステルは自分の民族や親族のことを何も語らなかった。モルデカイからそう命じられていたからである。



^  （エス 2:20） エステルは，モルデカイに命じられた通り，自分の親族や民族のことを何も語らなかった。モルデカイの世話を受けていた時と同じく，言われたように行動していた。



^  （エス 2:22） けれども，モルデカイがそのことを知って直ちにエステル王妃に告げたので，エステルはモルデカイの名前で*王に話した。

または，「の代わりに」。


^  （テト 2:3-5） 同じように年長の女性も，神を畏れる人にふさわしい振る舞いをし，中傷せず，酒に溺れず，善いことを教えるべきです。 4 そうすれば，若い女性に次のことについて助言を与えられる*でしょう。夫を愛すること，子供を愛すること， 5 健全な考え方をすること，貞潔であること，家事をこなすこと，善良であること，夫に従うことです。そのように行動すれば，神の言葉が悪く言われることはないでしょう。

または，「意識させることができる」，「訓練を施せる」。


^ （テモ一 2:9， 10） 女性は，慎みと健全な考え方*が表れた，きちんとした*服装をすべきです。凝った髪形をしたり，金や真珠や非常に高価な服を身に着けたりするのではなく， 10 神への専心を表明している女性にふさわしく，善い行いによって身を飾ってください。

または，「良い判断」。
または，「上品な」。


^  （エス 2:7） モルデカイは，おじの娘であるハダサ*つまりエステルの保護者*だった。エステルには父も母もいなかったからである。この若い女性は容姿が美しく，父と母が死んだ時にモルデカイに養女として引き取られた。

エステルのヘブライ語名で，「ギンバイカ」という意味。
または，「養育者」。


^  （エス 2:15） エステルが王のもとに行く順番が来た。モルデカイの養女で，モルデカイのおじアビハイルの娘である。エステルは，女性たちの世話係で王の宦官であるヘガイが勧めた物以外は何も求めなかった。（その間ずっと，エステルを見る人は皆，好感を持った。）



^  （テモ一 2:9， 10） 女性は，慎みと健全な考え方*が表れた，きちんとした*服装をすべきです。凝った髪形をしたり，金や真珠や非常に高価な服を身に着けたりするのではなく， 10 神への専心を表明している女性にふさわしく，善い行いによって身を飾ってください。

または，「良い判断」。
または，「上品な」。


^  （サム一 25:14-23） その間に，ナバルの召し使いの1人がナバルの妻アビガイルにこう伝えた。「ご主人の健康を願う言葉を伝えるため，ダビデが荒野から使者を送ってこられたのに，ご主人は怒鳴って侮辱しました。 15 あの人たちは私たちにとても良くしてくれました。私たちは危害を加えられたことはなく，彼らと野原にいた間ずっと何の損失も被りませんでした。 16 彼らと共にいて羊の群れを世話していた間ずっと，彼らは昼も夜も私たちの周りで防護壁のようになってくれました。 17 それで今，どうすべきかをご判断ください。ご主人と家の人たち皆に災難が降り掛かろうとしています。ご主人はどうしようもない方で，誰も何も言えないのです」。 18 アビガイルは急いでパン200個，ぶどう酒が入った大きなつぼ2つ，下ごしらえした羊の肉5匹分，炒った穀物35リットル，干しぶどうの菓子100個，干しいちじくの菓子200個を用意し，全部をロバに載せた。 19 そして召し使いたちに，「先を進んでください。付いていきます」と言った。夫ナバルには何も言わなかった。 20 アビガイルがロバに乗って山陰を下っている時，ダビデと部下たちもちょうどそこへ下っていた。アビガイルは彼らと出会った。 21 ところで，ダビデはこう言っていた。「荒野であの人のものを全て守ったのは無駄なことだった。私のおかげで彼は何の損失も被らなかったのに，恩をあだで返すとは。 22 もし私が彼の下にいる男*を1人でも朝まで生かしておくなら，神が私の敵を*厳しく罰しますように」。 23 アビガイルはダビデを見掛けると，急いでロバから下り，ダビデの前でひれ伏した。

直訳，「壁に向かって放尿する者」。男性を意味するヘブライ語の侮辱表現。
もしかすると，「私を」。


^  （サム一 25:32-35） ダビデはアビガイルに言った。「今日あなたを遣わしてくださったイスラエルの神エホバが賛美されますように！ 33 分別があるあなたを，神が祝福してくださいますように！ 今日，流血の罪を犯して自分の手で復讐しないよう，私を思いとどまらせたあなたを，神が祝福してくださいますように。 34 あなたに危害を加えないよう私をとどめたイスラエルの生きている神エホバに懸けて言います。もしあなたが急いで会いに来てくれなかったなら，朝までにナバルのもとに男*は一人も残らなかったでしょう」。 35 ダビデは彼女が持ってきた物を受け取り，言った。「安心して家に帰りなさい。あなたの言うことはよく分かりました。望み通りにしましょう」。

直訳，「壁に向かって放尿する者」。男性を意味するヘブライ語の侮辱表現。


^  （テサ一 4:11） 私たちが指示した通り，穏やかに暮らし，人に干渉せず，自ら働くことに努めてください。



^  （テモ一 4:13） 私がそちらに行くまで，朗読と説き勧める*ことと教えることに励んでください。

または，「励ます」。


^  （ヨシュ 1:8） この律法の書について語るのをやめて*はいけない。あなたはそれを昼も夜も小声で読ま*なければいけない。そこに記されている全てのことを注意深く守るためである。そうすればあなた*は成功し，賢く行動できる。

直訳，「書が口から離れて」。
または，「思い巡らさ」。
直訳，「あなたの道」。


^  （テモ一 4:15） これらのことについてよく考え*，打ち込みなさい。そうすれば，あなたの進歩は誰の目にも明らかになるでしょう。

または，「黙想し」。


^ （格 31:26） 口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す*。

または，「教える時には親切に話す」，「舌には揺るぎない愛の律法がある」。


^  （ヤコ 1:19） 私の愛する兄弟たち，覚えておいてください。皆が，人の言うことに進んで耳を傾けるべきです。すぐに話したり，すぐに怒ったりしてはなりません。



^  （ペテ一 3:8） 最後に，皆が，一致した考え*，仲間をいたわる気持ち，兄弟愛，温かい思いやりを持ち，謙遜であってください。

または，「同じ考え方」。


^  （格 15:28） 正しい人は答える前に心の中で思い巡らし*， 悪人たちは悪いことを口走る。

または，「どう答えるかをよく考え」，「話す前に考え」。


^  （格 31:26） 口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す*。

または，「教える時には親切に話す」，「舌には揺るぎない愛の律法がある」。


^  （格 31:15） 夜が明けないうちに起き， 家の者のために食事を準備し， 召し使いの女性たちにも割り当て分を与える。



^  （格 31:21， 22） 雪が降っても家の者のことを心配しない。 全員，暖かい*服を着ているからである。 22 彼女は自分のベッドカバーを作る。 服は亜麻と紫の羊毛でできている。

直訳，「2重の」。


^  （格 31:13） 羊毛と亜麻を手に入れ， 喜んで自ら働く。



^  （格 31:17） きつい仕事のために準備をし*， 力強く腕を動かす。

直訳，「力で腰に帯をし」。


^  （格 31:27） 家で行われる物事を見守り， 働かずにパンを食べることはない。



^  （使徒 16:15） ルデアは家の人たちと共にバプテスマを受けた時，「もし，私のことをエホバに忠実な人と思ってくださるのでしたら，私の家に泊まりに来てください」と私たちに促した。そして，どうしても来てほしいと言って，連れていった。



^  （フィリ 4:11） こうしたことを述べているのは，困窮しているからではありません。私は，どんな状況にいても満足する，ということを学びました。



^  （格 31:16） よく考えた上で，畑を買う。 よく働いて*ブドウ園を造る。

または，「稼いだもので」。


^  （格 31:18） 自分の取引が利益を上げることを知っている。 彼女のランプは夜も消えない。



^  （テモ一 6:8） ですから，食物*と衣服*があれば，それで満足します。

または，「命を支える物」。
もしかすると，「住まい」。直訳，「覆い」。


^ （マル 10:29， 30） イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。


^  （マタ 19:10-12） 弟子たちがイエスに言った。「妻に関して男の立場がそのようなものであれば，結婚しない方がよいでしょう」。 11 イエスは言った。「全ての人がそのことを受け入れるわけではなく，神の助けによって受け入れることができる*人だけがそうします。 12 生まれつき障害があるので結婚しない人や，人に障害を負わされたので結婚しない人もいれば，天の王国のために結婚しない人もいます。それを受け入れることができる人は，受け入れなさい」。

または，「そのような贈り物を受けている」。


^  （マル 10:29， 30） イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。


^  （テモ一 5:2） 年長の女性には母親に対するように，若い女性には姉や妹に対するように全く清い心で*接してください。

または，「貞潔に」。


^  （詩 68:11） エホバは命令を出す。 良い知らせを広める女性は大軍を成している。



^  （ロマ 7:2） 例えば，結婚している*女性は，夫が生きている間は律法によって夫とつながれています。しかし，夫が死ぬと，女性は夫の律法から解放されます。

または，「夫のもとにある」。


^  （エフェ 5:23） 夫は妻の頭だからです。キリストが会衆という体の頭であるのと同様です。キリストは会衆の救い主でもあります。



^  （エフェ 5:33） ともかく，夫の皆さんはそれぞれ，自分を愛するように妻を愛さなければなりません。一方，妻は夫を深く敬うべきです。



^  （ルカ 16:10） ごく小さなことに忠実な人は多くのことにも忠実であり，ごく小さなことで不正をする人は多くのことでも不正をします。



^  （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^  （創 2:18） その後，エホバ神は言った。「人が独りのままでいるのは良くない。彼を補って助ける人を造ろう」。



^  （詩 54:4） 神は私を助ける方。 エホバは私を支える人たちと共にいます。



^  （ヘブ 13:6） それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。「エホバ*は私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。

付録A5参照。


^  （格 31:11， 12） 夫は彼女を心から信頼し， 何にも不足しない。 12 彼女は生涯ずっと， 悪ではなく善を行って夫に報いる。



^  （テモ一 3:11） 女性たちも，真面目で，中傷したりせず，節度をわきまえ，あらゆる点で忠実であるべきです。



^  （詩 127:3） 子供はエホバからの財産， 子は神からの贈り物。



^  （格 24:3） 家庭*は知恵によって築き上げられ， 識別力によってしっかりする。

直訳，「家」。


^  （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。



^ （テモ一 2:9， 10） 女性は，慎みと健全な考え方*が表れた，きちんとした*服装をすべきです。凝った髪形をしたり，金や真珠や非常に高価な服を身に着けたりするのではなく， 10 神への専心を表明している女性にふさわしく，善い行いによって身を飾ってください。

または，「良い判断」。
または，「上品な」。


^ （格 31:26） 口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す*。

または，「教える時には親切に話す」，「舌には揺るぎない愛の律法がある」。


^ （マル 10:29， 30） イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。







研究記事53

若い兄弟たち，クリスチャンとして成長していきましょう


「勇気を持ち，男らしくありなさい」。列王第一 2:2

135番の歌 エホバの温かな呼び掛け 「わが子よ，賢く」ありなさい

何を学ぶか*




 1. クリスチャンの兄弟たちはどんなことを努力する必要がありますか。

ダビデ王はソロモンにこう言いました。「勇気を持ち，男らしくありなさい」。（王一 2:1-3）このアドバイスは，クリスチャンの兄弟たちにも大切です。クリスチャンとして成長した男性になるには，神のおきてに従い，生活のあらゆる場面で聖書の教えを当てはめられるようになる必要があります。（ルカ 2:52）若い兄弟たちが成長することが大切なのはどうしてでしょうか。

2-3. 若い兄弟がクリスチャンとして成長することはどうして大切ですか。

2 兄弟たちには家族や会衆の中で大切な役割があります。若い兄弟たちは，将来どんな責任を担うことになるか，考えたことがあるでしょう。開拓者や援助奉仕者，長老になることを目標にしているかもしれません。結婚し，子供を持ちたいと考えているかもしれません。（エフェ 6:4。テモ一 3:1）こうした目標を達成するためには，クリスチャンとして成長することが必要です。*

3 成長するために，どんなことができるでしょうか。身に付けておくとよい幾つかのスキルがあります。将来いろいろな役割を果たせるようになるため，今からどんなことをしておくとよいでしょうか。






成長するためにできること




[image: 若い兄弟が，聖書を1人で学びながらじっくり考えている。1. イエスがマルタとマリアと一緒に涙を流している。2. イエスが祈っている。3. イエスが使徒の足を洗っている。]

イエスの素晴らしい手本に倣うなら，クリスチャンとして成長できる。（4節を参照。）





 4. どんな人の手本に注目できますか。（写真と挿絵も参照。）

4 良い手本に注目する。聖書には，若い兄弟たちが見習える良い手本がたくさん載せられています。神を愛し，神の民を世話する点で，いろんな責任を果たした人たちの例です。あなたの家族や会衆の中にもクリスチャンとして立派な手本となっている兄弟たちがいることでしょう。（ヘブ 13:7）何よりもイエス･キリストという完璧な手本もあります。（ペテ一 2:21）そうした人たちのどんなところに見習えるかに注目しましょう。（ヘブ 12:1，2）そして，どうすれば自分も見習えるかをじっくり考えることができます。

 5. どうすれば思考力を身に付けられますか。それが大切なのはどうしてですか。（詩編 119:9）

5 「思考力」を身に付け，守る。（格 3:21）思考力がある人は，行動する前によく考えます。思考力を身に付け，守るために真剣に努力することは大切です。私たちの周りには，自分の考えだけを頼りにしたり，感情のままに行動したりする人たちが多いからです。（格 7:7; 29:11）また，メディアからの強い影響もあります。どうすれば思考力を身に付けられるでしょうか。まず，聖書を調べてエホバの考え方を学び，それに自分を合わせるとよいのはどうしてかを考えます。次に，エホバに喜んでいただくには何をしたらいいか，具体的に考えましょう。（詩編 119:9を読む。）この考え方を身に付けることは，クリスチャンとして成長する大きな助けになります。（格 2:11，12。ヘブ 5:14）では，（1）姉妹と接するとき，（2）服装を選ぶとき，どのように思考力を働かせることができるか，考えてみましょう。

 6. 思考力は若い兄弟が姉妹たちと接するときにどのように助けになりますか。

6 思考力があるなら，女性に対して軽率な振る舞いをしないように気を付けることができます。若い兄弟が特定の姉妹に関心を持ち，親しくなりたいと思うのは自然なことです。でも，思考力を働かせるなら，結婚を真剣に考えていないのに思わせぶりなことを言ったりしたりしません。（テモ一 5:1，2）デートする場合でも，付き添いなしで2人きりになることがないようにします。このようにして，相手の評判を傷つけないように気を配ります。（コリ一 6:18）

 7. 思考力は若い兄弟が服装や髪型を選ぶときにどのように助けになりますか。

7 若い兄弟が思考力を身に付けているかどうかは，服装や髪型にも表れます。多くの場合，ファッションのトレンドは，エホバやエホバの道徳基準を無視する人たちの影響を受けています。そうした人たちの考え方が，体にぴったりし過ぎるスタイルや，女性的な服装に表れています。クリスチャンとして成長することを目指している若い兄弟は，服装を選ぶ際に，どうすればエホバに喜んでもらえるかを考え，仲間の手本にも注目します。次の点を考えてみましょう。「自分の服装には健全な考え方や仲間の気持ちを大切にしていることが表れているだろうか。ほかの人からもエホバに仕える人と見てもらえるような格好だろうか」。（コリ一 10:31-33。テト 2:6）このように思考力を働かせるなら，兄弟姉妹から敬意を得られるだけでなく，エホバにも喜ばれます。

 8. 信頼される人になるためにどんなことができますか。

8 信頼される人になる。与えられるどんな責任もきちんと果たす人は信頼されます。（ルカ 16:10）この点でイエスは素晴らしいお手本です。イエスは無責任だったり無頓着だったりすることはありませんでした。エホバから与えられた任務が難しい場合でも，きちんと果たしました。人々を愛し，特に使徒たちを大切にしました。そして，自分の命を全ての人のために与えました。（ヨハ 13:1）イエスに倣って与えられているどんな仕事も一生懸命果たすようにしましょう。どのようにすればいいのか分からないときは，自分から経験のある兄弟たちに助けを求めてください。最低限のことをするだけで満足しないようにしましょう。（ロマ 12:11）「人のためではなくエホバのために」一生懸命仕事を果たしましょう。（コロ 3:23）もちろん，完璧に何でもできるわけではないので，自分の限界や間違いを認めることは大切です。（格 11:2）






実用的なスキルを身に付ける


 9. 若い兄弟が実用的なスキルを身に付けることが大切なのはどうしてですか。

9 クリスチャンとして成長するためには，幾つかの実用的なスキルを身に付ける必要があります。そうしたスキルは，会衆でいろいろな責任を担い，自分や家族の生活を支えるために仕事をし，他の人と良い関係を築く助けになります。では，大切なスキルのうちの幾つかを取り上げてみましょう。



[image: 若い兄弟が，会衆で開かれている識字クラスに参加している。メモを取りながら真剣に聞いている。]

読み書きのスキルを身に付けることは，自分や会衆にとってためになる。（10-11節を参照。）





10-11. 若い兄弟が読み書きのスキルを身に付けることは，自分や会衆にとってためになります。どうしてそういえますか。（詩編 1:1-3）（写真も参照。）

10 上手に読み書きできるようになる。聖書によると，毎日時間を取って神の言葉を読み，じっくり思い巡らす人は，幸せになり，成功できます。（詩編 1:1-3を読む。）聖書を毎日読むなら，エホバの考え方をよく知り，それを生活の中でどのように当てはめられるかが分かるようになります。（格 1:3，4）そのような兄弟たちが会衆で必要とされています。どうしてでしょうか。

11 兄弟姉妹は，聖書から教えたり良いアドバイスをしたりできる兄弟たちの助けを必要としています。（テト 1:9）読み書きが上手にできるなら，兄弟姉妹にとってためになる話やコメントを準備して，仲間の信仰を強めることができます。また，個人研究の時や集会や大会で話を聞く時に，役立つ点を書き留めることもできます。それを，自分の信仰を強め，仲間を力づけるために使うことができるでしょう。

12. コミュニケーションのスキルを磨くために，どんなことが役立ちますか。

12 コミュニケーションのスキルを磨く。兄弟たちにとってコミュニケーションのスキルはとても大切です。それには，話をよく聞き，相手の考えや感情を理解することが含まれます。（格 20:5）コミュニケーションが上手に取れるようになると，声の調子や顔の表情や身振りの微妙な変化を見て取ることができるようになります。でも，そのためには一緒に過ごす時間を取る必要があります。メールやメッセージなど電子的なツールにいつも頼っているなら，人と話すのが苦手になってしまうかもしれません。それで，人と直接会って話す機会をつくるようにしましょう。（ヨハ二 12）



[image: 若い兄弟が年上の兄弟から，ウッドデッキを直す方法を学んでいる。]

働くためのスキルを身に付けるのは良いこと。（13節を参照。）





13. 若い兄弟は，ほかにもどんなことをできるようになる必要がありますか。（テモテ第一 5:8）（写真も参照。）

13 自活できるようになる。クリスチャンとして成長した兄弟は，自活し，自分の家族を養います。（テモテ第一 5:8を読む。）お父さんや親族から働くためのスキルを学ぶ若い兄弟たちもいます。高校でいろいろな職業訓練を受ける兄弟たちもいます。どんな方法だとしても，働くためのスキルを身に付けることが大切です。よく働いて仕事を最後までやり遂げましょう。そうすれば，良い評判を得て，仕事を見つけたり続けたりする助けになるでしょう。（使徒 18:2，3; 20:34。エフェ 4:28）この記事で学んだ点を実践するなら，将来に備えることもできます。これからどんな役割を果たす可能性があるか，考えてみましょう。






将来に備える


14. 若い兄弟は全時間奉仕をするためにどんな準備ができますか。

14 全時間奉仕者。クリスチャンとして成長した兄弟たちの多くは，若い時に全時間奉仕を始めています。若い兄弟は，開拓奉仕をすることによって，いろんなタイプの人と協力して働く方法を学ぶことができます。また，生活のためにお金を上手にやりくりする方法も学べます。（フィリ 4:11-13）まずは，補助開拓奉仕をやってみましょう。そうするなら開拓奉仕を始める良い準備をすることができます。開拓奉仕は，建設サーバントやベテル奉仕などのさまざまな全時間奉仕につながるでしょう。

15-16. 若い兄弟は援助奉仕者や長老として奉仕するためにどんなことができますか。

15 援助奉仕者や長老。兄弟たちが会衆の長老として兄弟姉妹のために働くのを目指すのは大切です。聖書は，それが「立派な仕事を望んでい[る]」ことになると教えています。（テモ一 3:1）長老になるには，まず援助奉仕者になる必要があります。援助奉仕者は長老たちをサポートするためにいろいろな仕事をします。長老も援助奉仕者も，仲間のために一生懸命働き，宣教に熱心に参加します。10代後半の若い兄弟も，資格を満たせば援助奉仕者になることができます。そして，20代前半だとしても，資格を満たすなら長老に任命されることもあります。

16 どうすれば援助奉仕者や長老として奉仕できるようになるでしょうか。手っ取り早い方法はありません。エホバや家族や会衆の人への愛を強め，聖書に載せられている必要な資格を満たすように努力してください。（テモ一 3:1-13。テト 1:6-9。ペテ一 5:2，3）それぞれの資格についてよく学んで理解し，エホバの助けを祈り求めましょう。*



[image: 若い兄弟が夕食のテーブルの準備をして，両親を手伝っている。]

夫が妻や子供を愛し，家族を生活面や感情面，そして何よりも信仰面で支えることをエホバは願っている。（17節を参照。）





17. 若い兄弟は，良い夫また家族のリーダーになるためにどんなことができますか。（写真も参照。）

17 夫。イエスが述べた通り，結婚しないことにする兄弟たちもいます。（マタ 19:12）でも，もし結婚することにするなら，夫また家族のリーダーとしての役割を担うことになります。（コリ一 11:3）エホバは夫が妻を愛し，生活面でも感情面でも信仰面でも支えることを願っています。（エフェ 5:28，29）この記事で学んでいる通り，思考力を身に付け，女性を大切にし，信頼できる人になるように努めるなら，良い夫また家族のリーダーとしての役割を果たすための準備ができるでしょう。

18. 若い兄弟は，良い父親になるためにどんな準備ができますか。

18 父親。結婚した後，子供を持つことになるかもしれません。良い父親になるためにエホバからたくさんの点を学べます。（エフェ 6:4）エホバは，息子であるイエスのことを愛していて喜んでいるとはっきり伝えました。（マタ 3:17）子供ができたなら，愛していることをいつでも伝えるようにしましょう。良いことをしたときには，ためらわずに褒めてあげてください。父親はエホバの手本に倣うなら，子供たちがクリスチャンとして成長できるように助けることができます。そのような父親になるために，今から家族や会衆の仲間を大切にし，愛や感謝を進んで伝えるようにしましょう。（ヨハ 15:9）そうするなら，将来，良い夫また父親になることができるでしょう。それまでの間もエホバに喜ばれ，家族や会衆にとって頼もしい存在になれます。






今どんなことができますか




[image: ここまでの写真に出てきた若い兄弟たちが，エホバに喜ばれることを楽しそうに行っている。1. じっくり考えていた兄弟が伝道をしている。2. 夕食のテーブルの準備を手伝っていた兄弟が，年配の兄弟のタブレットの操作をサポートしている。3. 識字クラスに参加していた兄弟が，ステージで聖書を朗読している。4. 大工仕事を学んでいた兄弟が，建設奉仕で電動のこぎりを操作している。]

多くの若い兄弟たちが聖書を学んで当てはめ，クリスチャンとして成長している。（19-20節を参照。）





19-20. 若い兄弟たちはクリスチャンとして成長するために何ができますか。（表紙の写真を参照。）

19 若い兄弟たち，クリスチャンとして成長するためには努力が必要です。それで，良い手本に倣い，思考力を身に付け，信頼される人になり，実用的なスキルを身に付け，将来に向けて準備をしましょう。

20 やるべきことがたくさんあり過ぎて，考えるだけでも圧倒されてしまいますか。でも，大丈夫です。エホバはあなたのことをぜひ助けたいと思っています。（イザ 41:10，13）会衆の兄弟姉妹も助けてくれます。クリスチャンとして成長するようできる限りの努力をするなら，人生は楽しくて充実したものになるでしょう。若い兄弟たち，私たちは皆さんのことを大切に思っています。クリスチャンとして成長しようと努力するあなたをエホバが支え，成功させてくださいますように。（格 22:4）







以下の聖句からどんなことを学びましたか


	  詩編 119:9



	  詩編 1:1-3



	  テモテ第一 5:8









65番の歌 進歩し続けよう

^  会衆にはクリスチャンとして成長した兄弟たちが必要です。この記事では，若い兄弟たちが成長していくためにどんなことができるかを学びます。


^  前の記事の「語句の説明」を参照。


^  「エホバの望まれることを行う組織」の第5章と第6章を参照。






^ （王一 2:2） 「私はもう長くない。だから，勇気を持ち，男らしくありなさい。



^  （王一 2:1-3） ダビデは，死期が近づくと，息子ソロモンにこう指示した。 2 「私はもう長くない。だから，勇気を持ち，男らしくありなさい。 3 あなたは，あなたの神エホバに対する務めを守らなければならない。神の道を歩み，モーセの律法に書かれている神の法令とおきてと法規と教え*に従いなさい。そうすれば，何をするにしてもどこに行くにしても，あなたは成功する*。

または，「思い出させるもの」。
または，「賢く行動できる」。


^  （ルカ 2:52） イエスは引き続き成長し，ますます賢くなり，神と人から好意を受けていった。



^  （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバ*が望む指導と助言*によって育ててください。

付録A5参照。
または，「エホバの考えを入れること」。


^  （テモ一 3:1） 次の言葉は真実です。監督になろうと努めている人は，立派な仕事を望んでいます。



^  （ヘブ 13:7） 皆さんを教え導いている*人たちのことを心に留めてください。皆さんに神の言葉を語った人たちです。その人たちの行いがどのような結果になるかをよく見て，その信仰に倣ってください。

または，「皆さんの中で率先している」。


^  （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。



^  （ヘブ 12:1， 2） それで，これほど大勢の*証人たちに囲まれているのですから，私たちもあらゆる重荷と，すぐに絡み付く罪を捨て，参加している競走を忍耐して走りましょう。 2 私たちの信仰を導き，完全にしてくださる方であるイエスを一心に見つめながら走るのです。イエスは，前途にある喜びのために，恥を物ともせず苦しみの杭*に耐え，神の座の右に座りました。

または，「大きな雲のような」。
用語集参照。


^ （詩 119:9） 若い人はどうすれば清く生きられるだろう。 あなたの言葉に従って注意深くあるならそうできる。



^  （格 3:21） わが子よ，それら*を見失ってはならない。 役立つ知恵と思考力を守れ。

神が持つ前述の資質を指すと考えられる。


^  （格 7:7） 世間知らずの*人たちを観察していて， 若者たちの中に分別のない*若者を見つけた。

または，「経験のない」。
直訳，「心が欠けている」。


^  （格 29:11） 愚かな人は感情をぶちまけ， 賢い人は穏やかさを保つ。



^  （詩 119:9） 若い人はどうすれば清く生きられるだろう。 あなたの言葉に従って注意深くあるならそうできる。



^  （格 2:11， 12） 思考力があなたを見守り， 識別力があなたを保護する。 12 あなたを次のものから救い出すためである。 悪い道から，堕落した事柄を話す人から，



^  （ヘブ 5:14） 一方，固い食物*は，十分に成長した人*のためのものです。そのような人は，使うことによって識別力*を訓練したので，正しいことも悪いことも見分けることができます。

または，「よくかんで食べる物」。
または，「大人」。
または，「知覚力」。


^  （テモ一 5:1， 2） 年長の男性を厳しく批判してはなりません。父親に対するように接し*，若い男性には兄や弟に対するように， 2 年長の女性には母親に対するように，若い女性には姉や妹に対するように全く清い心で*接してください。

または，「お願いし」。
または，「貞潔に」。


^  （コリ一 6:18） 性的不道徳*から逃げ去りなさい！ ほかの罪はどれも人が自分の体の外で犯すものですが，性的に不道徳な行為をする人は自分の体に対して罪を犯しているのです。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。


^  （コリ一 10:31-33） それで，食べるにしても，飲むにしても，ほかのどんなことをするにしても，全てのことを神の栄光のためにしましょう。 32 ユダヤ人にとっても，ギリシャ人にとっても，神の会衆にとっても，信仰の妨げ*にならないようにしましょう。 33 私も，自分ではなく多くの人のためになることを優先し，全てのことについて全ての人を喜ばせるようにしています。多くの人が救われてほしいからです。

または，「過ちのもと」。


^  （テト 2:6） 若い男性にも，健全な考え方をすることをいつも勧めてください。



^  （ルカ 16:10） ごく小さなことに忠実な人は多くのことにも忠実であり，ごく小さなことで不正をする人は多くのことでも不正をします。



^  （ヨハ 13:1） イエスは，過ぎ越しの祭りの前に，自分がこの世を去って天の父のもとに行くべき時が来たことを知った。そして，世にいて自分に従う人たちを，それまでも愛してきたが，最後まで愛した。



^  （ロマ 12:11） 怠けたりせず，よく働いてください。聖なる力によって熱意に燃えましょう。エホバに一生懸命仕えてください。



^  （コロ 3:23） 何をしていても，人のためではなくエホバ*のためにするように，自分の全てを尽くして行いましょう。

付録A5参照。


^  （格 11:2） 出過ぎたことをすると，恥をかく。 知恵は，慎みのある人たちと共にある。



^ （詩 1:1-3） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。  2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。  3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。


^  （詩 1:1-3） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。  2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。  3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。


^  （格 1:3， 4） 洞察力，正義，判断力*， 正直さ*を身に付ける*ためのもの。  4 経験のない人を聡明にし， 若者に知識と思考力を与えるためのもの。

または，「公正さ」。
または，「公平さ」。
直訳，「を与える指導を受け入れる」。


^  （テト 1:9） 神の信頼できる*言葉にしっかり従った教え方をしなければ*なりません。そうすれば，健全な*教えによって励ます*ことも，逆らう人を戒めることもできるでしょう。

または，「確かな」。
または，「従って教える技術を用いなければ」。
または，「有益な」。
または，「説き勧める」。


^  （格 20:5） 人の心の考え*は深い所にある水のようだ。 識別力のある人はそれをくみ上げる。

または，「意図」。


^  （ヨハ二 12） あなたたちに伝えたいことはたくさんありますが，紙とインクを使って書こうとは思いません。そちらに行き，顔を合わせて話したいと思っています。そうすれば，あなたたちは喜びに満たされるでしょう。



^ （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^  （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^  （使徒 18:2， 3） そして，ポントス生まれのユダヤ人であるアクラと妻のプリスキラに会った。2人は，クラウディウスがユダヤ人全員にローマ退去を命じたために，最近イタリアから来たのだった。パウロは2人のもとに行き， 3 職業が同じだったのでその家に滞在し，一緒に働いた。天幕作りが職業だった。



^  （使徒 20:34） 私が自分と同行者の生活のためにこの手で働いたことを，皆さん自身が知っています。



^  （エフェ 4:28） 盗んでいる人は，もう盗んではなりません。きちんと仕事をし，一生懸命働いてください。そうすれば，生活に困っている人に物を分けてあげられるでしょう。



^  （フィリ 4:11-13） こうしたことを述べているのは，困窮しているからではありません。私は，どんな状況にいても満足する，ということを学びました。 12 貧しい生活も，豊かな生活も知っています。満たされているときも飢えているときも，物がたくさんあるときも少ししかないときも，常にあらゆる状況でやっていく秘訣を学びました。 13 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^  （テモ一 3:1） 次の言葉は真実です。監督になろうと努めている人は，立派な仕事を望んでいます。



^  （テモ一 3:1-13） 次の言葉は真実です。監督になろうと努めている人は，立派な仕事を望んでいます。 2 ですから，監督は，とがめられるところがなく，1人の妻の夫で，節度をわきまえ，健全な考え方*をし，秩序正しく行動し，人をよくもてなし，教える資格がなければなりません。 3 また，酩酊せず，暴力を振るわず，分別があり，争いを好まず，お金を愛さず， 4 家庭を立派に治め*，子供をよくしつけて従わせているべきです。 5 （自分の家庭を治められないのであれば，神の会衆*を世話することなどできるでしょうか。） 6 クリスチャンになって間もない人であってはなりません。思い上がって，悪魔と同じように断罪されるようなことにならないためです。 7 さらに，会衆外の人からも良い評判を得ているべきです。人々から非難され，悪魔のわなに陥る，ということがないようにするためです。 8 援助奉仕者*も，真面目で，二枚舌を使わず*，多量の酒を飲まず，貪欲に不当な利益を得ようとせず， 9 やましいところのない良心を保って，神聖な秘密である信仰の道をしっかり歩んでいるべきです。 10 この人たちは，その仕事にふさわしいかどうか*，まず試されなければなりません。非難されるところがなければ，奉仕者として仕えさせることができます。 11 女性たちも，真面目で，中傷したりせず，節度をわきまえ，あらゆる点で忠実であるべきです。 12 援助奉仕者は，1人の妻の夫で，子供を従わせ，家庭を立派に治めているべきです。 13 立派に奉仕する人は良い評価を得，キリスト･イエスへの信仰について少しも気後れせずに語ることができます。

または，「良い判断」。
または，「管理し」。
用語集参照。
用語集参照。
または，「人をだますようなことを言わず」。
または，「資格があるかどうか」。


^  （テト 1:6-9） 任命される人は，非難されるところがなく，1人の妻の夫でなければなりません。その人の子供も信仰を持っているべきで，堕落*しているとか反抗的だと非難されていてはなりません。 7 監督は，神の家の管理人ですから，非難されるところがあってはならず，意地を張らず，すぐに怒らず，酩酊せず，暴力を振るわず，貪欲に不当な利益を得ようとすべきではありません。 8 人をよくもてなし，善いことを愛し，健全な考え方*をし，正しいことを行い，神に尽くし*，自制心があり， 9 神の信頼できる*言葉にしっかり従った教え方をしなければ*なりません。そうすれば，健全な*教えによって励ます*ことも，逆らう人を戒めることもできるでしょう。

または，「放蕩」。
または，「良い判断」。
または，「を揺るぎなく支持し」，「から離れず」。
または，「確かな」。
または，「従って教える技術を用いなければ」。
または，「有益な」。
または，「説き勧める」。


^  （ペテ一 5:2， 3） 皆さんに委ねられた神の羊の群れを世話してください。強いられてではなく，神の前で進んで監督として奉仕し*，不当な利益を得ようとしてではなく，真剣な態度で世話しましょう。 3 神の財産である*人たちに対して威張ったりせず，群れの模範となりましょう。

または，「進んで群れを注意深く見守り」。
または，「神から委ねられた」。


^  （マタ 19:12） 生まれつき障害があるので結婚しない人や，人に障害を負わされたので結婚しない人もいれば，天の王国のために結婚しない人もいます。それを受け入れることができる人は，受け入れなさい」。



^  （コリ一 11:3） しかし，次のことを知ってほしいと思います。全ての男性の頭はキリストであり，女性の頭は男性であり，キリストの頭は神です。



^  （エフェ 5:28， 29） 同様に，夫は自分の体を愛するように妻を愛するべきです。妻を愛する人は自分を愛しているのです。 29 誰も自分の体を憎んだりはせず，養って大切にします。キリストも会衆を養って大切にします。



^  （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバ*が望む指導と助言*によって育ててください。

付録A5参照。
または，「エホバの考えを入れること」。


^  （マタ 3:17） さらに天から声がした。「これは私の愛する子，私はこの子のことを喜んでいる」。



^  （ヨハ 15:9） 父が私を愛したように，私はあなたたちを愛しました。いつも私に愛されるようにしていなさい。



^  （イザ 41:10） 恐れてはいけない。私があなたと共にいる。 心配してはいけない。私があなたの神である。 私はあなたを強くし，必ず助ける。 私の正義の右手であなたをしっかりと支える*』。

または，「つかんで離さない」。


^  （イザ 41:13） あなたの神である私エホバは，あなたの右手をしっかりつかみ， 『恐れてはいけない。私があなたを助ける』と言う。



^  （格 22:4） 謙遜さとエホバへの畏れがもたらすのは， 富と栄光と命である。



^ （詩 119:9） 若い人はどうすれば清く生きられるだろう。 あなたの言葉に従って注意深くあるならそうできる。



^ （詩 1:1-3） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。  2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。  3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。


^ （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。








覚えていますか





今年の「ものみの塔」誌を楽しくお読みになりましたか。学んだ点を思い起こしてみましょう。

「考え方を新しくする」とはどういうことですか。（ロマ 12:2）

良いことを少し行うだけでは十分ではありません。自分の内面をよく調べ，エホバの基準に合わせて自分を変える必要があります。（塔研23.01 8-9）

世界の出来事をしっかり見張りつつバランスの取れた見方を保つにはどうしたらよいですか。

私たちは，聖書の預言が今の世界でどのように実現しているかに関心を持っています。でも臆測で話すなら，会衆の一致を乱してしまいます。エホバの組織から与えられる情報に基づいて話すことが大切です。（コリ一 1:10）（塔研23.02 16）

イエスのバプテスマと弟子たちのバプテスマには，どんな違いがありますか。

イエスはエホバに献身したイスラエル国民の一員として生まれたので，改めて献身する必要はありませんでした。イエスは完全で罪のない方だったので，罪を悔い改める必要もありませんでした。（塔研23.03 5）

集会で，できるだけたくさんの人がコメントできるように，どんなことができますか。

短いコメントを意識するなら，もっとたくさんの人がコメントできます。また，1度のコメントでたくさんの点を含め過ぎないようにします。そうすれば，ほかの人たちはコメントすることがなくなってしまうことはありません。（塔研23.04 23）

イザヤ 35章8節の「神聖な道」とは何のことですか。

この比喩的な道は，古代において，バビロンに捕囚にされていたユダヤ人が故国に戻るための道を表していました。現代では，1919年までの数百年間に，聖書の翻訳や印刷などによってこの道の整地作業が行われました。エホバに仕える人たちは，比喩的パラダイス，また神の王国の下での素晴らしい将来に続く「神聖な道」を歩き続けています。（塔研23.05 15-19）

格言 9章に描かれているどんな2人の女性から大切な点を学べますか。

「愚かな女性」の誘いを受け入れるなら，「墓」に向かうことになります。一方，「真の知恵」を表している女性の招待を受け入れるなら，「理解の道」を進んで命を得ることができます。（格 9:1，6，13，18）（塔研23.06 22-24）

エホバが謙遜で分別のある方だということは，ロトに対する接し方からどのように分かりますか。

エホバはロトに，ソドムから山地に逃げるようにと指示しました。でも，ロトがゾアルに逃げさせてほしいと頼んだ時，エホバはその願いを聞き入れました。（塔研23.07 21）

夫がポルノを見ている場合，妻はどんなことができますか。

自分を責めないようにします。エホバとの絆を強め，大変な中でもエホバに祈って力を得た女性たちの記録を聖書から読んで，じっくり考えます。誘惑となる状況を避けられるよう夫を助けることもできるかもしれません。（塔研23.08 14-17）

自分が信じていることについて攻撃的な態度で質問された時，穏やかに答える上で洞察力はどのように助けになりますか。

質問されたことを，相手がどんなことに関心があるかを知るチャンスと考えましょう。そうすれば，落ち着いて穏やかに答えることができます。（塔研23.09 17）

エホバがどのように力を与えるかについて，マリアから何を学べますか。

メシアの母親になることを知ったマリアは，仲間から力をもらいました。ガブリエルとエリサベツはマリアを元気づけました。私たちも仲間の兄弟姉妹から力をもらうことができます。（塔研23.10 15）

エホバは私たちの祈りにどのように答えてくださいますか。

エホバは私たちの祈りを聞くと約束しています。（エレ 29:12）祈りを聞くときには，ご自分の目的について考えます。同じような祈りであってもいろいろな方法で答えることがありますが，いつも変わらず支えてくれます。（塔研23.11 21-22）

パウロがローマ 5章2節で「希望」について説明した後，4節でその話題を改めて持ち出しているのはどうしてですか。

良い知らせを聞くと，パラダイスになった地球で生きられるという希望を持つようになるかもしれません。でも，苦難を経験し，それを忍耐してエホバに喜んでいただいているということを実感すると，その希望は初めの頃よりもますます現実的なものになります。（塔研23.12 12-13）











^ （ロマ 12:2） そして，今の体制によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。



^ （コリ一 1:10） 兄弟たち，私たちの主イエス･キリストの名によって勧めます。皆さんが語る事柄は一致しているべきです。分裂があってはなりません。同じ思い，同じ考え方でしっかりと団結してください。



^ （イザ 35:8） そこには街道ができる。 「神聖な道」と呼ばれる道である。 汚れた人がその道を通ることはない。 それはその道を歩く人のためのものであり， 愚かな人が入ってくることはない。



^ （格 9:1-18） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。  2 肉をしっかり用意し， ぶどう酒に香料を混ぜ， 食卓も整えた。  3 召し使いの女性たちを遣わした。 町の高台から呼び掛けるためである。  4 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。  5 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。  6 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。  7 あざける人を正すなら，恥をかき， 悪人を戒めるなら，けがをする。  8 あざける人を戒めるな。さもないと，その人はあなたを憎む。 賢い人を戒めよ。そうすれば，その人はあなたを愛する。  9 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。 10 知恵はエホバへの畏れから始まる。 最も聖なる方についての知識が理解を与える。 11 知恵によって，あなたの日々は多くなり， あなたは長く生きられる。 12 あなたが賢くなるなら，それは自分自身のためである。 あざける人になるなら，自分一人で責任を負う。 13 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。 14 自分の家の入り口に， 町の高い所にある席に座り， 15 通っていく人たちに， 道を真っすぐ進んでいく人たちに呼び掛ける。 16 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

直訳，「心が欠けている」。
または，「経験のない人たちを後に残して」。
直訳，「心が欠けている」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^ （格 9:1） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。



^ （格 9:6） 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。

または，「経験のない人たちを後に残して」。


^ （格 9:13） 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。



^ （格 9:18） 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^ （エレ 29:12） あなたたちが私を呼び，私のもとに来て祈る時，私は耳を傾ける』。



^ （ロマ 5:2） 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。



^ （ロマ 5:4） そして，忍耐すると神から良いと認められ，神から良いと認められると希望を持てます。








題目索引 2023年の「ものみの塔」と「目ざめよ！」


記事の掲載号のリスト





「ものみの塔」（研究用）


エホバの証人

	1923: 100年前の年，10月



	どんな人にも思いやりを示す，12月



	フルダがどうしても欲しかったもの，11月





クリスチャンの生き方

	飲酒についてエホバと同じ見方をする，12月



	配偶者がポルノを見ているなら，8月



	本物の愛を目にした3人，2月





研究記事

	「愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」，3月



	「頭がさえた状態を保ち，油断なく見張ってください」，2月



	「あなたの兄弟は生き返ります」，4月



	あなたは進んで従いますか，10月



	イエスの奇跡から学べること，4月



	命という贈り物を大切にする，2月



	祈りをもっと良いものにするには，5月



	エホバと仲間への愛を深めていきましょう，7月



	エホバの神殿で崇拝できるのは素晴らしいこと，10月



	エホバの日に向けて用意をしておく，6月



	エホバのように分別がある人になりましょう，7月



	エホバは祈りに答えてくださる どのように？ 5月



	エホバは必ず地球を楽園に変える どうしてそういえるか，11月



	エホバはどんな時も成功させてくださる，1月



	エホバは本当に祈りを聞いてくれる？ 11月



	エホバは私たちを強い人にしてくださる，10月



	エホバを畏れることが大切なのはどうしてか，6月



	エホバを畏れる人はいつまでも幸せでいられる，6月



	思いも寄らない問題にぶつかっても，エホバが支えてくださる，4月



	温和な人は強い人，9月



	神の言葉は真理，1月



	「考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう」，1月



	記念式を行う努力をエホバは喜んでくださる，1月



	兄弟姉妹を心から愛することは大切，11月



	「キリストの愛が私たちを駆り立てる」，1月



	クリスチャンとしての目標 あなたも達成できます，5月



	決して諦めなかったペテロに倣う，9月



	サムソンのようにエホバに頼る，9月



	しっかり立って，動じないようにする，7月



	集会で励まし合いましょう，4月



	将来についてのエホバの約束 どうすれば信仰を強められるか，4月



	信仰を持って行動するなら，エホバから見て正しい人になれる，12月



	「神聖な道」を歩み続ける，5月



	辛抱強い人になりましょう，8月



	聖書から著者について分かること，2月



	聖書の預言から学べること，8月



	聖書をどのように読んでいますか，2月



	聖書を深く掘り下げて学ぶのは楽しいこと，10月



	創造物からエホバのことをもっと知る，3月



	創造物を使ってお子さんにエホバについて教えましょう，3月



	大患難のために用意をしていますか，7月



	大切な荷物は持ち，余分な荷物は捨てる，8月



	大変な時にもエホバを信頼する，11月



	ダニエルの手本から学べること，8月



	長老の皆さん，ギデオンを見習いましょう，6月



	バプテスマに向けてできること，3月



	バプテスマを受けるのはどうして？ 3月



	ペテロの2通の手紙から学べること，9月



	「ヤハの炎」を燃やし続けるために，5月



	若い兄弟たち，クリスチャンとして成長していきましょう，12月



	若い姉妹たち，クリスチャンとして成長していきましょう，12月



	若い皆さん，どんな人生を送りたいですか，9月



	私たちの希望が失望に終わることはない，12月





ご存じでしたか

	バビロンの遺跡から発見されたれんがや，そのれんがの作り方に関する記録は，聖書の正確さをどのように裏付けているか，7月





読者からの質問

	イエスが生まれた後，ヨセフとマリアがベツレヘムにとどまったのはどうしてか，6月



	イスラエル人が荒野で食べたのはマナとウズラだけだったか，10月



	エホバの名前と主権についての理解はどのように深まったか，8月



	名前の書かれていない人が，ルツと結婚すると自分の相続財産が「減る」と言ったのはどうしてか（ルツ 4:1，6），3月





やってみよう

	エホバについてもっと調べてみる（「ものみの塔出版物索引」/「リサーチガイド」），8月



	兄弟姉妹のライフ･ストーリー，1月



	子供のための教材（jw.org），9月



	信仰を強める歌を覚える（jw.org），11月



	新着情報をチェックする（JW Library®とjw.org），3月



	トップページの記事を探す（jw.org），2月



	「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」で調査用の資料を活用する，5月



	「ものみの塔」の副記事（JW Library®），6月



	優先順位を決める，7月



	理解の調整に付いていく（「ものみの塔出版物索引」/「リサーチガイド」），10月



	「リサーチガイド」にある聖句の説明を読む，4月





ライフ･ストーリー

	温かい気遣いには大きな力がある（R･リード），7月



	エホバに頼って本当の安心感を味わってきました（I･イタジョビ），11月



	兄弟姉妹の信仰が輝くのを見てきました（R･ランディス），2月



	たくさんのサプライズと，エホバが教えてくれたこと（R･ケスク），6月










「ものみの塔」（一般用）


	メンタルヘルス こころのケアと聖書，No. 1










「目ざめよ！」


	地球はどうなる？ サステナブルな未来，No. 1















^ （ルツ 4:1） ボアズは町の門の所に行き，そこに座った。すると，ボアズが言っていた買い戻す権利を持つ人が通り掛かった。ボアズが，「ここに来て，座ってください」と言うと，その人*は来て，座った。

名前は述べられていない。


^ （ルツ 4:6） すると，その人は言った。「私は買い戻せません。私の相続財産が減ることになりかねません。権利を放棄しますので，あなたが買い戻してください。私は買い戻せないからです」。








経験談




どんな人にも思いやりを示す


ニュージーランドのある姉妹は，「『気遣い合[い]』ましょう」という動画を見ました。その中では，エホバが思いやりを感じるだけでなく，それを示す方だということが話されていました。（イザ 63:7-9）それで姉妹は，自分も誰かの助けになるチャンスを探そうと思いました。その日，買い物に行くと，ホームレスの女性に会いました。姉妹が何か食べるものを買うことを申し出ると，女性は喜びました。姉妹は食べ物を買って女性の所に持っていき，「つらいことはいつかなくなる？」のパンフレットを見せて少し話しました。

すると，女性は泣き崩れました。そして，エホバの証人の家庭で育ったものの，かなり前に真理から離れてしまったことや，「エホバのもとに戻れるように助けてください」と最近祈っていたことを話してくれました。姉妹は女性に聖書を渡し，聖書レッスンが始まりました。*

エホバに倣って，親族や会衆の仲間を含め，いろいろな人に思いやりを示すのは大切なことです。聖書の真理について伝えるチャンスを探すことによっても思いやりを示せます。







^  集会や伝道に参加しなくなった兄弟姉妹をどのように助けられるかについては，「ものみの塔」2020年6月号の「私のもとに戻ってきなさい」という記事を参照。








^ （イザ 63:7-9） 私は，エホバの揺るぎない愛の行い， エホバの素晴らしい行いについて語る。 エホバは憐れみと大きくて揺るぎない愛により， 私たちのために，イスラエル国民のために， 多くの良いことを行ってくださったからだ。  8 「彼らは確かに私の民，私に尽くす*子たちである」と神は言い， 彼らの救い主となった。  9 彼らが苦しんでいたどの時にも，神も苦しみを味わった。 そして，神ご自身の使者*が彼らを救った。 神は愛と思いやりをもって彼らを救い*， 昔はいつも彼らを抱き上げて運んだ。

または，「偽ることがない」。
または，「神に仕える天使」。
直訳，「買い戻し」。






1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32









^ ***喜歌 119番 信仰を持とう***
119番
信仰を持とう
（ヘブライ 10:38，39）
1. エホバは今も語る キリストによって
悔い改めるように呼び掛けている
（※ 繰り返し）
強い信仰持とう
生き続けるため
行いによって
真の命を得よう
2. 遠く広く伝えよう 王国の真理
エホバからのメッセージ 輝く希望
（※ 繰り返し）
強い信仰持とう
生き続けるため
行いによって
真の命を得よう
3. いかりのような信仰 心に抱いて
忍耐して進もう 救いは近い
（※ 繰り返し）
強い信仰持とう
生き続けるため
行いによって
真の命を得よう
（ロマ 10:10; エフェ 3:12; ヘブ 11:6; ヨハ一 5:4も参照。）



^ ***喜歌 28番 エホバの友となる***
28番
エホバの友となる
（詩編 15編）
1. 神の友はどんな人
神が愛するのはどんな人
聖書学び 信仰持ち
変わらずに正しく生きる人
2. 神の友はどんな人
神が喜ぶのはどんな人
神をたたえ よく従い
正直で心の清い人
3. 祈りにより悩み委ね
すぐそばに感じる神の愛
今日も明日もどんな時も
エホバこそ私の真の友
（詩 139:1; ペテ一 5:6，7も参照。）









^ ***喜歌 142番 希望をしっかり持ち続ける***
142番
希望をしっかり持ち続ける
（ヘブライ 6:18，19）
1. 人は絶えず道に迷い
救い求め風を追う
罪の力逆らえず
力 希望なくす
（※ 繰り返し）
元気出して さあ歌おう
王国救い もたらす
希望つかみ離さず
命のいかり頼ろう
2. エホバの日は近づいたと
告げる声が鳴り響く
神は悪を終わらせて
皆の希望かなう
（※ 繰り返し）
元気出して さあ歌おう
王国救い もたらす
希望つかみ離さず
命のいかり頼ろう
（詩 27:14; 伝 1:14; ヨエ 2:1; ハバ 1:2，3; ロマ 8:22も参照。）



^ ***喜歌 139番 新しい世界を見つめて***
139番
新しい世界を見つめて
（啓示 21:1-5）
1. 心に描こう 楽園での私を
自由と平和が満ちた世界にいる
恐れや苦しみ涙も もはやない
輝く時代始まる
感謝の思いあふれ出す
（※ 繰り返し）
ありがとう 父エホバ
新しいこの世界
声響かせ さあ歌おう
この賛美を今あなたに
2. 心を向けよう 楽園での自分に
静けさ 安らぎ 満ちた世界にいる
エホバの約束全てが果たされた
愛する人と再び会える喜び
すぐそこに
（※ 繰り返し）
ありがとう 父エホバ
新しいこの世界
声響かせ さあ歌おう
この賛美を今あなたに
（詩 37:10，11; イザ 65:17; ヨハ 5:28; ペテ二 3:13も参照。）












^ ***喜歌 133番 若い時にエホバを崇拝する***
133番
若い時にエホバを崇拝する
（伝道 12:1）
1. 若い力 エホバに捧げ 賛美奏でる
真理語るあなたの笑顔
なんて眩しい
2. あなた深く気遣う親に感謝示せば
神と人に愛され
その瞳は輝く
3. 真理根ざす心に神の愛が花咲く
真理の道それずに歩く
あなた いとしい
（詩 71:17; 哀 3:27; エフェ 6:1-3も参照。）



^ ***イ聖 記事161 聖書に出てくる女性たちから何を学べますか***
聖書に出てくる女性たちから何を学べますか
聖書の答え
聖書にはいろいろな女性たちの生き方が書かれていて，たくさんの教訓を学べます。（ローマ 15:4。テモテ第二 3:16，17）この記事では女性たちを簡単に紹介します。そのほとんどは手本となる素晴らしい人たちですが，私たちへの警告となる人たちもいます。（コリント第一 10:11。ヘブライ 6:12）
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アビガイル
どんな人？ アビガイルは，金持ちで荒っぽい人ナバルの妻でした。アビガイルは機転が利き，謙遜で，容姿も美しく，神を敬う人でした。（サムエル第一 25:3）
何をした人か アビガイルは災いを回避するために知恵を働かせました。アビガイルとナバルは，イスラエルの将来の王ダビデが逃亡生活を送っていた地域に住んでいました。その間ダビデと部下たちは，ナバルの羊の群れを泥棒から守ってあげていました。それでダビデは使者を遣わし，食料を分けてほしいとナバルにお願いします。しかしナバルが横柄な態度で拒絶したため，ダビデの逆鱗に触れます！ ダビデと部下たちは，ナバルと家の男たち全員を殺そうと出ていきました。（サムエル第一 25:10-12，22）
アビガイルは夫がしたことを聞くとすぐに行動します。召し使いたちに食料を渡してダビデと部下たちに届けさせ，自分もダビデに憐れみを乞うために後に付いていきます。（サムエル第一 25:14-19，24-31）ダビデは彼女の贈り物と謙遜な態度を見，賢いアドバイスを聞いて，神が最悪の事態を防ぐためにアビガイルを遣わしたことに気付きました。（サムエル第一 25:32，33）間もなくナバルは死に，アビガイルはダビデの妻となりました。（サムエル第一 25:37-41）
学べる教訓 アビガイルは美しくて裕福でしたが，うぬぼれませんでした。自分に落ち度がなくても謝罪することをいとわず，平和な関係を保とうとしました。緊張した状況でも落ち着いて対処し，巧みさや勇気を示し，思慮深く行動しました。
▸ アビガイルについて詳しくは「思慮深く行動した女性」という記事をご覧ください。
イゼベル
どんな人？ イゼベルはイスラエル人のアハブ王の妻ですが，イスラエル人ではありません。カナン人の神バアルを崇拝し，エホバを崇拝しませんでした。
何をした人か イゼベル王妃は傲慢で冷酷で乱暴な人でした。不道徳な行為にふけるバアル崇拝を広めていて，真の神エホバへの崇拝を根絶しようとたくらんでいました。（列王第一 18:4，13; 19:1-3）
イゼベルは自分勝手な欲望を満たすために，うそをついて人を殺しました。（列王第一 21:8-16）神が予告した通り，彼女は悲惨な死を遂げ，誰にも葬られませんでした。（列王第一 21:23。列王第二 9:10，32-37）
学べる教訓 イゼベルは警告となる例です。道徳心がない厚かましい人で，その名前は恥知らずで慎みに欠けた不道徳な女性の代名詞になりました。
エステル
どんな人？ エステルはユダヤ人の女性で，ペルシャのアハシュエロス王の妻に選ばれました。
何をした人か エステル王妃は自分の民族の大虐殺を阻止するために尽力しました。エステルは，ペルシャ帝国に住むユダヤ人全てを殺害する日を定めた命令が出されたことを知ります。これは首相ハマンの仕業でした。（エステル 3:13-15; 4:1，5）エステルは年上のいとこモルデカイの助けを得つつ，自らの命を懸けて，夫のアハシュエロス王にハマンの陰謀を知らせました。（エステル 4:10-16; 7:1-10）アハシュエロスは，エステルとモルデカイの願いを聞き入れて別の命令を出させ，ユダヤ人に自分たちの命を守る権利を与えます。ユダヤ人は敵を徹底的に打ち負かしました。（エステル 8:5-11; 9:16，17）
学べる教訓 エステル王妃は勇気や謙遜さ，慎みの際立った手本です。（詩編 31:24。フィリピ 2:3）美しくて地位の高い人でしたが，アドバイスや助けを求めました。夫には巧みさや敬意を示しつつ，大胆に語りました。ユダヤ人全滅の危機に面した時には，自分もその1人であることを恐れずに明かしました。
▸ エステルについて詳しくは「神の民のために立ち上がった女性」，「賢く勇敢に無私の気持ちで行動した女性」という記事をご覧ください。
エバ
どんな人？ エバは人類最初の女性で，聖書の中で最初に登場した女性です。
何をした人か エバは神からの明確な指示に従いませんでした。夫のアダムと同じように，エバも自由意志や，愛や知恵といった神に似た性質を培う能力を持つ完全な人間として創造されました。（創世 1:27）エバは，ある木の実を食べれば死ぬという警告を神がアダムに与えたことを知っていました。ところが，その実を食べても死なないといううそを信じ込み，神に背いた方がもっと良い生き方ができると考えます。エバはその実を食べてしまい，後に夫にも食べるように勧めました。（創世 3:1-6。テモテ第一 2:14）
学べる教訓 悪い欲望を抱き続けるのは危険なことです。神の明確な命令があったにもかかわらず，エバは欲望を募らせて，自分に与えられていないものを手に入れようとしました。（創世 3:6。ヨハネ第一 2:16）
サラ
どんな人？ サラはアブラハムの妻で，イサクの母親でした。
何をした人か サラは繁栄した町ウルでの快適な生活を後にしました。神が夫アブラハムに約束した事に信仰を持ったからです。神は，ウルを出てカナン地方に行きなさいとアブラハムに言いました。神はアブラハムを祝福し，アブラハムから偉大な国民が生まれるようにすると約束しました。（創世 12:1-5）サラはその頃60代だったと思われます。それ以降，サラはアブラハムと共に遊牧生活をしました。
サラは遊牧生活で危険な目に遭いますが，アブラハムが神の導きに従えるように支えました。（創世 12:10，15）何年もの間サラは子供に恵まれず，ひどく悲しみました。ですが，神はアブラハムの子孫を祝福すると約束していました。（創世 12:7; 13:15; 15:18; 16:1，2，15）やがて神は，サラがアブラハムの子供を産むと約束します。サラは子供を産める年齢をとうに過ぎていましたが，確かに子供を産みました。サラが90歳，夫のアブラハムが100歳の時でした。（創世 17:17; 21:2-5）2人は息子をイサクと名付けました。
学べる教訓 サラの例から，どんなに不可能に思える約束でも，神は必ず実現させてくださることを確信できます。（ヘブライ 11:11）結婚生活で妻が敬意を示すことの大切さも学べます。（ペテロ第一 3:5，6）
▸ サラについて詳しくは「容姿の美しい婦人」，「神から『王妃』と呼ばれた女性」という記事をご覧ください。
シュラムの乙女
どんな人？ シュラムの乙女は田舎出身の美しい娘で，「ソロモンの歌」の主人公です。聖書には名前が書かれていません。
何をした人か シュラムの乙女は羊飼いの若者に揺るぎない愛を抱きました。（ソロモンの歌 2:16）でも，とても美しかったため，裕福なソロモン王の目に留まり，好意を示されます。（ソロモンの歌 7:6）周りの人たちからソロモンを選ぶよう勧められますが，シュラムの乙女は断り，立場が低い羊飼いの若者を愛し続けました。（ソロモンの歌 3:5; 7:10; 8:6）
学べる教訓 シュラムの乙女は美しく，王にも愛されましたが謙虚でした。富と名声を得る見込みや周りからの圧力があっても，気持ちは揺らぎませんでした。感情をコントロールし，貞潔でした。
デボラ
どんな人？ デボラはイスラエルの神エホバに仕える女預言者で，人々にエホバの意志を伝えました。また，イスラエル人の間で生じた問題を解決しました。（裁き人 4:4，5）
何をした人か 女預言者デボラはエホバに仕える人たちを勇敢に助けました。神からの指示通り，敵のカナン人と戦うイスラエル軍の指揮者としてバラクを呼びます。（裁き人 4:6，7）バラクが一緒に来てほしいと頼むと，デボラは恐れることなく喜んで応じます。（裁き人 4:8，9）
神がイスラエルに決定的な勝利を与えた後，デボラとバラクはその出来事を歌いました。その歌の一部はデボラが作りました。デボラはその中で，カナン人を打ち倒したもう1人の勇敢な女性ヤエルについて述べています。（裁き人 5章）
学べる教訓 デボラは自己犠牲の精神を持つ勇敢な女性でした。神から見て正しいことをするよう人々を励まし，そのように行動した人たちを惜しみなく称賛しました。
▸ デボラについて詳しくは「わたしはイスラエルで母として立ち上がった」という記事をご覧ください。
デリラ
どんな人？ デリラはイスラエルの裁き人サムソンが愛した女性です。（裁き人 16:4，5）
何をした人か デリラは敵のフィリスティア人の役人たちからお金をもらい，サムソンを裏切りました。サムソンはイスラエル人を救出するために神が用いていた人です。フィリスティア人はサムソンが持つ超人的な力に打ち勝てませんでした。（裁き人 13:5）それで，ひそかにデリラに助けを求めたのです。
フィリスティア人はデリラを買収し，なぜサムソンに並外れた力があるのかを探らせます。デリラはお金を受け取り，何度か聞き出そうと試み，ついにサムソンの口を割らせます。（裁き人 16:15-17）デリラがその秘密をフィリスティア人に話したため，彼らはサムソンを捕らえて牢屋に入れました。（裁き人 16:18-21）
学べる教訓 デリラは警告となる例です。お金に貪欲で，エホバ神に仕える人をだまし，不忠実で利己的な行動を取りました。
ハンナ
どんな人？ ハンナはエルカナの妻で，古代イスラエルの有名な預言者サムエルの母親でした。（サムエル第一 1:1，2，4-7）
何をした人か 子供ができなかったハンナは，神に慰めを求めました。夫には妻が2人いて，もう1人の妻ペニンナには子供がいましたが，ハンナには何年たっても子供ができませんでした。ハンナはペニンナからひどい嫌がらせを受け，神に慰めを祈り求めます。そして，もし男の子を授けてくださるなら，幕屋つまり崇拝のための移動式天幕での奉仕のためにその子を捧げます，と誓います。（サムエル第一 1:11）
神は祈りに応え，ハンナはサムエルを産みます。ハンナは約束を守り，幕屋で奉仕させるために幼いサムエルを連れていきます。（サムエル第一 1:27，28）毎年，サムエルのために袖なしの上着を作っては届けました。その後ハンナは神に祝福され，3人の息子と2人の娘が生まれました。（サムエル第一 2:18-21）
学べる教訓 ハンナは心から祈り，試練に耐えることができました。サムエル第一 2章1–10節にあるハンナの感謝の祈りには，神へのあつい信仰心がはっきりと表れています。
▸ ハンナについて詳しくは「神に心を打ち明けて祈った女性」という記事をご覧ください。
▸ 神が古代の人々の一夫多妻を許容していた理由については「神は一夫多妻を是認しておられますか」という記事をご覧ください。
マリア（イエスの母）
どんな人？ マリアはユダヤ人女性で，処女だった時に神の子を奇跡的に妊娠し，イエスを産みました。
何をした人か マリアは神が望むことを謙遜に行いました。ヨセフと婚約していた時に天使が現れ，マリアが妊娠して待望のメシアを産むことになると告げられました。（ルカ 1:26-33）マリアはその役割を進んで受け入れます。イエスが生まれた後に，4人の息子と，少なくとも2人の娘が生まれました。ですから，処女のままではありませんでした。（マタイ 13:55，56）マリアはこの上ない栄誉を受けましたが，イエスの奉仕期間中も，初期クリスチャン会衆の中でも，人々からの称賛を求めようとはしませんでした。
学べる教訓 マリアは重い責任を進んで受け入れた忠実な女性で，聖書によく通じていました。ある資料によると，マリアはルカ 1章46-55節の中で20ほどの聖句に言及しています。
▸ マリアについて詳しくは「マリアからどんなことを学べますか」という記事をご覧ください。
マリア（マルタとラザロの姉妹）
どんな人？ マリアはマルタとラザロと同じく，イエスの親しい友人でした。
何をした人か マリアはイエスが神の子だと認めていることを何度も示しました。イエスはラザロが死ぬのを防げたはずだという信仰を表明し，ラザロが復活させられた時，その場にいました。マルタは，家事を手伝わずにイエスの話を聞いていたマリアを責めましたが，イエスは神について知りたいと思っていたマリアを褒めました。（ルカ 10:38-42）
マリアは心を込めてイエスをもてなし，「高価な香油」をイエスの頭と足に注ぎました。（マタイ 26:6，7）香油を無駄にしていると周囲から非難されますが，イエスはマリアをかばい，こう言います。「世界中どこでも[神の王国の]良い知らせが伝えられる所では，この女性がしたことも語られ，思い起こされます」。（マタイ 24:14; 26:8-13）
学べる教訓 マリアにはあつい信仰心がありました。日常の事柄よりも神への崇拝を優先しました。イエスのためにお金を惜しまずに使い，謙遜な態度で敬意を示しました。
マリア･マグダレネ
どんな人？ マリア･マグダレネはイエスの忠実な弟子でした。
何をした人か マリア･マグダレネはイエスと弟子たちと共に旅をした女性の1人です。彼らの必要を賄うためにお金を惜しみなく使いました。（ルカ 8:1-3）イエスの伝道の最後まで付き添い，イエスが処刑される時にもそばにいました。そして，復活して間もないイエスを見るという名誉にあずかった人の1人でした。（ヨハネ 20:11-18）
学べる教訓 マリア･マグダレネはイエスの伝道活動を快くサポートし，忠実な弟子として仕えました。
マルタ
どんな人？ マルタはラザロとマリアの姉妹で，3人ともエルサレムの近くの村ベタニヤに住んでいました。
何をした人か マルタはイエスと親しく，イエスは「マルタとマリアとラザロを愛して」いました。（ヨハネ 11:5）マルタは人をよくもてなしました。イエスが家を訪問した際，マリアはイエスの話を聞いていましたが，マルタは家事で忙しくしていました。マリアが手伝ってくれないことで不満を述べると，イエスはマルタの見方を優しく正しました。（ルカ 10:38-42）
ラザロが病気になった時，マルタとマリアはイエスに来てほしいと頼みます。イエスがラザロを癒やせることを信じていたからです。（ヨハネ 11:3，21）しかしラザロは死んでしまいます。マルタはイエスとの会話を通し，聖書の復活の約束と，ラザロを生き返らせるイエスの能力に対する確信を表しました。（ヨハネ 11:20-27）
学べる教訓 マルタは勤勉に人をもてなしました。アドバイスを進んで受け入れ，人々の前で自分の気持ちや信仰について語りました。
▸ マルタについて詳しくは「信じてまいりました」という記事をご覧ください。
ミリアム
どんな人？ ミリアムはモーセとアロンの姉でした。聖書の中で女預言者と呼ばれた最初の人です。
何をした人か ミリアムは女預言者として神からのメッセージを人々に伝えました。イスラエルの中で目立った立場にあり，神が紅海でエジプト軍を壊滅させた時には男性たちと共に勝利の歌を歌いました。（出エジプト 15:1，20，21）
その後しばらくして，ミリアムとアロンはモーセを批判しました。誇りや嫉妬心があったようです。神は「これを聞いていた」ので，2人を厳しくとがめます。（民数 12:1-9）神はミリアムを重い皮膚病で打ちました。モーセへの批判をたきつけたのはミリアムだったからだと思われます。ミリアムを癒やしてほしいとモーセが嘆願したので，神は聞き入れます。ミリアムは7日間隔離された後，イスラエルの宿営に戻ることができました。（民数 12:10-15）
聖書によると，ミリアムは矯正を受け入れました。何世紀も後に，神はイスラエル人に語る際にミリアムの特別な役割についてこう述べました。「あなたの前にモーセ，アロン，ミリアムを遣わした」。（ミカ 6:4）
学べる教訓 神は自分に仕える人たちが何を言い，互いについて何を話すかに注目しています。また，神に喜ばれるには，誇りや嫉妬心を克服しなければなりません。そうした傾向は他の人の評判を損ないかねません。
ヤエル
どんな人？ ヤエルはヘベルの妻で，イスラエル人ではありません。ヤエルは恐れずに神の民を助けました。
何をした人か ヤエルは，カナン人の軍隊の長シセラが彼女の天幕に現れた時，果敢に行動しました。イスラエルとの戦いに敗れたシセラは隠れ家を探していたので，ヤエルは天幕に招き入れて休ませます。そして，眠り込んだシセラを殺しました。（裁き人 4:17-21）
ヤエルの行動により，「エホバはシセラを，ある女性の手に渡す」というデボラの預言が実現しました。（裁き人 4:9）ヤエルは重要な役割を果たしたので，「女性のうち最も祝福された人」という称賛を受けます。（裁き人 5:24）
学べる教訓 ヤエルは進んで行動し，勇気を示しました。神は物事を巧みに動かして預言を実現させます。
ラケル
どんな人？ ラケルはラバンの娘で，族長ヤコブに愛された妻です。
何をした人か ラケルはヤコブと結婚して2人の息子を産み，古代イスラエルの12部族の基礎が築かれました。ラケルは父の羊を世話している時にヤコブに会いました。（創世 29:9，10）姉のレアと比べてラケルは「とても魅力的」でした。（創世 29:17）
ヤコブはラケルを愛し，結婚するために7年間働くことに同意します。（創世 29:18）しかしラバンはヤコブをだまし，先にレアと結婚させ，その後ラケルと結婚することを許します。（創世 29:25-27）
ヤコブはレアと彼女の子供たちよりも，ラケルと2人の息子を愛しました。（創世 37:3; 44:20，27-29）その結果，ラケルとレアは互いをライバル視するようになりました。（創世 29:30; 30:1，15）
学べる教訓 ラケルは神が必ず祈りを聞いてくださると信じて，家庭内での難しい状況に耐えました。（創世 30:22-24）一夫多妻は緊張した関係を生じさせます。結婚の本来の基準である一夫一婦制には，神の知恵が表れています。（マタイ 19:4-6）
▸ ラケルについて詳しくは「苦しみの多い人生 ―『イスラエルの家を築いた』姉と妹」という記事をご覧ください。
▸ 神がご自分の民の間で一夫多妻を許容していた理由については「神は一夫多妻を是認しておられますか」という記事をご覧ください。
ラハブ
どんな人？ ラハブはカナン人の町エリコに住んでいた娼婦で，エホバの崇拝者になりました。
何をした人か ラハブはカナンを偵察しに来ていた2人のイスラエル人を隠しました。ラハブがそのように行動したのは，イスラエルの神エホバがご自分の民をエジプトから救出したことや，後に敵のアモリ人を打ち倒したことを聞いたからです。
ラハブは偵察者たちを助け，イスラエル人がエリコを攻撃する際，自分と家族を生かしてほしいと嘆願します。偵察者たちは同意しますが，いくつか条件を出します。偵察者たちの任務について秘密を守ること，イスラエル人が攻撃する時，家族と共に彼女の家にとどまっていること，家の場所がすぐ分かるように緋色の綱を窓に結ぶことです。ラハブは全ての指示に従い，イスラエル人がエリコを攻め落とした時に家族と共に生き延びました。
その後ラハブはイスラエル人と結婚し，ダビデ王とイエス･キリストの先祖になりました。（ヨシュア 2:1-24; 6:25。マタイ 1:5，6，16）
学べる教訓 ラハブは信仰の際立った手本です。（ヘブライ 11:30，31。ヤコブ 2:25）神は快く許してくださる公平な方で，どんな背景を持つ人でも神を信頼するなら祝福してくださいます。
▸ ラハブについて詳しくは「『業によって義と宣せられた』女性」という記事をご覧ください。
リベカ
どんな人？ リベカはイサクの妻で，双子のヤコブとエサウの母親でした。
何をした人か リベカは難しい状況でも神の望むことを行いました。リベカが井戸で水をくんでいた時，ある男性から水を一口飲ませてほしいと頼まれました。リベカはすぐに水を差し出し，男性のラクダにも水を飲ませることを申し出ました。（創世 24:15-20）その男性はアブラハムの従者で，アブラハムの息子イサクの妻を見つけるために長旅をしていました。（創世 24:2-4）従者は神からの祝福を祈り求めていました。リベカの勤勉さともてなしを見て，神が自分の祈りに答えてくださり，イサクの妻にリベカを選んだことに気付きました。（創世 24:10-14，21，27）
リベカは従者の旅の目的を知ると，従者と共に行き，イサクの妻になることに同意しました。（創世 24:57-59）その後リベカは双子を産みますが，神は兄のエサウが弟のヤコブに仕えることになると告げていました。（創世 25:23）イサクはエサウが長男として祝福を受けるようにと神に願い求めることにします。リベカはその祝福がヤコブに与えられるように手を打ち，神の意志に調和して行動しました。（創世 27:1-17）
学べる教訓 慎み深く勤勉で人をよくもてなしたリベカは，妻や母また真の神の崇拝者として素晴らしい女性です。
▸ リベカについて詳しくは「参りたいと思います」という記事をご覧ください。
ルツ
どんな人？ ルツはモアブ人で，自分の神を捨てて故郷を後にし，イスラエルの神エホバの崇拝者となった女性です。
何をした人か ルツはしゅうとめのナオミを深く愛しました。イスラエルで飢饉が起きたため，ナオミは夫と息子2人と共にモアブに移住していました。やがて息子たちはそれぞれ，モアブ人の女性であるルツとオルパと結婚します。ところが，ナオミの夫と2人の息子は亡くなってしまい，3人のやもめたちが残されました。
ナオミは干ばつが終わったイスラエルに戻ることにします。ルツとオルパは一緒に行こうとしますが，ナオミは実家に帰るよう2人に勧め，オルパはそうしました。（ルツ 1:1-6，15）一方ルツは，しゅうとめに揺るぎない愛を示します。ルツはナオミを愛していて，ナオミの神エホバを崇拝したいと思っていました。（ルツ 1:16，17; 2:11）
献身的な嫁で働き者だったルツの評判は，ナオミの故郷ベツレヘムですぐに広まりました。裕福な土地所有者であるボアズはルツにとても感銘を受け，ルツとナオミに惜しみなく食物を提供しました。（ルツ 2:5-7，20）後にルツはボアズと結婚し，ダビデ王とイエス･キリストの先祖になりました。（マタイ 1:5，6，16）
学べる教訓 ルツはナオミとエホバを愛していたので，故郷や家族を進んで後にしました。よく働き，献身的で，逆境に面しても揺るぎない愛を示しました。
▸ ルツについて詳しくは「あなたの行かれる所にわたしも行き（ま）す」，「優れた婦人」という記事をご覧ください。
レア
どんな人？ レアは族長ヤコブの最初の妻で，もう1人の妻はレアの妹ラケルでした。（創世 29:20-29）
何をした人か レアはヤコブの息子を6人産みました。（ルツ 4:11）ヤコブはラケルと結婚するつもりでしたが，彼女たちの父親ラバンはレアを与えました。ヤコブはだまされたことに気付いて抗議しますが，ラバンは下の娘を先に嫁にやる習慣がないと主張します。1週間後，ヤコブはラケルと結婚します。（創世 29:26-28）
ヤコブはレアよりもラケルを愛しました。（創世 29:30）レアは嫉妬に駆られ，ヤコブの愛情を求めて妹と張り合いました。神はレアの感情を気遣い，子供を7人与えて祝福しました。レアは息子6人と娘1人の母親になりました。（創世 29:31）
学べる教訓 レアは祈りによって神に頼りました。つらい状況に置かれていても，神が助けてくださっていることへの感謝を忘れませんでした。（創世 29:32–35; 30:20）レアの生涯の記録は一夫多妻の害を明らかにしています。神が一夫多妻を許容していた時期もありましたが，神が認めている結婚の基準は一夫一婦です。（マタイ 19:4-6）
▸ レアについて詳しくは「苦しみの多い人生 ―『イスラエルの家を築いた』姉と妹」という記事をご覧ください。
▸ 神がご自分の民の間で一夫多妻を許容していた理由については「神は一夫多妻を是認しておられますか」という記事をご覧ください。
ロトの妻
どんな人？ 聖書は名前を明らかにしていません。ロトと妻には2人の娘がいて，家族でソドムという町に住んでいました。（創世 19:1，15）
何をした人か ロトの妻は神の命令に従いませんでした。ソドムと周りの町の人々が甚だしい性的不道徳を行っていたため，神はそれらの町を滅ぼすことに決めました。神はソドムに住んでいた正しい人ロトと家族を愛していたので，2人の天使を遣わして，ロトの家族を安全に逃れさせようとしました。（創世 18:20; 19:1，12，13）
天使はロトの家族に，この地域から逃げなさい，後ろを振り返ってはいけない，と言います。振り返るなら死んでしまいます。（創世 19:17）ロトの妻は「振り返ったため，塩の柱になっ」てしまいました。（創世 19:26）
学べる教訓 物への愛着が強過ぎると，神に不従順になってしまいます。イエスは警告として「ロトの妻のことを思い出しなさい」と言いました。（ルカ 17:32）
聖書に出てくる女性たちの年表
エバ
洪水（西暦前2370年）
サラ
ロトの妻
リベカ
レア
ラケル
出エジプト（西暦前1513年）
ミリアム
ラハブ
ルツ
デボラ
ヤエル
デリラ
ハンナ
イスラエルの最初の王（西暦前1117年）
アビガイル
シュラムの乙女
イゼベル
エステル
マリア（イエスの母）
イエスのバプテスマ（西暦29年）
マルタ
マリア（マルタとラザロの姉妹）
マリア･マグダレネ
イエスの死（西暦33年）
​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​​



^ ***喜歌 137番 忠実な女性たち***
137番
忠実な女性たち
（ローマ 16:2）
1. マリア ルツ サラ エステル
強い信仰貫いた
エホバ神に専心し 示した愛揺るぎない
女性たちの忠誠 神は全て覚えている
2. 神の書は教えている
模範的な女性たち
勇気と愛 善良さ 真の魅力持っていた
私たちの姉妹も手本となり励んでいる
3. 忠実な女性全て
心込めて奉仕する
神に自分差し出して神の愛に守られる
強く信じてほしい 報いを得る日が近いと
（フィリ 4:3; テモ一 2:9，10; ペテ一 3:4，5も参照。）



^ ***塔研21 2月号 14–19ページ 会衆で長老に与えられている権限を理解する***
研究記事7
会衆で長老に与えられている権限を理解する
「キリスト[は]会衆という体の頭であ[り，]会衆の救い主でもあります」。エフェソス 5:23
137番の歌 忠実な女性たち
何を学ぶか
エホバの家族の中にいられるのは，本当に素晴らしいことです。この家族が平和と一致を楽しんでいるのはなぜでしょうか。1つの理由は，エホバが定めた頭という立場に敬意を示すよう，家族全員がいつも努力しているからです。頭という立場についての理解が深まるほど，一致の絆は強まります。
2 この記事では，会衆内での権限について学びます。また，次の点についても学びます。姉妹たちにはどんな役割がありますか。兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭である，ということになりますか。長老たちが兄弟姉妹に対して持っている権限は，家族の頭が妻や子供に対して持っている権限と同じですか。ではまず，姉妹たちに対する正しい態度について考えましょう。
姉妹たちに対する正しい態度
3 会衆の姉妹たちは，家族のために一生懸命働き，良い知らせを熱心に伝え，仲間を進んで支えています。私たちはそうした姉妹たちに感謝しています。感謝の気持ちを深めるために，エホバとイエスが姉妹たちをどう見ているかを考えましょう。女性に対する使徒パウロの態度からも学べます。
4 聖書によると，エホバは女性も男性も大切にしている。例えば1世紀には，エホバは女性にも男性にも聖なる力を与え，さまざまな言語で話すといった奇跡を行えるようにしました。（使徒 2:1-4，15-18）キリストと共に治めるよう聖なる力によって選ばれた人たちの中には，男性だけでなく女性もいます。（ガラ 3:26-29）地上で永遠に生きるという報いは，女性にも男性にも与えられます。（啓 7:9，10，13-15）そして，良い知らせを伝えて教える務めは，女性と男性の両方に与えられています。（マタ 28:19，20）「使徒の活動」には，プリスキラという姉妹のことが記録されています。プリスキラと夫のアクラは，十分に教育を受けたアポロが聖書の教えをより正確に理解できるように助けました。（使徒 18:24-26）
5 イエスは女性の尊厳を認めていた。パリサイ派の人たちは，女性を下に見ていたので，人前で話し掛けることはしませんでした。聖書について女性と話し合うことなど，当然ありませんでした。しかし，イエスはパリサイ派に倣ったりはしませんでした。弟子たちと重要な聖書の教えについて話し合う時，女性も参加できるようにしました。 （ルカ 10:38，39，42を読む。）また，伝道旅行に一緒に行くことを許しました。（ルカ 8:1-3）さらに，自分が復活したことを使徒たちに伝えるという重要な務めを託すこともしました。（ヨハ 20:16-18）
6 使徒パウロは女性に敬意を示した。パウロはテモテに，女性に敬意を示すことの大切さを教えました。「年長の女性には母親に対するように，若い女性には姉や妹に対するように……接してください」と言いました。（テモ一 5:1，2）パウロは，テモテがクリスチャンとして成長できるようにいろいろと助けました。それでも，「聖なる書物」についてテモテに最初に教えたのはテモテの母親と祖母だった，ということを認めていました。（テモ二 1:5; 3:14，15）パウロは，ローマのクリスチャンに宛てた手紙の中で，姉妹たちの名前を挙げてあいさつを送りました。姉妹たちの奉仕者としての働きに目を留めただけでなく，感謝を言葉で伝えることもしたのです。（ロマ 16:1-4，6，12。フィリ 4:3）
7 ここまで考えたことから分かる通り，姉妹たちが兄弟たちより劣っているというのは聖書の教えではありません。愛情深く寛大な姉妹たちは会衆の宝です。長老たちは，姉妹たちが会衆の平和と一致に貢献してくれていることに感謝しています。では，エホバが姉妹たちに特定の状況で頭の覆いを着けるよう求めているのはなぜでしょうか。兄弟だけが長老や援助奉仕者に任命されるということは，兄弟であれば誰もが会衆の姉妹たちの頭である，ということになるのでしょうか。考えてみましょう。
兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭なのか
8 兄弟であれば誰もが会衆の姉妹たちの頭である，ということになりますか。そうではありません。姉妹たちの頭はキリストです。（エフェソス 5:23を読む。）家族の中では，夫に妻に対する権限が与えられています。息子は，バプテスマを受けているとしても母親の頭ではありません。（エフェ 6:1，2）会衆では，長老たちに兄弟姉妹に対する権限が与えられていますが，それは限られたものです。（テサ一 5:12。ヘブ 13:17）親と一緒に住んでいない独身の姉妹についてはどうでしょうか。引き続き親に敬意を示しますが，父親はその姉妹にとって頭ではありません。姉妹は長老にも敬意を示しますが，長老たちは姉妹の頭ではありません。会衆では，兄弟にとっても姉妹にとっても，頭はイエス一人だけです。
9 確かにエホバは，兄弟たちを任命して会衆で教えることや崇拝の面で率先するよう取り決めていますが，姉妹たちにはそのような権限を与えていません。（テモ一 2:12）なぜでしょうか。イエスを男性の頭として定めたのと同じ理由です。会衆の秩序を守るためです。本来であれば兄弟たちが行うことを姉妹が行わなければならない場合には，エホバは頭の覆いをすることを姉妹に求めています。 （コリ一 11:4-7）エホバは，姉妹たちの尊厳を傷つけようとしているのではありません。ご自分が定めた頭という立場に敬意を示してほしいと思っているのです。では次に，家族の頭と長老たちにはどんな権限が与えられているかを考えましょう。
家族の頭と長老たちに与えられている権限
10 長老たちは，キリストを愛し，エホバとイエスから託されている「羊」も愛しています。（ヨハ 21:15-17）良い動機から，自分を会衆の中で父親のような存在と考える長老もいるかもしれません。家族の頭が家族を守るために決まりを作れるのであれば，長老も神の羊を守るために決まりを作れる，と考えるのです。また，兄弟姉妹の中には，長老たちを自分の頭のように考えて，長老たちに代わりに判断してもらおうとする人もいるかもしれません。では，会衆の長老たちには家族の頭と同じ権限が与えられていますか。
11 使徒パウロによると，家族の頭に与えられている権限と長老に与えられている権限には似ている点があります。（テモ一 3:4，5）エホバは妻や子供が家族の頭に従うことを望んでいます。（コロ 3:20）そして，会衆の兄弟姉妹が長老たちに従うことも望んでいます。一方，エホバが家族の頭と長老たちに求めているのは，それぞれに託された人たちがエホバとの友情を築けるように助け，安心感を持てるようにすることです。家族の頭が妻や子供を助けるように，長老たちは大変な状況にある会衆の兄弟姉妹を助け，支えます。（ヤコ 2:15-17）さらにエホバは，長老たちや家族の頭が会衆や家族の中でエホバの基準が大切にされるように見守ることを求めています。それと同時に，聖書に「書かれている事柄を越え」ないようにしてほしいとも思っています。（コリ一 4:6）
12 しかし，長老に与えられている権限と家族の頭に与えられている権限には，はっきりとした違いもあります。エホバは長老たちに，会衆の人を裁き，罪を犯して悔い改めない人を会衆から除く権限を与えています。（コリ一 5:11-13）
13 一方，エホバが家族の頭には与えているものの長老には与えていない権限もあります。例えば家族の頭は，家族のために決まりを作ってそれを守らせる権限を与えられています。（ローマ 7:2を読む。）それで，子供のために門限を決めることができます。また，子供がその決まりを守らないなら罰を与えることもできます。（エフェ 6:1）もちろん，家族を愛する頭は家の決まりを作る前に妻に相談するでしょう。夫婦は「一体」だからです。 （マタ 19:6）
会衆の頭であるキリストに敬意を示す
14 エホバは，贖いによって会衆の一人一人の命を買い取りました。（マルコ 10:45を読む。使徒 20:28。コリ一 15:21，22）それで，命を贖いとして差し出したイエスを会衆の頭として任命しました。私たちの頭であるイエスには，個々の人や家族や会衆全体の行動に関する決まりを作り，それを守らせる権限があります。（ガラ 6:2）しかし，イエスは決まりを作るだけではなく，私たち一人一人を養って大切にします。（エフェ 5:29）
15 キリストは，姉妹たちを世話するよう兄弟たちを任命しています。姉妹たちは，そうした兄弟たちの指示に従うことによって，キリストに敬意を示すことができます。米国に住むマーリー姉妹はこう言います。「私は，妻また会衆の姉妹としての自分の役割を本当に大切に思っています。確かに，エホバが定めた頭という立場に対する敬意を深めるには，努力が必要です。でも，そうするのがすごく大変ということはありません。夫も会衆の兄弟たちも，私のことを大切にし，私の働きに感謝してくれるからです」。多くの姉妹たちも同じように感じています。
16 兄弟たちは，姉妹たちに敬意を持って接するなら，頭という立場を正しく理解していることを示せます。英国に住むベンジャミン兄弟はこう言います。「集会では，姉妹たちのコメントからたくさんのことを学べます。聖書を学んだり宣教を上手に行ったりするためのアイデアも，すごく参考になります。姉妹たちの働きは本当に貴重だと思います」。
17 会衆の全ての人が，男性も女性も家族の頭も長老たちも，頭という立場を正しく理解して敬意を示すなら，会衆には平和が行き渡ります。そして何よりも，愛情深い天のお父さんエホバへの賛美となるのです。（詩 150:6）
どのように答えますか
■ 会衆の姉妹たちに対する正しい態度とは，どのようなものですか。
■ 兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭である，ということになりますか。
■ 家族の頭に与えられている権限は，長老に与えられている権限とどのように違いますか。
123番の歌 神の秩序にいつでも従う
[脚注]
会衆の中で，姉妹たちにはどんな役割がありますか。兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭である，ということになりますか。長老たちには家族の頭と同じ権限が与えられていますか。この記事では，聖書中の例を取り上げながら，これらの質問について考えます。
「ものみの塔」2020年9月号の「姉妹たちの支えになりましょう」という記事の6節を参照。
「姉妹はどんな場合に頭の覆いを着ける必要があるか」の囲みを参照。
家族がどの会衆で奉仕するかを誰が決めるのかについては，「ものみの塔」2020年8月号の「会衆の兄弟姉妹に敬意を示しましょう」という記事の17-19節を参照。
[研究用の質問]
 1. エホバの家族が一致しているのはなぜですか。
 2. この記事ではどんな点を学びますか。
 3. どうすれば姉妹たちに対する感謝を深めることができますか。
 4. 聖書によると，エホバは女性も男性も大切にしています。なぜそう言えますか。
 5. ルカ 10章38，39，42節からすると，イエスが女性の尊厳を認めていたと言えるのはなぜですか。
 6. 使徒パウロは女性に対してどのように敬意を示しましたか。
 7. これからどんなことを考えますか。
 8. エフェソス 5章23節からすると，兄弟であれば誰もが姉妹の頭である，ということですか。
 9. 姉妹たちが頭の覆いを着けるべき時があるのはなぜですか。
10. 長老たちが会衆のために決まりを作ろうとすることがあるのは，なぜですか。
11. 家族の頭に与えられている権限と長老に与えられている権限は，どんなところが似ていますか。
12-13. ローマ 7章2節からすると，家族の頭に与えられている権限は長老に与えられている権限とどのように違いますか。
14. （ア）マルコ 10章45節によると，エホバがイエスを会衆の頭として任命したのはなぜですか。（イ）統治体の役割は何ですか。（「統治体の役割」の囲みを参照。）
15-16. マーリー姉妹とベンジャミン兄弟の言葉から何を学べますか。
17. 頭という立場に敬意を示すべきなのはなぜですか。
[16ページの囲み記事]
姉妹はどんな場合に頭の覆いを着ける必要があるか
この点を判断するために，以下の3つの質問について考えることができます。
1. バプテスマを受けた兄弟がいる所で，代表して祈ったり聖書から教えたりすることになるだろうか。（コリ一 11:4，5）
2. バプテスマを受けた兄弟がその場にいないとしても，本来であれば兄弟に割り当てられる務めを行うことになるだろうか。（テモ一 2:11，12。ヘブ 13:17）
3. 結婚している場合，夫がいる所で，代表して祈ったり聖書から教えたりすることになるだろうか。（コリ一 11:3）
1つでも当てはまるものがあるなら，頭の覆いを着ける必要があります。どれも当てはまらないのであれば，頭の覆いを着ける必要はありません。
[脚注]
この点について詳しくは，「自分を神の愛のうちに保ちなさい」の本の209-212ページを参照。
[18ページの囲み記事]
統治体の役割
統治体の成員は，仲間の兄弟姉妹の信仰の主人ではありません。（コリ二 1:24）統治体は，イエス･キリストが会衆の頭であることを認めています。そして，イエスが弟子たちに述べた，「あなたたちは皆，兄弟……です」という言葉に心から同意しています。（マタ 23:8）また，兄弟姉妹を深く愛し，助けになることは何でも行いたいと思っています。統治体は，頭であるキリスト･イエスに従いつつ，指示を与え，世界中のエホバの証人を組織しています。支部委員会の成員や巡回監督を任命します。（エフェ 4:7-13）そして，巡回監督は会衆の長老を任命します。（使徒 14:23。テト 1:5）統治体は，神からの教えや聖書に基づく指示を与える責任をとても真剣に考えています。この責任を果たすために，どのような方法を用いているでしょうか。手紙や出版物やJW Broadcastingがあります。また，いろいろな学校や集会や大会も計画しています。（使徒 15:22-35）自然災害などの大変な事態が生じたなら，統治体は兄弟姉妹への愛の気持ちから，すぐに必要な援助を行います。
[脚注]
統治体の役割についてさらに詳しくは，「ものみの塔」2013年7月15日号20-25ページを参照。
​[17ページの図版]
独身の人が親と一緒に住んでいない場合，その人の頭は父親ではなくイエス。（8節を参照。）
​[17ページの図版]
長老たちは，会衆の兄弟姉妹がエホバとの友情を築けるように助け，安心感を持てるようにする。また，会衆を道徳面で清く保つ責任をエホバから与えられている。（11-12節を参照。）
[17ページの図版]
家族の頭は，妻や子供を教え導く権限をエホバから与えられている。家族を愛する頭は，何かを決める前に妻に相談する。（13節を参照。）
[17ページの図版]
イエスは，頭であるエホバに従いつつ，会衆に指示を与える。（14節を参照。）
​​​​



^ ***イ家 本を読むことはとても大切 パート1: 本と動画，あなたのお子さんはどっちが好き？***
家族のために | 子育て
本を読むことはとても大切 パート1: 本と動画，あなたのお子さんはどっちが好き？
普段ゆっくりしているとき，お子さんは何をしていることが多いですか。動画を見ていますか，本を読んでいますか。何を手にしていることが多いですか。スマートフォンですか，本ですか。
近年，読むことより見ることの方が多くなってきました。まず，テレビが普及し，最近ではインターネットでいろいろなものを視聴できるようになっています。ジェーン･ヒーリーという学者は，1990年にこう書いています。「人は読むことをしなくなるかもしれない」。（「考える力の危機」[英語]）
当時は大げさなことを言っていると思われたかもしれません。でも30年たった今，電子機器が広く使われている国々の教育者たちは，若者の読む力が大きく低下していると指摘しています。
この記事の内容
子供にとって本を読むことが大切なのはどうして？
どうすれば子供は本を好きになるか
親のコメント
子供にとって本を読むことが大切なのはどうして？
● 読むと，想像力が身に付きます。登場人物はどんな声で話し，どんな外見をしているでしょうか。どんな景色が見えますか。ある程度のことは書かれていますが，細かいところは読者が想像しなければいけません。
ローラという母親はこう言います。「映画やアニメを見ているときは，ほかの人が想像力を使って考えたものを見ていることになります。本を読むときは，ほかの人が書いた言葉を自分の頭の中で映像化することになります。それは読書でしか味わえない楽しみの1つです」。
● 読むと，心が豊かになります。問題について考え，解決する力を磨けます。読むときには注意を集中することになるので，我慢したり自分を制したりする力も身に付きます。共感力も身に付きます。
共感力が身に付くのはどうしてでしょうか。ある研究によると，時間をかけてじっくり物語を読むことで，子供たちは登場人物の気持ちをよく考えます。そのため，普段の生活で会う人たちの気持ちにも共感しやすくなるようです。
● 読むと，深く考える力が身に付きます。読書では，読むスピードを調節したり，読み返したりしながら，著者が言っていることを自分のペースで理解できます。そのため，読んだことが記憶に残りやすく，役立てることもしやすいと言えます。（テモテ第一 4:15）
ジョーゼフという父親はこう言います。「読むときは，映像を見るときと違って，文や言葉の意味を考えやすく，読んだことをすでに知っていることと関連付けたり，何を学べるかを考えたりすることができます。テレビや映画では，そういう深く考える力はなかなか育ちません」。
ポイント 動画やビデオなどの映像メディアにもそれなりのメリットがありますが，本を読む時間が少ないと大切な力が身に付かないことがあります。
どうすれば子供は本を好きになるか
● 早くから始めることが大切です。2人の息子の母親クロエはこう言います。「夫と私は，子供たちがおなかの中にいる時から本を読んで聞かせ，生まれてからもそうしました。続けて良かったと思います。子供たちは読書が大好きになり，よく本を読むようになりました」。
聖書の言葉 「幼い時から聖なる書物に親しんできました」。（テモテ第二 3:15）
● 本を読みたくなる環境をつくりましょう。いろいろな本を集めて，すぐ手に取れる所に置いておいてください。4人の子の母親タマラもこう言っています。「子供が楽しく読めそうな本を幾つか見つけて，子供のベッドのそばに置いておくとよいです」。
聖書の言葉 「子供を彼の行くべき道に沿って育てよ。彼は年を取っても，それから離れない。」（格言 22:6，脚注）
● インターネットを使わない時間をつくりましょう。ダニエルという父親は，電子機器を使わない時間をつくることを勧めています。こう言っています。「週に1日は，テレビを見ない静かな夜を過ごすようにしました。その夜は，みんなで一緒にでも，別々にでもよいので，本を読むようにしました」。
聖書の言葉 「より重要なことを見極め[てください]」。（フィリピ 1:10）
● 親も読書を楽しみましょう。2人の娘の母親カリーナはこう言います。「読み聞かせをするときは，自分もわくわくしながら生き生きと読みます。親が読書を楽しんでいれば，子供も読書が好きになります」。
聖書の言葉 「朗読……に励んでください」。（テモテ第一 4:13）
どの子もみんな本が好きになるとは限りませんが，親のアプローチ次第で子供は興味を持ちやすくなります。2人の娘の父親デービッドは工夫を凝らした取り組みをしました。こう言っています。「子供たちが読んでいる本を私も読むようにしました。そうすると，子供たちが考えていることが分かり，話も弾みました。ちょっとした読書クラブみたいな感じでした。とても楽しい思い出です」。
[囲み]
親のコメント
「親自身が読書を楽しみ，読んだことを子供に話すようにすると，子供も自然と本を読むようになります。娘たちは読んだ本の話をよくしてくれました。私と妻はその話をよく聞くようにしました。そのおかげか，娘たちは読書の時間を大切にするようになりました」。バシリオスと妻のマリアンナ
「子供たちが小さかった頃，廊下に本棚を並べて図書コーナーを作り，いろんな本を置いておきました。子供たちがよく本棚の前に座って本を読んでいたのを覚えています。本を手に取りやすい所に置いておくことが大切です」。デビーと夫のジョエル
[囲み]
まとめ: どうすれば子供は本を好きになるか
● 早くから始める。子供が幼い頃から読み聞かせをすると，本を好きになりやすい。
● 本を読みたくなる環境をつくる。いろいろな本を集めて，すぐ手に取れる所に置いておく。
● インターネットを使わない時間をつくる。読書に集中できる静かな時間をつくるとよい。
● 親も読書を楽しむ。親がよく本を読んでいると，子供も本を好きになりやすい。
​​​​​​​​​​​









^ ***喜歌 135番 エホバの温かな呼び掛け 「わが子よ，賢く」ありなさい***
135番
エホバの温かな呼び掛け 「わが子よ，賢く」ありなさい
（格言 27:11）
1. 愛する子よ その歩みで
敵に答え出してほしい
あなたは若さ差し出して
私のために生きている
（※ 繰り返し）
息子よ 娘よ
賢く歩んで喜ばせてほしい
私の心を
2. 愛する子よ 力尽くせ
つまずくなら抱き起こそう
私は決して見捨てない
あなたは大切な宝
（※ 繰り返し）
息子よ 娘よ
賢く歩んで喜ばせてほしい
私の心を
（申 6:5; 伝 11:9; イザ 41:13も参照。）



^ ***喜歌 65番 進歩し続けよう***
65番
進歩し続けよう
（ヘブライ 6:1）
1. 進歩続け打ち込もう
神に頼り奉仕に励み
小さなこと1つずつ さあ行おう
良い知らせを飾る振る舞い続けよう
光高く輝かせイエス目指そう
2. 進歩続け打ち込もう
良い知らせを人から人へ
心揺さぶる言葉で王国語る
露のような奉仕 爽やかさを残す
神の愛に包まれて恐れ消え去る
3. 進歩続け打ち込もう
神と共に働く誇り
神の愛が引き寄せた人を愛そう
神の言葉教え 心を動かそう
光る笑顔絶やさずに進歩遂げよう
（フィリ 1:27; 3:16; ヘブ 10:39も参照。）



^ ***行 30–52ページ 群れを世話する監督たち***
第5章
群れを世話する監督たち
イエスは地上での宣教期間中，自分が「立派な羊飼い」であることを示しました。（ヨハ 10:11）すがるようにして付いてくる群衆を見て，「かわいそうに思」いました。彼らが「羊飼いのいない羊のように痛めつけられ，放り出されていたから」です。（マタ 9:36）イエスの優しい気遣いは，ペテロや他の使徒たちの心に深く刻まれました。イスラエルの偽の牧者たちとは全く違っていたからです。その牧者たちは群れを世話しなかったので，羊は散り散りになり，神からの教えに飢えていました。（エゼ 34:7，8）一方イエスは，羊を教えて世話し，羊のために自分の命を犠牲にすることさえしました。その優れた手本を見た使徒たちは，信仰を持つ人々が「命を守る牧者であり監督である」エホバのもとに帰れるよう，どのように助けたらよいかを学びました。（ペテ一 2:25）
2 イエスは，ある時ペテロと話をし，羊を養って世話することの大切さを強調しました。（ヨハ 21:15-17）そのことはペテロに忘れ難い印象を与えたに違いありません。ペテロは後に，初期クリスチャン会衆の長老たちにこう勧めました。「皆さんに委ねられた神の羊の群れを世話してください。強いられてではなく，神の前で進んで監督として奉仕し，不当な利益を得ようとしてではなく，真剣な態度で世話しましょう。神の財産である人たちに対して威張ったりせず，群れの模範となりましょう」。（ペテ一 5:1-3）ペテロのこの言葉は，現代の会衆の監督たちにも当てはまります。長老たちはイエスに倣い，群れの模範となって進んで真剣な態度で仕え，エホバへの奉仕に率先します。（ヘブ 13:7）
3 私たちは，聖なる力によって任命された監督たちが会衆にいることを感謝できます。私たちのために多くのことを行ってくれるからです。例えば，監督たちは会衆の皆を励まし，一人一人に関心を払います。毎週，会衆の集会で監督の務めを勤勉に果たし，信仰を持つ人全てが養われるようにします。（ロマ 12:8）悪い人たちなどの有害な影響から群れを守ろうと努力するので，私たちは安心できます。（イザ 32:2。テト 1:9-11）監督たちは宣教においても率先するので，私たちは良い知らせを毎月活発に伝えるよう励まされます。（ヘブ 13:15-17）エホバはそれらの「人々という贈り物」によって，会衆を力づけてくださっているのです。（エフェ 4:8，11，12）
監督の資格
4 会衆がきちんと世話されるためには，監督として任命される人たちが，神の言葉の中に示されている資格を満たしていなければなりません。そうであって初めて，聖なる力によって任命されたと言えます。（使徒 20:28）クリスチャンの監督は重い責任を担うので，聖書は監督について高い基準を定めています。とはいえ，エホバを本当に愛していて，エホバに用いていただきたいと思うクリスチャン男子にとって，高すぎる基準ではありません。監督たちは，聖書の助言を日々の生活に当てはめていることが誰の目にも明らかな人たちです。
5 使徒パウロは，テモテへの最初の手紙とテトスへの手紙の中で，監督が満たしているべき基本的な条件を挙げました。テモテ第一 3章1-7節にはこう記されています。「監督になろうと努めている人は，立派な仕事を望んでいます。ですから，監督は，とがめられるところがなく，1人の妻の夫で，節度をわきまえ，健全な考え方をし，秩序正しく行動し，人をよくもてなし，教える資格がなければなりません。また，酩酊せず，暴力を振るわず，分別があり，争いを好まず，お金を愛さず，家庭を立派に治め，子供をよくしつけて従わせているべきです。（自分の家庭を治められないのであれば，神の会衆を世話することなどできるでしょうか。）クリスチャンになって間もない人であってはなりません。思い上がって，悪魔と同じように断罪されるようなことにならないためです。さらに，会衆外の人からも良い評判を得ているべきです。人々から非難され，悪魔のわなに陥る，ということがないようにするためです」。
6 パウロはテトスに宛ててこう書きました。「私があなたをクレタに残したのは，私の指示通りに問題を正し，それぞれの町に長老たちを任命してもらうためです。任命される人は，非難されるところがなく，1人の妻の夫でなければなりません。その人の子供も信仰を持っているべきで，堕落しているとか反抗的だと非難されていてはなりません。監督は，神の家の管理人ですから，非難されるところがあってはならず，意地を張らず，すぐに怒らず，酩酊せず，暴力を振るわず，貪欲に不当な利益を得ようとすべきではありません。人をよくもてなし，善いことを愛し，健全な考え方をし，正しいことを行い，神に尽くし，自制心があり，神の信頼できる言葉にしっかり従った教え方をしなければなりません。そうすれば，健全な教えによって励ますことも，逆らう人を戒めることもできるでしょう」。（テト 1:5-9）
7 聖書の条件を満たして監督になるのは，一見とても無理そうに思えるかもしれません。しかし，クリスチャンの男子は，監督になろうと努めるのをためらうべきではありません。監督に求められている，クリスチャンの良い性質を表すなら，会衆の人たちも同じようにしたいと思うことでしょう。パウロによれば，「人々という贈り物」である監督たちは，「聖なる人たちを正し，奉仕し，キリストの体を力づけます。そのおかげで私たちは皆，信仰の一致と，神の子についての正確な知識の一致に達し，十分に成長した人となり，キリストの背丈に達するようになります」。（エフェ 4:8，12，13）
8 監督は，少年でも，クリスチャンになって間もない人でもありません。クリスチャンとして経験を積んでおり，聖書に関する広い知識と深い理解があり，会衆を本当に愛している人です。会衆の中に悪いことを行う人がいたら率直に話して正す勇気があり，人を食い物にする者たちから羊を守ります。（イザ 32:2）クリスチャンとして十分に成長していることが会衆内の誰の目にも明らかで，神の羊の群れを心から気遣います。
9 監督の資格がある人の生活には，聖書に基づく知恵が表れています。妻がいるなら，その人は結婚に関するクリスチャンの基準をしっかり守っていて，1人の妻の夫であり，家庭を立派に治めているはずです。信仰を持つ子供がいる場合，その子がよくしつけられていて親に従っており，堕落しているとか反抗的だと非難されていないなら，会衆の人たちは親であるその監督を信頼し，家族やクリスチャンの生活に関してアドバイスを求めることができるでしょう。監督はまた，とがめられるところも非難されるところもなく，会衆外の人からも良い評判を得ている人です。ですから，不適切な行いを非難されて会衆の評判が損なわれる，ということはないはずです。重大な過ちのために最近戒めを受けた人はふさわしくありません。会衆の人たちは，監督の資格がある人の良い手本に倣うよう動かされ，クリスチャンの牧者としてその人に心から頼れると思うことでしょう。（コリ一 11:1; 16:15，16）
10 そのような資格ある男子は，イスラエルの「賢くて，思慮深く，経験のある」長老たちと同じような役割を担い，クリスチャン会衆に仕えることができます。（申 1:13）クリスチャンの長老は，全く罪がないというわけではありませんが，会衆内でも地域社会でも，神を畏れる正直な人として知られています。神が定めた原則に従って生活していることを，ある期間にわたって実証してきた人です。非難されるところがないので，会衆の前で気後れせずに語ることができます。（ロマ 3:23）
11 監督の資格がある人は，他の人との接し方や習慣の面で節度をわきまえていることを示します。物事に熱狂するような人ではなく，生活全般にバランスや自制が表れています。飲食，レクリエーション，趣味，エンターテインメントなどの面で節度をわきまえています。アルコール飲料を飲み過ぎることもないので，酩酊しているとか酔っぱらいだとか非難されたりはしません。酒類により感覚が鈍った人は，すぐに自制できなくなるので，牧者として会衆を見守ることはできません。
12 会衆を監督する人には，秩序正しく行動することが求められます。良い習慣を持っていることが，身なりや，家の様子や，日常の活動に表れているべきです。その人は物事をぐずぐずと遅らせたりせず，何が求められているかを理解して，それに応じた計画を立てます。そして，神が定めた原則にしっかり従います。
13 監督は分別がある人でなければなりません。会衆の他の長老たちと一致して働き，協力し合える人であるべきです。自分を過大評価したり，他の人を過度に厳しい目で見たりしません。分別がある監督は，自分の意見に固執せず，自分の見方の方が仲間の長老たちの見方よりも優れているとは考えません。ある性質や能力の面で他の人たちの方がずっと勝っていることもあります。長老は，物事を聖書に基づいて判断し，イエス･キリストの手本に倣うよう努めることによって，分別があることを示します。（フィリ 2:2-8）また，争いを好んだり暴力を振るったりせず，人に敬意を払い，自分より他の人の方が上だと考えます。意地を張らず，いつも自分のやり方や見方を押し通そうとはしません。すぐに怒らず，他の人との平和な関係を保つようにします。
14 さらに，会衆で監督として奉仕する資格がある人は，健全な考え方をします。つまり，良識があり，性急な判断を下しません。エホバの種々の原則と，その当てはめ方について，よく理解しています。健全な考え方をする人は，助言や指導を受け入れ，偽善的ではありません。
15 パウロがテトスに思い起こさせたように，監督は善いことを愛し，正しいことを行い，神に尽くしているべきです。そのことは，他の人との接し方や，正しくて善い事柄をしっかり行おうとする姿勢に表れます。エホバへの専心が揺らぐことはなく，常に正しい原則に従います。また，内密の事柄を漏らしません。心から人をよくもてなし，自分自身や持ち物を他の人のために惜しみなく差し出します。（使徒 20:33-35）
16 監督は，務めを十分に果たす上で，教える資格がなければなりません。テトスへのパウロの言葉によれば，「神の信頼できる言葉にしっかり従った教え方をしなければなりません。そうすれば，健全な教えによって励ますことも，逆らう人を戒めることもできる」からです。（テト 1:9）監督は，他の人が納得して信仰を強めることができるように，筋道立てて話し，証拠を示し，反論に答え，聖句を適用します。順調な時にも困難な時にもそのような教え方をします。（テモ二 4:2）また，辛抱強さも身に付けているので，正しくない考え方をしている人を温和な態度で戒めたり，疑念を持つ人を納得させて信仰に基づく良い行いを促したりできます。聴衆の前で，あるいは一対一で上手に教えることができる人は，監督に求められる重要な条件を満たしていると言えます。
17 長老が宣教を熱心に行うことは大切です。その点でもイエスに倣おうと努力していることが明らかであるべきです。イエスは，良い知らせを伝えることをいつも優先しました。また，弟子たちに関心を払い，福音伝道者としての務めを上手に果たせるよう助けました。（マル 1:38。ルカ 8:1）長老が忙しい中でも宣教に時間を費やすように努めるなら，会衆全体も同様の熱意を抱くようになります。また，自分の家族や会衆の人たちと一緒に伝道すれば，「励まし合う」ことができます。（ロマ 1:11，12）
18 以上の事柄からすると，監督として奉仕する人には非常に多くのことが求められているように思えるかもしれません。確かに，聖書に示されている高い基準を完全に満たせる人はいません。しかし，会衆の長老として任命される人は誰も，上記のいずれかの点で著しい不足があってそれが重大な欠点と見なされるようであってはなりません。何かの点で際立っている長老もいれば，別の面で優れている長老もいるでしょう。ですから，長老団は全体として，神の会衆を正しく監督するのに必要な良いものを全て持っていることになります。
19 長老団は，誰かを監督として推薦する際，使徒パウロの次の言葉を心に留めます。「皆さんに言います。自分のことを必要以上に考えてはなりません。各自が神から与えられた信仰に応じて，健全な考え方をしましょう」。（ロマ 12:3）各長老は，自分のことをより小さな者と考えるべきです。他の人の資格を検討する際，誰も「正しさにあまりにこだわっては」なりません。（伝 7:16）長老団は，聖書が示す監督の条件をよく考え，候補に挙がっている兄弟が妥当な範囲で基準を満たしているかどうか判断します。人間の不完全さを考慮に入れ，偏った見方や偽善を避け，エホバの正しい基準を重んじ，会衆のためになるように，推薦を行います。どの兄弟についても祈りつつ熟考し，神の聖なる力の導きに従います。これは長老たちが担う重い責任の1つであり，パウロが助言している通り「誰にも性急に手を置いてはなりません」。（テモ一 5:21，22）
聖なる力が生み出すもの
20 責任ある立場で奉仕する資格がある人は，聖なる力に導かれていることを実証しており，その力が生み出すものが生活に表れています。パウロは聖なる力が生み出すものの9つの面として，「愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰，温和，自制」を挙げています。（ガラ 5:22，23）そうした性質を表す監督たちは，仲間のクリスチャンを爽やかにし，会衆が一致して神聖な奉仕を行うのを助けます。監督たちの振る舞いや働きは，彼らが聖なる力によって任命されていることを示します。（使徒 20:28）
一致に貢献する人たち
21 会衆をいっそう一致させる上で，長老たちが協力することはとても大切です。性格や考え方が大いに異なるとしても，互いに敬意を払って意見に耳を傾けることにより，長老団としての一致を保ちます。もっとも，いつでもあらゆる点で合意できるとは限りません。長老団の最終的な決定が聖書の原則に反していない限り，各長老は進んで譲歩し，その決定を支持するべきです。譲歩する態度は，「天からの知恵」に導かれていることの表れです。その知恵を持つ人は，「平和を求め，分別があり」ます。（ヤコ 3:17，18）どの長老も，自分は他の長老たちよりも上であると考えてはならず，他の長老たちを従わせようとすべきでもありません。長老たちは，会衆のために一団として共に働く時，エホバと共に働いていることになるのです。（コリ一 12章。コロ 2:19）
監督になろうと努める
22 十分に成長したクリスチャン男子は，監督になることが期待されています。（テモ一 3:1）長老として奉仕するには，努力と自己犠牲が求められます。仲間のクリスチャンを助け，エホバに仕えるのをサポートするために，自分を差し出す必要があるからです。監督になろうと努めるとは，聖書に示されている資格を満たすように努力するということです。
人の状況は変わることがある
23 長年にわたって忠実に奉仕してきた兄弟が，病気になったりけがを負ったりするかもしれません。高齢ゆえに監督としての責任を果たせなくなることもあります。それでもその兄弟は，長老である限り，その立場にある人として敬意を払われるべきです。限界があるとしても，辞任する必要はありません。全力を尽くして群れを世話している勤勉な長老として，深い敬意を受けるに値します。
24 とはいえ，もしある兄弟が，自分の状況が変化して十分に奉仕できなくなったため，辞任するのが最善だと思うのであれば，そうすることができます。（ペテ一 5:2）その人は引き続き敬意を払われるべきです。長老に与えられる割り当てや務めはないとしても，会衆内で多くの良いことを行えるでしょう。
会衆内でのさまざまな責任
25 長老たちは，会衆内でさまざまな責任を果たします。長老団の調整者，書記，奉仕監督，「ものみの塔」研究の司会者，生活と奉仕の集会の監督などです。グループ監督として仕える長老も多くいます。そうした立場で奉仕する期間は特に定められていません。もちろん，ある長老が移転したり，健康上の理由で責任を果たせなくなったり，聖書に示されている条件を満たせなくなって資格を失ったりした場合は，別の長老がその務めを果たすように選ばれます。監督の数が少ない会衆では，他の兄弟たちが資格を得て長老として任命されるまで，1人の長老が2つ以上の務めを果たす必要があるかもしれません。
26 長老団の調整者は，長老団の会合の際に司会を務めます。謙遜に他の長老たちと一緒に働き，神の羊の群れを世話します。（ロマ 12:10。ペテ一 5:2，3）物事をよく組織し，勤勉に監督できる人であるべきです。（ロマ 12:8）
27 書記は，会衆の記録類を扱い，重要な通信物について長老たちに知らせます。必要に応じて，長老団から指名された別の長老か有能な援助奉仕者が書記をサポートすることもできます。
28 奉仕監督は，野外奉仕のための取り決めなど，奉仕に関連した事柄を監督します。全ての野外奉仕グループを定期的に訪問する予定を立て，月に1度，週末に1つのグループを訪問します。小さな会衆でグループの数が少ない場合は，各グループを年に2回訪問することもできます。訪問の際には，野外奉仕のための集まりを司会し，グループの人たちと一緒に宣教を行い，再訪問や聖書研究に同行して援助します。
グループ監督
29 グループ監督として奉仕することは，会衆内で果たせる素晴らしい務めの1つです。グループ監督には次の責任があります。（1）野外奉仕グループの一人一人の，エホバとの関係に深い関心を払う。（2）グループの一人一人が宣教に定期的に参加し，有意義に楽しく奉仕できるように助ける。（3）グループにいる援助奉仕者が会衆内でさらに責任を担うことを目指して資格を身に付けられるよう，援助し訓練する。長老団は，グループ監督の務めを果たすのに最も適格なのはどの兄弟たちかを見定めます。
30 グループ監督は，その務めの性質からして，可能なら長老であるべきです。務めを果たせる長老がいない場合，有能な援助奉仕者に委ねることもできます。その立場で仕える援助奉仕者は，グループ援助者と呼ばれます。会衆内で監督として働くわけではないからです。長老たちの指示の下で責務を果たします。
31 グループ監督の大切な務めの1つは，宣教において率先することです。監督が定期的に，熱意や意欲をもって奉仕する様子は，グループの人たちに励みを与えます。伝道者たちは仲間と一緒に働くと励まされ，助け合えるので，グループ伝道は大半の人にとって都合の良い予定で行うのが望ましいでしょう。（ルカ 10:1-16）グループ監督は奉仕区域がいつでも十分にあるようにしなければなりません。通常，野外奉仕のための集まりを司会し，その日の伝道者の組み合わせを決めたり区域を渡したりします。自分がその場にいることができない場合には，別の長老か援助奉仕者に，あるいはそのどちらもいないなら適任の伝道者に頼んで，伝道者たちが必要な指示を受けられるようにします。
32 グループ監督は，奉仕監督の訪問のために前もって予定を立てます。グループの人たちに訪問について知らせ，期待を高めるようにします。グループの全員は，取り決めについて十分に知らされていれば，訪問を楽しみにして予定に含めることができます。
33 野外奉仕グループは，少人数にとどめます。そうすれば監督はグループの全員をよく知ることができます。監督は愛情深い牧者として，一人一人に深い関心を払い，宣教や会衆の集会に参加する面で援助や励ましを与えます。個々の人が神との強い関係を保てるよう，できることは何でもします。病気になった人や気落ちした人を訪問すれば，力づけることができるでしょう。兄弟たちに励みとなる提案や助言を少し与えれば，兄弟たちは努力して会衆内でさらに責任を担い，仲間をいっそう助けられるようになるかもしれません。グループ監督は必然的に自分のグループの人たちを主に助けますが，長老また牧者として会衆の全員を愛情深く気遣い，助けを必要とする人を進んで助けます。（使徒 20:17，28）
34 グループ監督は，野外奉仕報告を集める仕事を手伝います。グループの人たちから報告を受け取ったなら書記に渡します。伝道者は各自，野外奉仕報告を速やかに提出することによって，グループ監督に協力できます。毎月の終わりに，報告をグループ監督に直接渡すか，王国会館にある野外奉仕報告用の箱に入れます。
会衆の奉仕委員会
35 会衆の奉仕委員会は，長老団の調整者，書記，奉仕監督から成り，種々の務めを果たします。例えば，結婚式や葬式（または追悼式）のために王国会館を使用することを承認したり，伝道者たちをどの野外奉仕グループに入れるかを決めたりします。また，正規開拓奉仕や補助開拓奉仕その他の申し込みを承認します。奉仕委員会は長老団の指示の下で働きます。
36 これらの兄弟たちや，「ものみの塔」研究の司会者，生活と奉仕の集会の監督，また長老団を構成する他の長老たちが具体的にどんな務めを果たすかについては，支部から情報が与えられます。
37 各会衆の長老団は，会衆の進歩に関連した事柄を話し合うため，周期的に会合を持ちます。巡回監督の訪問の際に会合が開かれ，訪問の約3カ月後にも行われます。もちろん，長老たちは必要な時にはいつでも会合を持つことができます。
進んで応じる
38 監督たちは不完全な人間です。それでも，会衆の全ての人は監督たちに進んで応じるようにと言われています。それはエホバの取り決めだからです。エホバは監督たちに行動の責任を問います。監督はエホバとその統治を代表しているのです。ヘブライ 13章17節にこう記されています。「皆さんを教え導いている人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません」。エホバは聖なる力によって監督を任命しますが，任命された人が聖なる力によって生み出される性質を示さず，聖書に示されている条件に合わない生き方をするようになった場合，エホバはやはり聖なる力によってその人を監督の立場から除きます。
39 私たちは，会衆の監督たちが一生懸命に働き，良い手本を示していることに，本当に感謝しているのではないでしょうか。パウロは，テサロニケの会衆に宛てた手紙の中で，クリスチャンたちにこう勧めました。「兄弟たち，次のことをお願いします。皆さんの中で一生懸命に働き，主に仕えつつ皆さんを監督し助言を与えている人たちに，敬意を払ってください。そして，よく働いているその人たちに愛と深い思いやりを示してください」。（テサ一 5:12，13）会衆の監督たちが一生懸命に働いているおかげで，私たちは神への奉仕を行いやすくなり，もっと楽しむことができます。パウロはテモテに宛てた最初の手紙の中でも，会衆の人たちが監督に示すべき態度についてこう述べています。「立派に監督している長老たち，とりわけ一生懸命に話したり教えたりしている人たちは，深い敬意を受けるに値します」。（テモ一 5:17）
組織内での他の責任ある立場
40 長老たちの中には，患者訪問グループの一員として奉仕するよう任命される人もいます。また，医療機関連絡委員会で奉仕し，病院や医師を訪問して，エホバの証人への無輸血治療が今後も広く行われるように働き掛ける人もいます。さらに，王国会館や大会ホールの建設やメンテナンスの手助けをしたり，大会委員会の一員として奉仕したりして，王国の活動を支援する監督たちもいます。これらの兄弟たちが力を尽くして一生懸命に働いていることに，組織内の全ての人は深く感謝しています。私たちはそのような人たちを「いつも敬」います。（フィリ 2:29）
巡回監督
41 統治体は，適任の長老たちが巡回監督として任命されるようにします。巡回監督は，担当する巡回区を支部から割り当てられ，巡回区を構成する会衆を通常は年に2回訪問します。また，孤立した区域にいる開拓者たちを周期的に訪問します。巡回区をどういう順序で回るか計画し，各会衆に十分前もって通知して，皆が訪問から最大限に学んで励みを得られるようにします。
42 長老団の調整者は，巡回訪問を通して皆が爽やかにされ力づけられるよう，率先して物事を組織します。（ロマ 1:11，12）訪問の通知を受け，巡回監督と妻（結婚している場合）の要望について知らされたなら，兄弟たちの協力を得て，宿舎や他の必要な事柄を取り決めます。そして，巡回監督と会衆の皆に取り決めについて知らせます。
43 巡回監督は，集会や野外奉仕のための集まりなどの予定について，長老団の調整者と連絡を取ります。それらの集会や集まりは，巡回監督の提案や支部からの指示に沿って取り決められます。皆が前もって，会衆の集会，開拓者との会合，長老や援助奉仕者との会合，また野外奉仕のための集まりの時間と場所を知っている必要があります。
44 巡回監督は火曜日の午後に，「会衆の伝道者記録」，集会出席者数の記録，区域の記録，会計関係の書類を調べます。それによって，会衆がどんなことを必要としているか，またそれらの記録を付ける担当者たちをどのように援助できるかについて，ある程度のことが分かります。長老団の調整者は，巡回監督がそれらの記録類を予定の時間までに受け取れるよう手配しておきます。
45 巡回監督は訪問中，集会や野外奉仕や食事その他の機会に，できる限り時間を取って兄弟姉妹一人一人と話します。また，長老や援助奉仕者たちと会合を持ち，群れを世話する責任を果たすのに役立つ適切な助言や提案や励ましを聖書から与えます。（格 27:23。使徒 20:26-32。テモ一 4:11-16）さらに，開拓者たちとも会合を持って励まし，宣教の面で困っていることがあるなら個々に援助を与えます。
46 注意を向けるべき事柄がほかにもあれば，巡回監督は週の間に可能な限り援助します。訪問中に解決しなかった場合，聖書の指針を調べるよう長老や関係する人たちを助けます。支部のサポートが必要なら，巡回監督と長老たちはその件に関する詳しい報告を支部に送ります。
47 巡回監督は訪問中，会衆の集会に出席します。それらの集会は時折，支部からの指示によって調整されることがあります。巡回監督は，会衆を教え，励まし，強くし，意欲を高めるための話を行います。そして，エホバとイエス･キリストと組織に対する皆の愛が深まるように努めます。
48 巡回監督による訪問の目的の1つは，宣教を熱心に行うよう励まし，役立つ提案を与えることです。会衆の多くの人は，その週の野外奉仕に十分参加するために自分の予定を調整できるでしょう。その月に補助開拓奉仕を行えるかもしれません。巡回監督やその妻と一緒に働きたいと思う人は，その希望を伝えることができます。聖書研究や再訪問に一緒に行ってもらうなら，そうして良かったと思うに違いありません。1週間の訪問中，できる限り奉仕に参加するために特別の努力を払うのは，本当に良いことです。（格 27:17）
49 巡回区ごとに，巡回大会が年に2回開かれます。大会組織の運営に責任を持つのは，巡回監督です。巡回監督は，大会監督と大会監督補佐を任命します。この人たちは巡回監督と緊密に働き，大会組織が正しく機能するように見届けます。これにより巡回監督は主に大会のプログラムに注意を払うことができます。巡回監督はほかにも有能な男子を指名して，さまざまな部門の仕事を割り当てます。また，毎回の大会の終了後に，巡回区の会計監査が行われるようにします。 毎年の巡回大会のうち1回は，支部の代表者が訪問講演者として話を行います。巡回区によっては，広い範囲にまたがっているため，あるいは大会施設が小さいために，巡回区を幾つかに分けて別々に大会を開く場合もあります。
50 巡回監督は，毎月の終わりに自分の野外奉仕報告を支部に直接提出します。もし，交通費，食費，宿泊費その他，奉仕を行うのに必要な少額の出費が生じ，訪問した会衆によって賄われなかったなら，支部にその払い戻しを依頼できます。旅行する代表者たちは，エホバの王国の活動を第一にしているなら，イエスの約束通り必要な物を与えられる，と確信できます。（ルカ 12:31）各会衆には，自分たちのために奉仕してくれているこれらの献身的な長老たちをもてなす素晴らしい機会があります。そのことを忘れないようにしましょう。（ヨハ三 5-8）
支部委員会
51 世界各地にあるエホバの証人の支部では，クリスチャンとして十分に経験を積んだ3人以上の兄弟たちが支部委員会として奉仕します。支部委員会は，担当する国もしくは国々での伝道活動を監督します。委員の1人が，支部委員会の調整者として奉仕します。
52 支部委員会を構成する兄弟たちは，支部の担当地域内の全ての会衆に関係する事柄を扱います。担当地域の全域で王国の良い知らせが伝えられるように活動を監督し，会衆や巡回区を組織して地域内の人々の必要が満たされるようにします。また，宣教者の奉仕や，特別開拓者，正規開拓者，補助開拓者の活動にも注意を払います。さらに，大会のために取り決めを設けたり種々の務めを割り当てたりして，「全てのこと[が]適正に，取り決めに沿って行」われるようにします。（コリ一 14:40）
53 支部委員会の担当地域内の国に，国内委員会が任命されることもあります。それにより，該当する地域での活動をより十分に監督できます。国内委員会は，ベテル･ホームや事務所に関係する物事を管理し，通信物や報告を取り扱い，地域内での活動全般を見守ります。そのようにして，支部委員会と協力して王国の活動を推し進めます。
54 支部委員会や国内委員会で奉仕する人たちは皆，統治体によって任命されます。
本部代表
55 統治体の取り決めにより，適任の兄弟たちが世界各地の支部を周期的に訪問します。このような立場で奉仕する兄弟は，本部代表と呼ばれます。その主な仕事は，ベテル家族を励ますこと，また伝道して弟子を作る活動を行っていく上で生じる問題や疑問に関して支部委員会を助けることです。ほかにも，幾人かの巡回監督と会合したり，周期的に野外の宣教者たちと集まりを持ったりします。その際には，彼らが直面している問題や必要としている事柄について話し合い，王国について伝えて弟子を作るという最も重要な活動を続けるための励ましを与えます。
56 本部代表は，王国について伝える活動や会衆の他の活動の面で，支部の担当地域内で成し遂げられている事柄に深い関心を抱いています。時間が許せば，遠隔翻訳事務所も訪問します。支部を訪問する際には，伝道にも可能な限り参加します。
愛情深い監督たち
57 経験を積んだクリスチャン男子たちが一生懸命に働き，愛情深く世話してくれているおかげで，私たちは大いに助けられています。群れを世話するために任命された監督たちに従い続けるなら，私たちは会衆の頭であるキリスト･イエスといっそう強く結び付きます。（コリ一 16:15-18。エフェ 1:22，23）その結果，神の聖なる力が世界中の会衆に行き渡り，神の言葉に導かれて全世界で活動が行われていくのです。（詩 119:105）
[脚注]
日本の場合，巡回区の会計というものはありません。
[33ページの拡大文]
長老たちはイエスに倣い，群れの模範となって進んで真剣な態度で仕え，エホバへの奉仕に率先する。
[38ページの拡大文]
会衆がきちんと世話されるためには，監督として任命される人たちが，神の言葉の中に示されている資格を満たしていなければならない。
[46ページの拡大文]
私たちは，群れを世話する監督たちに従い続けるなら，会衆の頭であるキリスト･イエスといっそう強く結び付く。



^ ***行 53–58ページ 大事な働きをする援助奉仕者たち***
第6章
大事な働きをする援助奉仕者たち
使徒パウロは，フィリピの会衆に宛ててこう書きました。「キリスト･イエスの奴隷であるパウロとテモテから，フィリピにいる，キリスト･イエスと結ばれた聖なる人たち全て，また監督たちと援助奉仕者たちへ」。（フィリ 1:1）ここで言及されている援助奉仕者は，当時の会衆において長老たちを助けるという重要な役割を果たしていたようです。現代でも，援助奉仕者は監督たちを助け，会衆が秩序正しく活動を行う上で役立つ奉仕を行っています。
2 あなたの会衆では，誰が援助奉仕者として働いていますか。その兄弟たちは，あなたや会衆のためにどんな仕事をしているでしょうか。エホバは援助奉仕者たちの働きを高く評価しています。使徒パウロはこう書いています。「立派に奉仕する人は良い評価を得，キリスト･イエスへの信仰について少しも気後れせずに語ることができます」。（テモ一 3:13）
聖書が示す援助奉仕者の条件
3 援助奉仕者に期待されているのは，クリスチャンとして健全な生活を送り，責任感を持ち，務めをきちんと果たすことです。パウロがテモテへの手紙の中で援助奉仕者の資格について述べた事柄を考えると，そのことがよく分かります。こう記されています。「援助奉仕者も，真面目で，二枚舌を使わず，多量の酒を飲まず，貪欲に不当な利益を得ようとせず，やましいところのない良心を保って，神聖な秘密である信仰の道をしっかり歩んでいるべきです。この人たちは，その仕事にふさわしいかどうか，まず試されなければなりません。非難されるところがなければ，奉仕者として仕えさせることができます。援助奉仕者は，1人の妻の夫で，子供を従わせ，家庭を立派に治めているべきです」。（テモ一 3:8-10，12）援助奉仕者として特別な責任を委ねられた人たちが，聖書に示されている高い基準を守っていれば，その人たちのことで会衆が非難されることはないでしょう。
4 援助奉仕者は，若くても年を重ねていても，宣教に毎月活発に参加します。イエスに倣って熱心に宣教を行います。そうした熱意により，エホバと同じように人類の救いに関心を払っていることを示します。（イザ 9:7）
5 援助奉仕者として仕える男子は，服装や身なり，言葉遣い，態度，行いの面でも模範的です。健全な考え方をするので，他の人から敬われます。また，自分とエホバとの関係や会衆内での務めを非常に大切なものと見ています。（テト 2:2，6-8）
6 これらの男子は「ふさわしいかどうか……試され」ました。任命を受ける前から，まさしく献身的な人であることを実証してきました。そして，生活の中で王国を第一にしていることを示し，どんな奉仕の機会にも進んで応じる気持ちでいます。確かに，会衆の人たちが見習うべき模範です。（テモ一 3:10）
どのような奉仕をするか
7 援助奉仕者は，兄弟姉妹のためにさまざまな奉仕を行います。それによって，監督たちは教えたり牧羊したりすることに，より多くの時間を充てられます。長老団は，援助奉仕者に務めを割り当てる際，各人の能力や会衆の必要を考慮に入れます。
8 援助奉仕者がどんな務めを果たすか，考えてみましょう。例えば，文書や雑誌を管理し，会衆の人たちがそれらを個人用や宣教用に受け取れるようにします。会衆の会計を扱ったり，区域の記録を付けたりもします。また，マイクを使えるようにしたり，音響機器を操作したり，案内係を務めたり，他の面で長老たちを助けたりすることもあります。王国会館のメンテナンスや清掃に関連した仕事もたくさんあるので，援助奉仕者はそうした分野でも協力を頼まれることが少なくありません。
9 これらの務めをそれぞれ別の援助奉仕者が行える会衆もあれば，1人の援助奉仕者が複数の務めを果たす会衆もあります。特定の仕事を2人以上の援助奉仕者が行う場合もあるかもしれません。責任を果たせる援助奉仕者の数が足りないなら，長老団は，バプテスマを受けた他の模範的な兄弟たちが必要な仕事を行うように取り決めることができます。そうすれば，その兄弟たちは経験を積み，やがて援助奉仕者の資格を身に付けた時に生かすことができるでしょう。もし兄弟がいないなら，ある仕事は模範的な姉妹に手伝ってもらうこともできますが，もちろんその姉妹が援助奉仕者に任命されることはありません。模範的な人とは，行いや崇拝の面で見習うに値する人のことです。その人は，集会の出席，伝道活動，家族生活，エンターテインメントの選択，服装や身なりといった点で他の人の手本となっています。
10 長老が非常に少ない会衆では，有能な援助奉仕者に，バプテスマ希望者との教理的な事柄に関する話し合いを行うよう依頼できます。その話し合いのための質問は，この本の付録の「第1部 クリスチャンの信条」に挙げられています。「第2部 クリスチャンの生き方」は，プライベートな問題も取り上げているので，長老が扱うべきです。
11 長老団は，もっともな理由があるなら，それぞれの援助奉仕者に割り当てる務めを周期的に変更することもできます。とはいえ，同じ務めをしばらく続けてもらい，経験を積めるようにすることは，とても有益です。
12 会衆の状況にもよりますが，進歩が「誰の目にも明らか」な援助奉仕者に割り当てることができる務めは，ほかにもあります。（テモ一 4:15）長老の人数が足りない場合，援助奉仕者がグループ監督の補佐として，あるいは長老たちの監督下でグループ援助者として奉仕することがあります。また，公開講演をしたり，生活と奉仕の集会の一部を扱ったりすることもあります。必要に応じて会衆の聖書研究の司会も行えます。そのほかの務めが与えられることもありますが，それは，何らかの必要があり，その人が特定の務めを果たすための条件を満たしている場合です。（ペテ一 4:10）援助奉仕者は，長老たちを助けるために，進んで自分を差し出すべきです。
13 援助奉仕者の仕事は，長老の仕事とは異なりますが，やはり神への神聖な奉仕であり，会衆の活動が円滑に行われるために重要です。援助奉仕者は，委ねられた務めをよく果たし，牧者また教える人としての資格を身に付けるなら，いずれ長老として奉仕するように推薦されるでしょう。
14 十代の兄弟たち，またバプテスマを受けて間もない兄弟たち，あなたは援助奉仕者になろうと努めていますか。（テモ一 3:1）毎年大勢の人がエホバの証人になっているので，会衆内の種々の責任を担える，資格あるクリスチャン男子が必要とされています。ですから，人を助けたいという気持ちを強めましょう。そのために，イエスの優れた模範について黙想できます。（マタ 20:28。ヨハ 4:6，7; 13:4，5）人を助けたいという気持ちは，与える喜びを経験するにつれて強まります。（使徒 20:35）それで，自発的に他の人に援助の手を差し伸べ，王国会館のメンテナンスを手伝い，生活と奉仕の集会で誰かが割り当てを果たせなくなった時には代わりを引き受けるようにしましょう。資格を満たすよう努めることには，個人研究の良い習慣を保ってクリスチャンとしてのさまざまな性質を育むことも含まれます。（詩 1:1，2。ガラ 5:22，23）さらに，資格を満たすよう努めている兄弟は，会衆内で割り当てられた務めをきちんと果たすことにより，信頼性や忠実さを示します。（コリ一 4:2）
15 援助奉仕者は，会衆に仕えるために聖なる力によって任命されています。会衆の皆は，割り当てられた務めを果たす援助奉仕者たちに協力することにより，彼らの勤勉な働きに対する感謝を表せます。そのようにして，会衆が秩序正しく活動を行うためのエホバの取り決めに感謝を表すのです。（ガラ 6:10）
[56ページの拡大文]
援助奉仕者はさまざまな奉仕を行う。それによって，監督たちは教えたり牧羊したりすることに，より多くの時間を充てられる。









^ ***塔研23 1月号 8–9ページ 「考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう」***
研究記事2
「考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう」
「考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです」。ローマ 12:2
88番の歌 あなたの道を教えてください
何を学ぶか
あなたはどのくらいの頻度で家を掃除していますか。引っ越しをする場合，新しい家を一生懸命に掃除することでしょう。でも，そのまま放っておくなら，すぐにほこりや汚れがたまってしまいます。いつも家をきれいにしておくためには，小まめに掃除をする必要があります。
2 考え方や人格についても同じことが言えます。バプテスマを受ける前に，「体と精神のあらゆる汚れを除き去って自分を清め」るよう一生懸命努力しました。（コリ二 7:1）でも，バプテスマの後も，パウロが言っている通り，「考え方を新しくする努力を続け」る必要があります。（エフェ 4:23）努力をやめるなら，世の中の悪い影響を受けて，考え方や人格が汚れてしまうからです。エホバに喜んでいただくためには，自分の考え方や人格や欲望を小まめにチェックする必要があります。
「考え方を新しくする」努力を続ける
3 「考え方を新しくする」とはどういうことでしょうか。（ローマ 12:2を読む。）何かに少し飾り付けをして見栄えを良くしても，それを新しくしたことにはなりません。同じように，考え方を新しくするには，良いことを少し行うだけでは十分でありません。自分の内面をよく調べ，エホバの基準に合わせて自分を変える必要があります。そうした努力を続けることが大切です。
4 将来，完全になれば，エホバの喜ぶことをいつも行えるようになります。でも，今はまだ努力が必要です。ローマ 12章2節でパウロは，考え方を新しくすることと神の意志を見極めることを結び付けて説明しました。私たちは今の体制によって形作られないようにしなければなりません。自分の目標や選択が，世の中の考え方ではなく神の考え方に沿っているかどうか確かめましょう。
5 エホバはどんなことを望んでいるのでしょうか。例えば，私たちが「エホバの日が来る[こと]についていつも考え」るようにと願っています。（ペテ二 3:12）それで，次のように自問してみましょう。「自分はこの体制の終わりが近いことを意識した生き方をしているだろうか。教育や仕事を選ぶ時，エホバに仕えることを第一にしているだろうか。エホバが自分や家族に必要なものを与えてくれる，と心から信じているだろうか。それともお金や物のことをいつも心配しているだろうか」。エホバの考えに合わせた生き方をするなら，エホバはとても喜んでくれます。（マタ 6:25-27，33。フィリ 4:12，13）
6 自分の考え方を小まめにチェックし，直す



^ ***塔研23 2月号 16ページ 「頭がさえた状態を保ち，油断なく見張ってください」***
3 今私たちは，邪悪な世界が終わろうとしている時代に生きています。それで頭がさえた状態を保ち，油断なく見張っている必要があります。この記事では，世界の出来事をしっかり見張りつつバランスの取れた見方を保つにはどうしたらよいか，自分に注意を払うためにどんなことができるか，残された時間を有効に使うためにどうしたらよいかを考えます。
世界の出来事を見張りつつ，バランスの取れた見方を保つ
4 私たちは，聖書の預言が今の世界でどのように実現しているかに関心を持っています。イエスは，サタンの世界が終わろうとしている時にどんなことが起きるかを教えました。（マタ 24:3-14）ペテロも，信仰を強く保つために預言の実現に注意を向けるようにと言いました。（ペテ二 1:19-21）聖書の巻末の書も次のような言葉で始まっています。「イエス･キリストによる啓示。これは神が，間もなく必ず起きる事柄をご自分の奴隷たちに示すため，イエスに与えたものである」。（啓 1:1）それで，私たちは世界の出来事や聖書の預言の実現に注目します。兄弟姉妹との会話の中で，そうしたことが話題になることもあるでしょう。
5 聖書の預言について話題にする時には，臆測で話さないようにしましょう。会衆の一致を乱さないためです。例えば，政治指導者たちが紛争の解決や平和と安全の実現について語るかもしれません。それを聞いて，これはテサロニケ第一 5章3節の実現だ，と決め付けてしまわないようにしましょう。エホバの組織から与えられる最新の情報に付いていくことが大切です。兄弟姉妹と会話する時，そのような情報に基づいて話すなら，会衆のみんなが「同じ考え方で」一つにまとまることができます。（コリ一 1:10; 4:6）
6 ペテロ第二 3:11-13を読む。私たちは聖書の預言に注意を向けつつ，バランスの取れた見方をする必要があります。ペテロは，「エホバの日が来る[こと]についていつも考えましょう」と言いました。でもそれは，ハルマゲドンの「日と時刻」を知るためではありません。その時まで「聖なる振る舞いをし，神への専心を行動に表」すためです。（マタ 24:36。ルカ 12:40）正しい行いをし，エホバへの愛の気持ちからエホバに仕えることが大切です。そのためには，自分に注意を払う必要があります。
自分に注意を払う
7 イエスは弟子たちに，世界の出来事だけでなく，自分にも注意を払うようにと教えました。そのことはルカ 21章34節から分かります。（読む。）私たちは自分の行動や態度に



^ ***塔研23 3月号 5ページ バプテスマを受けるのはどうして？***
イエスのバプテスマと弟子たちのバプテスマの違い
イエスのバプテスマ
イエスはエホバに献身したイスラエル国民の一員として生まれたので，改めて献身する必要はありませんでした。（出 19:4-8）
イエスは完全で罪のない方だったので，罪を悔い改めたり，健全な良心を神に願い求めたりする必要はありませんでした。（ヘブ 4:15。ペテ一 2:22）
弟子たちのバプテスマ
今は，古代イスラエル国民のように生まれつきエホバに献身した国民や人種の人はいません。（使徒 10:34，35）それで，バプテスマを受ける前にエホバに献身する必要があります。
私たちは不完全なので，これまでの罪を悔い改め，健全な良心を願い求めるためにバプテスマを受ける必要があります。（使徒 2:38。ペテ一 3:21）



^ ***塔研23 4月号 23ページ 集会で励まし合いましょう***
12 次のように考えてみましょう。友達と話をする時，自分ばかり話して会話を独占したりするでしょうか。そんなことはしないはずです。ほかの人たちの話もぜひ聞きたいと思うことでしょう。同じように，集会でもできるだけたくさんの人がコメントできたらいいと思いませんか。兄弟姉妹が自分の信仰を語れるようにするなら，兄弟姉妹を元気づけることに貢献できます。（コリ一 10:24）では，具体的にどんなことができるでしょうか。
13 1つ目に，短いコメントを意識するようにしましょう。そうすれば，もっとたくさんの人がコメントできます。長老や経験豊かな兄弟姉妹は，この点で手本になるようにしましょう。2つ目に，1度のコメントでたくさんの点を含め過ぎないようにします。短いコメントだったとしても，全ての要点を言ってしまうなら，ほかの人たちはコメントすることがなくなってしまうかもしれません。例えば，この節では2つの提案が挙げられています。短いコメントを意識することと，多くの点を含め過ぎないようにすることです。もし，この節で最初にコメントすることになったなら，1つの点だけを答えるのはどうでしょうか。
14 どれほど手を挙げるかについて分別を働かせることも大切です。同じ人が何度も手を挙げると，司会者はほかにまだ当たっていない人がいても，その人をまた当てなければいけないと感じるかもしれません。そうすると，



^ ***塔研23 5月号 15–19ページ 「神聖な道」を歩み続ける***
ませんでした。モーセの律法で求められている犠牲を捧げるための祭壇も，祭司職の取り決めもありませんでした。また，異教の神々を崇拝する人たちは，ユダヤ人よりもはるかに多く，エホバのこともエホバの基準も全く気に掛けない人たちでした。それで，エホバを愛するユダヤ人は，故郷であるイスラエルに戻って清い崇拝を回復させたいと心から願っていました。
4 バビロンからイスラエルまでの道のりは，4カ月かかる大変なものでした。でもエホバは，障害となるものを道から除き去ると約束しました。預言者イザヤはこう書きました。「エホバの道を整えよ！ 私たちの神のために，砂漠を通る真っすぐな街道を造れ。……でこぼこの地面を平らにし，険しい土地を谷あいの平原にしなければならない」。（イザ 40:3，4）想像してみてください。砂漠に真っすぐな街道ができ，険しい土地も平らになるのです。山や谷を越えるよりもずっと歩きやすく，そこを通る人たちは速く進んでいけるでしょう。
5 現代，大きな道のほとんどには名前や数字が付けられています。イザヤ書に出てくる比喩的な街道にも名前があります。こう書かれています。「そこには街道ができる。『神聖な道』と呼ばれる道である。汚れた人がその道を通ることはない」。（イザ 35:8）エホバのこの約束は，当時のユダヤ人にとってどんな意味があったでしょうか。現代の私たちにとってはどうですか。
「神聖な道」 古代と現代の意味
6 「神聖な道」というのは，とても美しい名前ではないでしょうか。この道はどんな意味で神聖なのでしょうか。「汚れた人」，つまり不道徳や偶像崇拝などの罪深い行いを続ける人は，イスラエルに帰ることはできませんでした。イスラエルに戻ったユダヤ人は，「エホバ神の聖なる民」となるのです。（申 7:6）でも，だからといって，エホバ神に喜んでいただくために変化する必要がなかったわけではありませんでした。
7 この記事の初めの方で考えた通り，当時のユダヤ人のほとんどはバビロンで生まれました。それで，バビロニア人の考え方や基準が染み付いていたことでしょう。ユダヤ人の第1陣がイスラエルに戻ってから数十年後，エズラは外国人の女性と結婚しているユダヤ人がいることを知りました。（出 34:15，16。エズ 9:1，2）後に総督ネヘミヤは，イスラエルで生まれた子供たちがユダヤ人の言語を学んですらいないことに衝撃を受けました。（申 6:6，7。ネヘ 13:23，24）神の言葉は主にヘブライ語で記録されていたのに，その言語を理解できないとしたら，どのようにしてエホバを愛し，エホバに仕えるようになるというのでしょうか。（エズ 10:3，44）それで，ユダヤ人には大きな変化が必要でした。でも，イスラエルでは清い崇拝が回復されつつあったので，バビロンにいるよりもはるかに変化しやすかったことでしょう。（ネヘ 8:8，9）
8 もしかすると，「確かに興味深い情報だけれど，はるか昔のユダヤ人の話が今の私たちとどんな関係があるんだろう」と思うかもしれません。でも，私たちも「神聖な道」を歩んでいると言えます。天に行くよう選ばれた人か「ほかの羊」かに関わりなく，私たちはこの道を歩み続ける必要があります。（ヨハ 10:16）そうするなら，今は比喩的なパラダイスで，将来は神の王国の下で幸せを味わうことができます。 1919年以降，非常に大勢の人たちが大いなるバビロン（世界を惑わしている間違った宗教全体）を出て，「神聖な道」を歩み始めました。あなたもその中の一人かもしれません。このように，100年ほど前にこの道は開通しました。とはいえ，整地作業は何百年も前から始まっていました。
「神聖な道」の整地作業
9 エホバは，バビロンからイスラエルに向かうユダヤ人のために障害物を道から取り除きました。（イザヤ 57:14を読む。）現代ではどうでしょうか。エホバは1919年までの数百年の間，神を畏れる人たちによって大いなるバビロンから出るための道を整えました。（イザヤ 40:3と比較。）そのおかげで，心の正しい人たちは比喩的なパラダイスでエホバに仕えることができるようになりました。では，どんな整地作業が行われたのか見てみましょう。
10 印刷。15世紀の中ごろまで，聖書は手作業で書き写されていました。これにはかなり時間がかかったので，聖書は値段が高く，なかなか手に入らない本でした。でも，活版印刷機が発明されると，聖書をもっと簡単に生産できるようになり，いっそう多くの人が手に入れられるようになりました。
11 翻訳。何百年にもわたって，聖書は主にラテン語でしか手に入れることができず，高い教育を受けた人しか理解することができませんでした。でも，印刷された聖書が世の中に出回るようになると，神を畏れる人たちは，聖書を多くの人が理解できる言語に翻訳する仕事にいっそう力を入れるようになりました。こうして，聖書を読む人は，教会で教えられていることと聖書が本当に教えていることを比較できるようになりました。
12 聖書を理解するための助け。聖書を真剣に研究した人たちは，そこからたくさんのことを理解しました。そして，聖職者たちの怒りを買うことになるとしても，学んだことを大勢の人たちに知らせました。例えば19世紀には，大勢の誠実な人たちがパンフレットを出版し，教会で教えられていることが間違っているということを暴露しました。
13 1835年ごろ，ヘンリー･グルーは死者の状態についてのパンフレットを執筆しました。その中でグルーは，不滅性は神からの贈り物であって，生まれつき与えられるものではない，ということを聖書から説明しました。これは，多くの教会の教えが間違っていることを示すものでした。1837年，牧師であるジョージ･ストーズがこのパンフレットを列車の中で見つけます。ストーズは，これは真理だと確信し，読んだことをほかの人にも知らせたいと思いました。1842年に，「一つの問い ― 悪しき者は不滅か」という題の一連の講演を行いました。ストーズが出版した本は，チャールズ･テイズ･ラッセルという若者に大きな感化を与えました。
14 このようにしてすでに整地作業が行われていたことは，ラッセル兄弟や仲間たちにとってどのように助けとなったでしょうか。聖書を研究する時に，事典や索引やいろいろな翻訳の聖書を調べることができました。また，ヘンリー･グルーやジョージ･ストーズといった人たちの研究から学ぶこともできました。そして，ラッセル兄弟たちも聖書についての本やパンフレットをたくさん出版することで，整地作業に加わりました。
15 1919年，エホバに仕える人たちは大いなるバビロンに捕らわれていた状態から自由になりました。その年，「忠実で思慮深い奴隷」が任命されました。（マタ 24:45-47）彼らは，開通したばかりの「神聖な道」に誠実な人たちを迎え入れました。すでに整地作業が行われていたので，この道を歩み始めた人たちは，エホバやエホバのお考えについてたくさんのことを知ることができました。（格 4:18）そして，エホバの望まれることに自分たちの生き方を合わせることもできました。もちろんエホバは，何もかも一度に変えるよう求めていたわけではありません。時間をかけて，自分に仕える人たちを少しずつ整えていきました。（「エホバはご自分に仕える人たちを少しずつ整えてきた」の囲みを参照。）そして将来，私たちは全ての点でエホバに喜ばれることを行えるようになります。そのことを考えると，本当に楽しみではないでしょうか。（コロ 1:10）
今からでも「神聖な道」を歩み始めることができる
16 どんな道も，定期的なメンテナンスが必要です。「神聖な道」も，1919年以降整備が続けられてきました。少しでも多くの人が大いなるバビロンから出られるようにするためです。忠実で思慮深い奴隷は，この仕事を一生懸命に行っています。1921年には，関心を持つ人たちが聖書の真理を学ぶための新しい出版物が発表されました。「神の立琴」です。この本は36の言語で600万冊近く配布され，大勢の人がこの本を使って聖書を学びました。最近私たちは，「いつまでも幸せに暮らせます」という素晴らしい出版物を使って聖書レッスンをしています。終わりの時代の間ずっと，エホバは組織を通して信仰を強める食物を与えてくださっています。そのおかげで，私たちは皆「神聖な道」を歩み続けることができています。（イザヤ 48:17; 60:17を読む。）
17 私たちが誰かと聖書レッスンを始める時，その人は「神聖な道」に足を踏み入れることになります。この道を少しの間歩んですぐにやめてしまう人もいれば，目的地まで歩み続ける決意でいる人もいます。では，この道はどこに続いているのでしょうか。
18 天で生きる希望を持つ人たちにとって，「神聖な道」は天にある「神のパラダイス」につながっています。（啓 2:7）地上で生きる希望を持つ人たちには，千年統治の終わりに完全になるという見込みがあります。では，後ろを振り返ることなく，新しい世界へと続くこの道を最後まで歩み続けていきましょう。
どのように答えますか
■ エホバはどのようにして古代のユダヤ人のために「神聖な道」を整えましたか。
■ 現代の「神聖な道」が開通したのはいつですか。この道を整えるためにどんなことが行われましたか。
■ 今，「神聖な道」を歩んでいるのは誰ですか。この道はどこに続いていますか。
24番の歌 エホバの山に登ろう



^ ***塔研23 6月号 22–24ページ エホバを畏れる人はいつまでも幸せでいられる***
たちに助けてもらい，エホバの元に戻ることができました。今では，長老また特別開拓者として奉仕を楽しんでいます。
6 では，格言 9章を調べてみましょう。その中では，知恵と愚かさが2人の女性に例えられています。（ローマ 5:14，ガラテア 4:24と比較。）サタンの世界は，性的な不道徳やポルノであふれています。（エフェ 4:19）それで，エホバへの畏れの気持ちを強め，悪いことから離れていることはとても大切です。（格 16:6）男性であっても女性であっても，私たち全ては格言 9章から大切な点を学べます。2人の女性はどちらも，「分別のない人たち」を招待しています。いわば，「私の家に来て一緒に食事をしましょう」と言っているかのようです。（格 9:1，5，6，13，16，17）でも，どちらの家に行くかによって結果は大きく変わってきます。
愚かな女性の誘いを退ける
7 「愚かな女性」の誘いについて考えてみましょう。（格言 9:13-18を読む。）この女性は分別のない人たちに，「こちらに来[て]」一緒に楽しむようにと呼び掛けています。この誘いに応じる人はどんな結果になるでしょうか。「死んだ無力な人たちがそこに[いる]」と書かれています。「格言の書」の前の方の章でも，似たような表現があります。「いかがわし[く]不道徳な女性」について，「彼女の家は死へと沈[む]」と書かれています。（格 2:11-19）また，格言 5章3-10節でも，「いかがわしい女性の……足は死へと下る」と警告されています。
8 「愚かな女性」の声が聞こえてきたなら，その誘いに応じるか退けるかを決めなければなりません。性的に不道徳なことをするように誘惑を受けたり，ポルノが突然目に飛び込んできたりした時，私たちはどうするでしょうか。
9 性的に不道徳な行いを避けるべきなのはどうしてでしょうか。「愚かな女性」は，「盗んだ水は甘[い]」と言っています。この「盗んだ水」とは何でしょうか。聖書は，夫婦の性関係を爽やかな水に例えています。（格 5:15-18）正式に結婚した夫婦だけが性的な親密さを楽しむことができます。しかし，「盗んだ水」はそれとは全く違います。これは正しくない性関係を指しているようで，多くの場合隠れて行われます。泥棒が人目を避けて家に忍び込むのとよく似ています。誰にも気付かれていないと思っているなら，「盗んだ水」は甘く感じるかもしれません。でも実際には，エホバが全てを見ています。エホバに嫌われてしまうとしたら，それ以上に悲しいことはありません。とても大きなものを失うことになるのです。（コリ一 6:9，10）考えるべき点はほかにもあります。
10 性的に不道徳なことを行うなら，恥ずかしい気持ちや自分には価値がないという気持ちになるかもしれません。望まないのに妊娠したり，家庭が崩壊したりすることもあります。命に関わる病気になることさえあるでしょう。（格 7:23，26）格言 9章18節の最後には，「彼女の客が墓の底にいる」とあります。ですから，愚かな女性の「家」に行かないのは本当に賢いことです。では，大勢の人が悲劇をもたらすこの誘いに応じてしまうのはどうしてでしょうか。（格 9:13-18）
11 多くの人はポルノのわなにはまっています。ポルノは無害だと考える人もいますが，実際には有害です。自分や他の人の尊厳を傷つけます。中毒性があるので，見るのをやめるのはかなり大変です。不道徳な画像は頭に残り，なかなか消すことができません。さらに，ポルノは間違った欲望を膨れ上がらせてしまいます。（コロ 3:5。ヤコ 1:14，15）実際，ポルノを見る多くの人が不道徳なことを行うようになっています。
12 クリスチャンである私たちは，ポルノが目に飛び込んできたならどうすべきでしょうか。すぐに目を背けるべきです。エホバとの友情が一番大事だということをいつも意識しているなら，こうしたきっぱりとした行動を取ることができます。一般的にはポルノと考えられていない画像であっても，不道徳な欲望を湧き上がらせる場合があります。そうしたものも避けるべきなのはどうしてでしょうか。たとえ小さなことであっても，心の中で姦淫を犯すことにつながるようなことはしたくない，と思っているからです。（マタ 5:28，29）タイで長老として奉仕しているデービッド兄弟はこう言います。「『これはポルノではないかもしれないけれど，見続けるならエホバは喜ぶだろうか』と考えるようにしています。そうすることで，良い決定ができています」。
13 エホバを悲しませたくないという気持ちがあるなら，賢く行動することができます。聖書に，「知恵はエホバへの畏れから始まる」と書かれている通りです。（格 9:10）この点は，格言 9章の初めの方で説明されています。そこでは，「真の知恵」が別の女性として描かれています。
賢い女性の招待を受け入れる
14 格言 9:1-6を読む。これは，創造者であり全ての知恵の源である，エホバからの招待です。（格 2:6。ロマ 16:27）ここに出てくる家は，7本も柱がある大きな家です。ここから，エホバが惜しみなく与える方だということが分かります。エホバは，役立つ知恵を求める人たちを喜んで迎え入れてくださいます。
15 「真の知恵」を表している女性の様子からも，エホバが惜しみなく与えてくださる方だということが分かります。この女性は，肉をしっかり用意し，ぶどう酒に香料を混ぜ，食卓も整えました。（格 9:2）さらに，9章4，5節にはこうあります。「知恵は，分別のない人に言う。『来て，私のパンを食べ……なさい』」。この賢い女性の招待を受け入れるべきなのはどうしてでしょうか。エホバはご自分の子供たちに賢く歩んでほしいと思っています。間違いを通して学ぶようなつらい学び方をしないように守りたいと思っています。それで，エホバは「正直な人のために，役立つ知恵を蓄え」ています。（格 2:7）エホバを畏れているなら，エホバに喜ばれることをしたいと思うはずです。エホバからのアドバイスに耳を傾け，喜んで当てはめます。（ヤコ 1:25）
16 エホバへの畏れは，賢い決定をする上でどのように助けとなるでしょうか。長老で学校の教師をしているアラン兄弟の例を考えてみましょう。兄弟はこう言います。「同僚の多くは，ポルノ映画も性教育の一部だと考えていました」。でも，兄弟はこの間違った考え方に影響されることはありませんでした。さらにこう言っています。「エホバを悲しませたくなかったので，そうした映画を一切見ないようにしました。そして，その理由について同僚に説明しました」。兄弟は，「真の知恵」の声に耳を傾け，「理解の道を前進しなさい」というアドバイスを当てはめたのです。（格 9:6）何人かの同僚は，兄弟のきっぱりとした態度に感心し，聖書レッスンを始め，集会にも出席するようになっています。
17 エホバは2人の女性の例えを使って，どうすれば幸せになれるかを教えてくれています。騒がしく「愚かな女性」の招待を受け入れる人は，不道徳な行いから喜びを得ようとします。そうした人は，今が楽しければいいと考え，将来のことなど気に留めていません。でも，最終的には「墓の底」に下ることになります。（格 9:13，17，18）
18 一方，「真の知恵」の招待を受け入れる人たちは，幸せを味わうことができます。今，エホバとの絆を強めるのに必要なものがふんだんに与えられています。栄養豊かで美しく盛り付けられた料理が目の前に並んでいるかのようです。（イザ 65:13）エホバはイザヤを通してこう言っています。「私の言うことを一心に聞き，良い物を食べなさい。そうすれば，本当に豊かな物を大いに



^ ***塔研23 7月号 21ページ エホバのように分別がある人になりましょう***
があっても良い決定をすることができます。エホバの手本や聖書の原則から，エホバが「岩のような方」でありながらも，分別がある方だということが分かります。
4 エホバの物事の扱い方は完全で，いつもバランスが取れています。エホバは人間を厳しく扱うようなことはされません。イスラエル人に対してどのように分別を示したかを考えてみてください。イスラエルには裕福な人も貧しい人もいました。それでエホバは，全ての人に同じ犠牲を要求するのではなく，それぞれが状況に合わせて犠牲を捧げることができるようにしました。（レビ記 5:7，11を読む。）
5 エホバは謙遜で思いやり深い方なので，分別を示します。ソドムの邪悪な人たちを滅ぼそうとしていた時，エホバは謙遜さを示しました。天使を通して，正しい人ロトに山地に逃げるようにと指示しました。ロトはそこに行くことを恐れ，ゾアルに逃げさせてほしいと頼みました。エホバはその町も滅ぼすつもりだったので，最初の指示に従うようロトに求めることもできました。でも，ロトの願いを聞き入れ，ゾアルを滅ぼさないことにしました。（創 19:18-22）何百年か後には，ニネベの人たちに思いやりを示しました。ヨナを遣わして，ニネベとニネベの邪悪な人たちを間もなく滅ぼすということを伝えさせました。でもニネベの人たちが悔い改めた時，エホバは彼らを思いやり，その都市を滅ぼさないことにしました。（ヨナ 3:1，10; 4:10，11）
6 イエスの手本も考えてみましょう。イエスが地上に遣わされたのは，「イスラエル国民の迷い出た羊」に良い知らせを伝えるためでした。でも，イエスはエホバのように分別を示しました。ある時，イスラエル人ではない女性がやって来て，「邪悪な天使に取りつかれ，ひどく苦しめられて」いる娘を癒やしてほしいと頼みました。イエスは思いやりを示し，この女性の願いを聞き入れて娘を癒やしました。（マタ 15:21-28）別の例も考えてみましょう。イエスは「人前で私を認めない人を，私も……認めません」と言っていました。（マタ 10:33）では，後にイエスのことを知らないと3回言ったペテロにどう接したでしょうか。ペテロが悔い改めていることや信仰を失っていないことに注目しました。復活した後，ペテロの前に現れました。そして，ペテロを許し，愛していることを伝えて安心させたことでしょう。（ルカ 24:33，34）



^ ***塔研23 8月号 14–17ページ 配偶者がポルノを見ているなら***
配偶者がポルノを見ているなら
● 「夫に裏切られ，何度も浮気されたかのように感じました」。
● 「惨めな気持ちになり，自分には魅力も価値もないんだと思いました」。
● 「誰にも相談できず，独りで悩んでいました」。
● 「エホバは自分のことなんて気に掛けてくれていない，と思いました」。
こうした言葉から分かる通り，夫がポルノを見ると妻は本当に大きなショックを受けます。しかも，何カ月あるいは何年もこっそり見ていたとしたら，夫のことをもう信用できないと感じるかもしれません。ある女性はこう言います。「夫のことが全然分からなくなり，ほかにも隠し事をしているんじゃないかと不安になりました」。
この記事では，夫がポルノを見ている場合，妻はどうすればよいかについて考えます。 挙げられている聖書の原則は，エホバの支えを確信し，慰めを得，感情面や信仰面でバランスを保つ助けとなるでしょう。
どんなことができるか
夫の行動全てをコントロールすることはできませんが，つらい気持ちを和らげ，穏やかな気持ちでいることはできます。どんなことを意識できるでしょうか。
自分を責めないようにする。妻は，夫がポルノを見るようになったのは自分のせいでもある，と感じるかもしれません。アリスは，自分が女性として魅力がないからだと考えました。 そして，「夫が私じゃなくてほかの女性のことばかり見るのはどうして？」と思いました。自分の反応が良くなかったと感じて，自分を責める場合もあります。ダニエールはこう言います。「私は，夫がポルノを見続けていることに怒りを爆発させてしまいました。自分がこんなんだから夫婦の関係が悪くなってしまったのかもしれない，と思いました」。
あなたも同じように感じることがありますか。そうであれば，エホバは夫の行動の責任をあなたに求めてはいないということを忘れないでください。ヤコブ 1章14節には，「人はそれぞれ，自分の欲望に引かれて惑わされることにより，試される」とあります。（ロマ 14:12。フィリ 2:12）エホバは，あなたを責めるどころか，ご自分に忠実に仕え続けているあなたを大切に思っています。（代二 16:9）
ほかにも覚えておきたい点があります。夫がポルノを見ているからといって，それはあなたが女性として魅力がないということではありません。専門家たちは，ポルノを見ることで生じる強い性的欲求は非現実的なもので，それを満たすことのできる女性は一人もいない，と指摘しています。
心配し過ぎないようにする。キャサリンは，夫がポルノを見ていることが頭から離れなかった，と言っています。フランシスは，「夫がどこにいるか分からないと，ものすごく不安になります」と言います。また，夫が抱えている問題について知っている兄弟姉妹と一緒にいると気まずく感じる，という人もいます。自分のことを分かってくれる人は誰もいない，と寂しく感じる場合もあります。
こうした気持ちになるのは自然なことです。でも，そのままにしておくなら，不安が大きくなるだけです。それで，エホバとの絆を強めることに目を向けるようにしましょう。そうするなら，忍耐するための力をエホバが与えてくださいます。（詩 62:2。エフェ 6:10）
聖書を読んでじっくり考えましょう。聖書には，大変な中でもエホバに祈って力を得た女性たちの記録が載せられています。エホバはいつも問題をすぐに取り除いたわけではありませんが，穏やかな心を与えました。ハンナの例を考えてみましょう。ハンナは「非常に苦しんで」いましたが，「エホバの前で長く祈った」後は穏やかな気持ちになりました。この先どうなるかは分かりませんでしたが，安心できたのです。（サム一 1:10，12，18。コリ二 1:3，4）
会衆の長老にも助けてもらいましょう。長老は「風から逃れるための場所，暴風雨から避難するための場所」になってくれます。（イザ 32:2）あなたが信頼できる姉妹に自分の気持ちを打ち明けられるように助けてくれるかもしれません。（格 17:17）
夫の助けになるには
夫がポルノを見る習慣を克服できるように，あなたも助けになれるかもしれません。聖書には，問題を解決したり強力な敵と闘ったりするためには，「1人よりも2人がよい」と書かれています。（伝 4:9-12）幾つかの研究によると，ポルノ中毒を克服し信頼を回復するために夫婦で一緒に取り組むなら，多くの場合良い結果につながるということが分かっています。
もちろん，夫がポルノを見るのをやめられるかどうかは，かなりの程度本人の真剣さと決意に懸かっています。夫は，エホバに力を求めて祈り，長老たちに助けてもらおうとしているでしょうか。（コリ二 4:7。ヤコ 5:14，15）ポルノを見ないようにするために，電子機器の使用を制限したり誘惑となる状況を避けたりするなど，具体的な対策を取っているでしょうか。（格 27:12）あなたの助けを進んで受け入れ，いつも正直に話してくれるでしょうか。もしそうなら，あなたも力になれるかもしれません。
どのように助けになれるでしょうか。フェリーシャと夫のイーサンの例を考えてみましょう。イーサンはとても若い頃にポルノ中毒になりました。フェリーシャは，夫がポルノを見たくなった時にそのことについて気まずく感じることなく話せるようにしています。イーサンはこう言います。「妻には何でも正直に話すことができます。妻は私の様子をいつも気に掛け，誘惑となる状況を避けられるように優しく助けてくれています。インターネットの使い方についても，2人で決めたルールを守れるように助けてくれます」。もちろん，夫がポルノを見たくなるというのは，フェリーシャにとってとてもつらいことです。でも，フェリーシャはこう言っています。「私がどれほど怒ったり悲しんだりしても，それは夫がポルノをやめる助けにはなりません。夫の問題について夫婦で話し合いました。それからは，夫も私のつらい気持ちを理解しようとしてくれるようになりました」。
こうした話し合いは，夫がポルノをやめる助けになるだけでなく，妻にとっても夫を再び信頼する助けになります。夫が，自分の弱さやどこで何をしようとしているかなど，何でも話すようにするなら，妻は夫を信頼しやすくなるでしょう。
こうした方法はあなたの夫を助けるのにも役立つと思いますか。もしそうなら，この記事を一緒に読んで話し合ってみるのはどうでしょうか。夫にとっての目標は，ポルノを見るのをやめ，妻の信頼を取り戻すことです。妻が心配していることについて腹を立てるのではなく，妻の気持ちを理解する必要があります。妻としての目標は，夫を支え，夫が信頼を取り戻すためのチャンスを持てるようにすることです。どんなことが原因でポルノを見たくなるのか，どうすれば克服できるかについて，夫と妻の両方がよく理解している必要があります。
冷静に話し合うことができないかもしれないと思うなら，夫婦の両方が信頼している長老に同席してもらうこともできます。夫がポルノを見る習慣を克服した後も，夫を再び信頼できるようになるまでには時間がかかることでしょう。でも，諦めないでください。夫婦の関係が少しずつ良くなっていることに目を向けましょう。辛抱強く努力を続けるなら，2人の絆をまた強めることができます。（伝 7:8。コリ一 13:4）
夫が見続けているなら
夫がまたポルノを見るようになったとしても，それは必ずしも夫が悔い改めていないとか，克服することができないということではありません。ポルノ中毒になっている場合には特に，やめるためにずっと闘い続ける必要があります。何年かやめることができた後であっても，逆戻りしてしまう場合もあります。それで，自分では克服できたと思ったとしても，同じことを繰り返さないためには，さらにしっかりした対策を取らなければいけません。（格 28:14。マタ 5:29。コリ一 10:12）「考え方」を新しくし，「悪を憎[む]」必要があります。それには，ポルノはもちろん，マスターベーションといった汚れた行いを憎むことも含まれます。（エフェ 4:23。詩 97:10。ロマ 12:9）夫がこうした点で努力しているなら，やがてポルノの習慣を完全にやめることができるでしょう。
夫が問題と闘おうとしていない場合はどうでしょうか。がっかりし，裏切られたように感じて，怒りの気持ちさえ湧き起こってくるかもしれません。心配事を全てエホバに委ねるようにしましょう。そうするなら，エホバが穏やかな気持ちを与えてくださいます。（ペテ一 5:7）エホバに祈り，聖書を学んでじっくり考えることによって，エホバとの絆を強め続けましょう。エホバはあなたのそばにいてくださいます。イザヤ 57章15節にある通り，エホバは「打ちのめされた謙遜な人たち」と共にいてくださいます。そうした人たちを元気づけたいと思っているのです。これからもエホバに忠実に仕え続けましょう。長老たちに助けてもらってください。そして，いつか夫の気持ちが変化するかもしれない，と信じて待ちましょう。（ロマ 2:4。ペテ二 3:9）
[脚注]
ここで取り上げられているのは，夫がポルノを見ているケースですが，多くの原則は妻がポルノを見ている場合にも当てはまります。
聖書によると，配偶者がポルノを見たことは，離婚の根拠にはなりません。（マタ 19:9）
名前は変えてあります。
jw.orgや出版物には役立つ情報が載せられています。「夫婦仲を引き裂くポルノ」（jw.org），「あなたも誘惑に勝てます！」（「ものみの塔」2014年4月1日号10-12ページ），「ポルノ ― 無害？ それとも有害？」（「ものみの塔」2013年8月1日号3-7ページ）などがあります。
ポルノには中毒性があるので，長老たちだけでなく専門家にも助けてもらうことにする夫婦もいます。
[16ページの囲み記事]
長老たちはどのように力になれるか
● 妻が望むなら，夫にも同席してもらい，話し合う機会を定期的につくる。妻が正直な気持ちを話せるようにする。（イザ 32:1，2。テサ一 5:14。ペテ一 5:2，3）
● ポルノには中毒性があることや，それをやめるには時間がかかることを理解しておく。
● 問題を克服したように思えても，多くの場合継続的なサポートが必要であることを覚えておく。
● 夫を弁護したりしない。妻に責任を感じさせることがないように注意する。
● 妻が自分に対してエホバと同じ見方をし，個人研究や祈りの習慣を守れるように助ける。
● 妻が，エホバからも長老団からも兄弟姉妹からも愛され，大切にされていることを確信できるようにする。
​[15ページの図版]
長老たちに助けを求めることは，夫と妻の両方にとって大切。
[17ページの図版]
エホバとの絆を強めることに目を向けましょう。
​​​​​



^ ***塔研23 9月号 17ページ 温和な人は強い人***
うか。確かな理由は分かりませんが，ギデオンは相手の気持ちを大切にし，穏やかに答えました。その結果，「エフライムの人たちの気持ちは治ま」りました。（裁 8:1-3）
10 同僚や学校の友達から，エホバの証人が聖書の基準に従って生活している理由を尋ねられるかもしれません。そういう時には，自分の信じていることについてぜひ話したいと思うことでしょう。でも，相手にも自分の意見があるということを認めて敬意を示しましょう。（ペテロ第一 3:15を読む。）質問されたことを攻撃や批判と見なすのではなく，相手がどんなことに関心があるかを知るチャンスと考えることは助けになります。相手がどんな理由で質問したかに関わりなく，穏やかで親切な仕方で接するように心掛けましょう。それは，相手が自分の見方について考え直す良い機会になるかもしれません。たとえ相手の話し方が失礼だったり，嫌味っぽかったりしても，いつでも親切に対応することは大切です。（ロマ 12:17）
11 同僚から，どうして誕生日を祝わないのかと尋ねられたなら，まずこう考えてみましょう。「この人は，エホバの証人は楽しい時間を過ごせないと思っているんだろうか。一緒に誕生日を祝わない人がいることで，チームの雰囲気が悪くなることを心配しているんだろうか」。そして同僚に，仲間への気遣いにどれほど感謝しているかや，チームで仲良く働きたいと思っていることを伝えられます。そうするなら，同僚の不安を和らげることができるかもしれません。聖書が誕生日について何と述べているかを自然な形で話すきっかけにもなるかもしれません。
12 ほかの話題に関しても，同じようにすることができます。学校の友達から，同性愛に関するエホバの証人の考え方はおかしいと言われるかもしれません。そういうときには，こう考えてみましょう。「この人はエホバの証人についての間違った情報に影響されているんだろうか。友達や親族に同性愛者がいるんだろうか。エホバの証人は同性愛者を嫌っていると考えているんだろうか」。私たちがどんな人も大切に思っていることや，それぞれに自分の生き方を決める権利があると認めていることを知ってもらえるといいかもしれません。 （ペテ一 2:17）そして，聖書の道徳基準に従うならどんな良いことがあるかを伝えることもできます。
13 強い意見を持った人に会ったなら，どうしますか。相手の考えをすぐに決め付けてはいけません。（テト 3:2）学校の友達から，神を信じているなんてばかげている，と言われたとします。そういうとき，相手は進化論を信じているからそう言っている，と考えますか。実際は，誰かから聞いたことをそのまま話しているだけなのかもしれません。科学について議論を始めるのではなく，友達が後で考えられるように，資料を渡したり質問したりできます。jw.orgの創造に関する資料を見てもらうこともできます。友達は



^ ***塔研23 10月号 15ページ エホバは私たちを強い人にしてくださる***
ように仲間から力をもらったのか，考えてみましょう。
11 マリアがエホバの望むことを行うには力が必要でした。天使ガブリエルから責任の重い任務を受けた時，自分にできるだろうかと思ったかもしれません。まだ結婚していないのに妊娠するというのです。子育ての経験はありませんでしたが，メシアになる男の子を世話しなければなりません。性関係を持っていないのに妊娠していることを，婚約者ヨセフにどう説明したらよいのでしょう。（ルカ 1:26-33）
12 マリアは，このとても大きな任務を果たすための力をどのようにして得たでしょうか。自分一人で頑張るのではなく，助けを求めました。例えば，ガブリエルにこの任務についてさらに教えてくれるようにと頼みました。（ルカ 1:34）その後すぐ，ユダの「山地」まで長旅をし，親族のエリサベツに会いに行きました。マリアの努力は報われました。エリサベツはマリアのことを褒め，聖なる力に導かれてマリアのおなかの子に関する預言を語りました。（ルカ 1:39-45を読む。）元気をもらったマリアは，エホバが「力強い腕で物事を行[った]」と言いました。（ルカ 1:46-51）エホバはガブリエルとエリサベツを通してマリアに力を与えたのです。
13 マリアのように，私たちも仲間から力をもらうことができます。ボリビアのダスリ姉妹の例を考えてみましょう。姉妹の父親は末期の病気だと診断され，入院することになりました。姉妹は，父親のそばにいてできる限りのことをしてあげたい，と思いました。（テモ一 5:4）でも，それは簡単なことではありませんでした。「もうこれ以上頑張れないと思ったことが何度もあります」と言っています。でも姉妹は，初めは仲間に助けを求めませんでした。こう言っています。「兄弟たちに迷惑を掛けたくなかったんです。必要な助けはエホバが与えてくださると考えていました。でも，自分を孤立させるなら，自分の力だけで問題に取り組んでいることになるんだと気付きました」。（格 18:1）それで姉妹は，自分の状況について何人かの友達に伝えることにしました。こう言っています。「仲間の兄弟姉妹が本当に力になってくれて，感激しました。病院まで食べ物を届けてくれたり，慰めになる聖句を教えてくれたりしました。『私は独りぼっちではないんだ』と感じて，ほっとしました。私たちには，エホバが与えてくれた素敵な家族がいます。喜んで助けになり，一緒に泣き，励ましてくれる家族です」。
14 エホバは長老たちを通して私たちを力づけることもあります。長老たちは，私たちを爽やかにし，力づけるためにエホバがくれた贈り物です。（イザ 32:1，2）心配事があるときには，長老に伝えてください。長老からの助けをためらわずに受け入れましょう。エホバは長老を用いて私たちを強い人にしてくれます。
将来の希望
15 聖書に書かれている希望からも力をもらうことができます。（ロマ 4:3，18-20）クリスチャン



^ ***塔研23 11月号 21–22ページ エホバは本当に祈りを聞いてくれる？***
3 私たちも，エホバは自分の祈りを聞いてくれているんだろうかと思うことがあるかもしれません。エホバに忠実に仕えた聖書中の人物も同じように感じたことがあります。（ヨブ 30:20。詩 22:2。ハバ 1:2）どうすれば，エホバは祈りを聞いてくださるという確信を持つことができるでしょうか。（詩 65:2）この記事では次の点について考えます。（1）エホバはどんなことをしてくださいますか。（2）エホバは私たちにどんなことをしてほしいと思っていますか。（3）どんな場合に，祈りの内容を調整する必要があるかもしれませんか。
エホバはどんなことをしてくださるか
4 エホバは私たちの祈りを聞くと約束している。（エレミヤ 29:12を読む。）エホバはご自分に忠実に仕える人たちを愛しているので，そのような人たちの祈りを無視したりはしません。（詩 10:17; 37:28）だからといって，私たちの願い全てがかなえられるわけではありません。新しい世界になるまで待たなければならない願いもあるでしょう。
5 エホバは祈りを聞くときに，ご自分の目的について考える。（イザ 55:8，9）エホバは，ご自分に心から従う人たちで地球を満たしたいと願っています。でもサタンは，人間が自分で治めた方がうまくいくと言いました。（創 3:1-5）サタンの言っていることがうそであることを証明するために，エホバは人間が支配することを許しました。その結果は私たちが見ている通りです。人間の支配によって，たくさんの問題が生じています。（伝 8:9）でも，エホバはこうした問題を今すぐに取り除くことはしません。もしそうしてしまうなら，ある人たちは人間の支配がうまくいっていると勘違いして，全ての問題は自分たちで解決できると考えるかもしれません。
6 同じような祈りであっても，エホバはいろいろな方法で答えることがある。ヒゼキヤは重い病気になった時，癒やしてほしいとエホバにお願いしました。エホバはその祈りに答えて，ヒゼキヤの病気を治しました。（王二 20:1-6）パウロの場合はどうだったでしょうか。パウロは体に刺された「1つのとげ」を取り除いてほしいとエホバにお願いしました。この「とげ」は慢性的な病気のことだったと思われます。でも，エホバはこの問題を取り除くことはしませんでした。（コリ二 12:7-9）使徒のヤコブとペテロについても考えてみましょう。ヘロデ王はこの2人のことを殺そうとしていました。会衆はペテロのためにもヤコブのためにも祈ったことでしょう。それでもヤコブは処刑され，ペテロは奇跡的に助け出されました。（使徒 12:1-11）もしかすると「どうしてエホバはペテロを助けたのにヤコブは助けなかったんだろう」と思うかもしれません。このことについて聖書には何も書かれていません。 でも，エホバが行うことは「決して不公正ではな[い]」ということを確信できます。（申 32:4）そして，ペテロもヤコブもエホバに愛されていたということを私たちは知っています。（啓 21:14）時々，エホバに祈ったのに願い通りの結果にならなかったと思うことがあるかもしれません。でも，私たちはエホバがいつも愛情深くふさわしい仕方で祈りに答えてくれることを信じています。それで，エホバの祈りの答え方についてあれこれ言うことはしません。（ヨブ 33:13）
7 自分の状況をほかの人と比べないことも大切です。同じようなことを祈ったのに，自分の祈りは聞かれず，ほかの人の祈りは聞かれているように思えることがあるかもしれません。アナ姉妹もそのような経験をしました。姉妹はがんを患っていた夫のマシューが回復するようにと祈っていました。同じ時期に，高齢の2人の姉妹もがんと闘っていました。アナ姉妹は，夫と2人の姉妹のために一生懸命祈りました。どうなったでしょうか。姉妹たちは無事に回復しましたが，夫は亡くなってしまいました。アナ姉妹は，エホバが姉妹たちのことを助けたのであれば，どうして夫のことは助けてくれなかったんだろうと思いました。姉妹たちが回復した理由についてはっきりしたことは分かりません。でも私たちは，エホバがやがて全ての苦しみを終わらせてくださるということを知っています。そして，亡くなった愛する友たちを復活させたいと強く願っていることも知っています。（ヨブ 14:15）
8 エホバはいつも変わらず支えてくれる。優しいお父さんエホバは，私たちにつらい目に遭ってほしくないと思っています。（イザ 63:9）でも，エホバは「川」や「炎」のような難しい問題を取り除くことはされません。（イザヤ 43:2を読む。）とはいえ，その状況を切り抜けられるように助けると約束しています。どれほど難しい問題にぶつかるとしても，エホバは私たちがご自分との強い絆を持ち続けられるように，聖なる力によって助けてくれます。（ルカ 11:13。フィリ 4:13）私たちは，忍耐してエホバに仕え続けるために必要な助けを必ず与えてもらえると確信できます。
エホバは私たちにどんなことを願っているか
9 私たちがエホバを信頼すること。（ヘブ 11:6）時には，目の前の問題が大き過ぎて乗り越えられそうにないと思うこともあります。エホバは本当に助けてくれるんだろうかという気持ちにさえなるかもしれません。でも聖書には「神の力によって，城壁をよじ登れる」とあります。（詩 18:29）ですから，疑いの気持ちをはねのけ，エホバが必ず答えてくださるという強い信仰を持って祈るようにしましょう。（ヤコブ 1:6，7を読む。）
10 祈るだけでなく，自分でもできる限りのことをすること。ある兄弟が，地区大会に出席するための休暇を取れるように助けてくださいとエホバに祈るとします。その祈りにエホバはどのように答えるでしょうか。上司に話すための勇気を兄弟に与えるかもしれません。でも，兄弟自身が上司の所に行ってお願いする必要があります。もしかすると，何度も頼まなければならないかもしれません。働く日を代わってもらえないかどう









^ ***塔研20 6月号 24–29ページ 「私のもとに戻ってきなさい」***
研究記事26
「私のもとに戻ってきなさい」
「私のもとに戻ってきなさい。そうすれば，私もあなたたちのもとに戻ろう」。マラキ 3:7
102番の歌 「弱い人たちを援助」する
何を学ぶか
前の記事で考えたように，立派な羊飼いであるエホバは，それぞれの羊を優しく世話します。迷い出た羊を捜します。エホバは自分のもとから離れたイスラエル人に，「私のもとに戻ってきなさい。そうすれば，私もあなたたちのもとに戻ろう」と言いました。エホバの気持ちは変わっていません。「私は変わらない」と言っているからです。（マラ 3:6，7）イエスが述べたように，エホバも天使も，迷い出た人が戻ってくる時，その一人一人のことをとても喜びます。（ルカ 15:10，32）
2 エホバから離れた人をどのように助けることができるか，イエスが語った3つの例えから考えましょう。不活発な人がエホバのもとに戻れるよう，助ける側に何が求められますか。そのような人を助けることでどんな喜びが得られるでしょうか。
なくした硬貨を捜す
3 私たちは，エホバのもとに戻りたいと思っている人を一生懸命に捜します。「ルカによる福音書」には，イエスが話した例えが記されています。ある女性が，大切にしていたドラクマ硬貨1枚をなくし，捜した様子が描かれています。注目できるのは，この女性がどのように捜したかです。（ルカ 15:8-10を読む。）
4 イエスは，大切にしていたドラクマ硬貨1枚を見つけた女性の気持ちを描写しています。イエスの時代，ユダヤ人の母親が，結婚する娘に10枚セットのドラクマ硬貨を贈ることがあったようです。例えに出てくる女性がなくした硬貨は，そのようなセットのうちの1枚だったのかもしれません。床に落としたのだろうかと思い，ランプをともして辺りを捜しますが，見つかりません。小さな銀貨を捜そうにも，光が弱くてよく見えません。それで，家中を掃いて注意深く捜します。掃いて集めたごみの中に，きらりと光るものがあります。なくした硬貨です。女性はほっとします。友人や隣人を呼び集めて，見つかった喜びを伝えます。
5 イエスの例えからも分かるように，なくしたものを見つけるには労力が要ります。不活発な人を捜すためにも，労力が要る場合があります。集会や伝道に行かなくなってから，かなり時間がたっている人もいます。別の場所に引っ越した人もいるでしょう。そうであれば，移転先の兄弟たちはその人のことを知らないかもしれません。不活発な兄弟姉妹の中には，戻れるならエホバのもとに戻りたいと願っている人がいることでしょう。兄弟姉妹と共にエホバに仕えたいという気持ちがあっても，戻るには助けが必要です。
6 誰が助けになれますか。私たちみんなです。長老，開拓者，不活発な人の家族，会衆の伝道者が気を配れます。友達や親族の中に不活発な人がいますか。家から家の伝道や公共エリア伝道で不活発な人に会ったことがありますか。その人が長老の訪問を望むなら，連絡先を長老に伝えることができる，と説明してください。
7 エホバのもとに戻りたいと願っている人を捜すために，長老たちはどのように率先できますか。スペインのトマスという長老は，40人以上の兄弟姉妹が会衆に戻れるよう助けました。兄弟は何と言っていますか。「まず，不活発な人の現住所を知っているか，兄弟姉妹に尋ねます。集会に今来ていない人を誰か知っているか，会衆の人たちに尋ねることもします。みんなよく協力してくれます。力になりたいと思っているからです。不活発な兄弟姉妹を訪問する時には，子供や親戚のことも尋ねます。それらの兄弟姉妹の中には，子供と一緒に集会に来ていた人もいて，子供も伝道者だった，という場合があります。エホバのもとに戻れるよう，その人たちのことも助けられます」。
いなくなった息子や娘が戻れるよう助ける
8 エホバのもとに戻りたいと思っている人を助けるために，何が求められますか。イエスの例えに出てくる，家を出て好き勝手な生活をした息子について考えてみましょう。（ルカ 15:17-24を読む。）その息子はようやく本心に立ち返り，家に帰ることにしました。父親は走って出迎え，温かく抱き締め，愛情を表現しました。息子は良心が痛んでいて，息子と呼ばれるに値しないと思っていました。父親は，本心を語った息子のことを心から思いやりました。息子を雇われ人としてではなく，大切な家族として迎え入れていることを，具体的な行動によって表しました。悔い改めた息子を愛していたので，ごちそうを出して祝い，良い服を着せました。
9 エホバはこの例えの父親のようです。不活発な兄弟姉妹のことを愛していて，戻ってくることを願っています。エホバに倣って，私たちもそのような人を助けることができます。それには辛抱強さ，思いやり，愛が求められます。この3つが求められるのはなぜですか。どのように表せますか。
10 辛抱強さが必要なのは，不活発な人がエホバのもとに戻るまでには時間がかかるからです。以前不活発だった人は，口をそろえて，何度も長老や会衆の人たちが訪ねてきてくれてやっと行動できた，と言っています。東南アジアのナンシーという姉妹はこう言っています。「会衆の親しかった姉妹が大きな力になってくれました。実の姉のように愛してくれました。一緒に過ごした楽しかった時のことを思い出させてくれました。辛抱強く私の話を聞いてくれました。アドバイスをするのもためらいませんでした。どんな時にも助けてくれる真の友です」。
11 思いやりは，よく効く塗り薬のようです。傷ついた心を癒やします。不活発な人の中には，会衆の誰かに傷つけられたという思いをなかなか拭えない人がいます。わだかまりがあるために，エホバのもとに戻ることができません。不当に扱われたと思っている人もいます。そのような人には，話を聞いて気持ちを理解してくれる人が必要です。（ヤコ 1:19）不活発だったことがあるマリアはこう言っています。「私の場合，話をよく聞き，泣く時そばにいて，大事なことを気付かせてくれる人が必要でした」。
12 聖書は，エホバがご自分の民に対して抱く愛を綱や縄に例えています。神の愛はどのような意味で縄のようですか。こんな場面を思い描いてください。荒れた海で溺れそうになっている時に，誰かが救命胴衣を投げてくれたとします。良かったと思うことでしょう。これで何とか浮いていられます。でも救命胴衣だけでは生き延びられません。水は冷たいので，救命ボートにたどり着かないと助かりません。ロープを投げて引っ張ってもらい，ボートに乗せてもらう必要があります。エホバは，ご自分から離れていったイスラエル人について，「愛の綱で，私は彼らを導き続けた」と言いました。（ホセ 11:4）エホバは現在，ご自分に仕えるのをやめていて，問題や不安を抱え，もがいている人について同じように感じています。今も愛していて，導きたいと思っており，そのことを知ってほしいと思っています。不活発な人がエホバから愛されていることを感じられるよう，あなたにもできることがあります。
13 不活発な人に，エホバも私たちも愛しているということを伝えることは大切です。前の記事に出ていたパブロは，30年以上不活発でした。本人はこう言っています。「ある朝，家から出掛けようとしていた時，高齢の優しい姉妹に声を掛けられました。温かい言葉を聞いて，子供のように泣き出してしまいました。『エホバが姉妹を遣わしてくださったんですね』と言いました。エホバのもとに帰ろうと決めた瞬間でした」。
優しく支える
14 不活発な人は継続的に助けてもらう必要があります。イエスの例えに出てきた，いなくなった息子のように，後ろめたさを持ち続けているかもしれません。サタンの世で経験してきた事柄のために，エホバとの関係は弱まっているでしょう。エホバに対する信仰を立て直せるよう，助ける必要があります。イエスが語った，迷い出た羊に関する例えの中で，羊飼いは羊を肩に載せて運び，群れに連れ戻しました。羊飼いは迷い出た羊を見つけるために，すでに時間や労力を費やしました。でも，肩に載せて囲いまで運ばなければならないことも知っています。自力では戻れないからです。（ルカ 15:4，5を読む。）
15 不活発な人が問題を克服できるよう助けるには，時間や労力を費やす必要があります。でもエホバが与えてくださる聖なる力，聖書，出版物を活用して，エホバとの関係を強めるよう助けることができます。（ロマ 15:1）具体的に何ができますか。経験を積んだある長老はこう言っています。「不活発な人は多くの場合，エホバのもとに戻ろうと決心した後，聖書を誰かと学び直す必要があります」。 聖書を学び直す手助けをするよう頼まれたら，喜んで応じますか。この長老はこうも言っています。「不活発な人を教える伝道者は，良い友になり，よく話を聞く必要があります。そうすれば，相手は気持ちを打ち明けやすいでしょう」。
天にも地上にも喜びがある
16 エホバのもとに戻りたいと強く願っている不活発な人を捜す活動に，天使が関わっていることを示す経験はたくさんあります。（啓 14:6）エクアドルに住むシルビオの例を取り上げましょう。ある日，シルビオは，会衆に戻りたいと涙ながらに祈っていました。すると，まだ祈っている最中に家のベルが鳴りました。2人の長老が訪ねてきたのです。長老たちはシルビオに，必要な助けを与えることができました。
17 エホバのもとに戻るよう不活発な人を助けることができたら，どんなにうれしいことでしょう。開拓者のサルバドルは，不活発な人を助けることに特に力を入れています。こう言っています。「うれしくて涙が出ることがあります。エホバの大切な羊がサタンの世から救い出されたからです。そのためにエホバと共に働けたと思うと感謝の気持ちでいっぱいになります」。（使徒 20:35）
18 あなたは，今会衆から離れている方ですか。エホバはあなたのことを今でも愛しています。ご自分のもとに戻ってきてほしいと願っています。戻るために努力が必要だとしても，次のことを忘れないでください。イエスの例えに出てくる父親のように，エホバはあなたが戻るのを待っています。喜んで迎えてくださるのです。
どのように答えますか
■ 不活発な人を捜すことにどのように関われますか。
■ 兄弟姉妹が戻るよう助けるため，どんな3つのものが求められますか。
■ 不活発な人を継続的に助ける必要があるのはなぜですか。
103番の歌 牧者という贈り物
[脚注]
エホバは，集会や伝道に参加しなくなった兄弟姉妹が会衆に戻ってくることを願っています。「私のもとに戻ってきなさい」と呼び掛けています。この呼び掛けに応じる気持ちがある人を励ますために，いろいろなことができます。この記事では，何ができるかを考えます。
一部の名前は変えてあります。
不活発な人の中には，「神にずっと愛されるために」または「エホバに近づきなさい」の本の一部を学ぶことが助けになる人もいるでしょう。誰がその人を教えると良いかは会衆の奉仕委員会が判断します。
[研究用の質問]
 1. エホバは，迷い出た人が戻ってくるとどのように感じますか。
 2. この記事ではどんなことを考えますか。
3-4. ルカ 15章8-10節に出てくる女性が，ドラクマ硬貨を注意深く捜したのはなぜですか。
 5. 不活発な人を捜すために労力が要る場合があるのはなぜですか。
 6. 会衆の全ての人が，不活発な人を捜すことにどのように関われますか。
 7. トマスという長老のコメントから何を学べますか。
 8. ルカ 15章17-24節に出てくる，いなくなった息子に関する例えの中で，父親は悔い改めた息子のために何をしましたか。
 9. 不活発な兄弟姉妹がエホバのもとに戻るよう助ける際，何が求められますか。（「戻りたいと思っている人をどのように助けられるか」という囲みを参照。）
10. エホバのもとに戻るよう助けるために，辛抱強さが必要なのはなぜですか。
11. 不活発な人を助けるのに思いやりが必要なのはなぜですか。
12. 不活発な人に対するエホバの思いを，どんな例えで説明できますか。
13. 愛を表すことの大切さを示す，どんな経験がありますか。
14. ルカ 15章4，5節の例えの中で，羊飼いは迷い出た羊を見つけた後，どうしましたか。
15. エホバのもとに戻りたいと願っている人をどのように助けられますか。（「助けになる冊子」という囲みを参照。）
16. 天使の助けがあることを示すどんな経験がありますか。
17. 不活発な人を助けることからどんな喜びが得られますか。
18. 不活発な人のことをエホバはどう思っていますか。
[26ページの囲み記事]
戻りたいと思っている人をどのように助けられるか
不活発な人は多くの場合，親しい友の支えを必要としています。支えるために，次のようにできます。
● 連絡を絶やさない。家によく立ち寄ることもできる。
● 優しく気遣い，エホバも兄弟姉妹も愛していることを伝える。
● 気持ちを思いやりながら話を聞く。どんなことで悩んでいるかを知るように努め，注意したり責めたりはしない。
[28ページの囲み記事]
助けになる冊子
「エホバのもとに帰って来てください」の冊子を読んで，会衆に戻りたいと思った人は大勢います。
この記事に出てきたマリアは，こう言っています。「この冊子を読んで，エホバが私を愛していて，そばで支えたいと思っていることが分かりました」。
カメルーンのフローラはこう言っています。「セクション4を読んで心を打たれました。力と勇気をもらったので，エホバに包み隠さず打ち明け，長老たちに事情を説明することができました。長老たちは本当に助けてくれました」。
ブルガリアのタチアナはこう話しています。「エホバが私のために書いてくださった，と感じました。離れた理由が何であれ，迷い出た人のことをエホバが深く気に掛けているということが分かりました」。
[26-27ページの図版]
（9節を参照。）​
[脚注]
写真や挿絵: 戻りたいと思っている兄弟を，3人の兄弟が助けている。連絡を取ったり，優しく気遣ったり，感情移入をしながら話を聞いたりしている。
​​​
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